
口

絵西
瀬
戸
自
動
車
道
開
通

特

集
/
西
瀬
戸
自
動
車
道
全
橋
開
通

西
瀬
戸
自
動
車
道
(瀬
戸
内
し
ま
な
み
海
道
)開
通
に
つ
い
て

･:
:
本
州
四
国
連
絡
橋

公
団
総
務
部
広
報
課

1

新
た
な
交
流
の
創
造
.-
ー
広
島
県
の
地
域
振
興
施
策

･!
:
:
:
広
島
県
土
木
建
築

7

部
道
路
建
設
課
ー

瀬
戸
内
し
ま
な
み
海
道
と
愛
媛
県
の
地
域
発
展
!!
･!!
!!
!"
讓

瀞
箒
蘇
諦

器

幹
線
道
路
の
沿
道
の
整
備
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の

道
路
局
路
政
課
9

一
部
を
改
正
す
る
政
令
に
つ
い
て

同

道
路
環
境
課

2

福
州-鬮
~高
速
二
号
線
二
四
号
線
供
用
に
つ
い
て

!
‐!!
!!
!
!
!
!
!!
･･篇
"料
鷲
路
鰤

"

表紙の説明 :
Y の字の道路を中心に置き、自然と生活を結ぶ道路の役割を強調した。毎月ビルの色を変え季節感を出すことにした。

へ河
川
審
議
会
答
申
〉

河
川
敷
地
占
用
許
可
準
則
の
見
直
し
の
方
針
は

:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
河
川
局
水
政
課

“

い
か
に
あ
る
べ
き
か

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
自
転
車
見
聞
録
③

万
里
の
長
城
の
西
端

嘉
蜷
関
を
経
て
西
域
の
入
ロ
敦
煌
へ
･!-
!
長
澤

法
隆

蜷

道
路
管
理
事
務
担
当
者
便
り

神
奈
川川旧県
にてお
旦け
る
*道
路州(の
維
桂N管
理
-ー
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
.〆鮴…際
柳
鰊
観
趾
罐
引

地
域
活
性
化
促
進
道
路
事
業

宮
崎
県
に
お
け
る
｢地
域
活
性
化
促
進
道
路
事
業
｣
!
!
!
:
:
:
:
:
:
:
宮
崎
県
土
木
部

o

道
路
建
設
課

6

寺

･
寺

･
寺

l
:
:
l
l
:
:
:
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‐:
:
‐‐:
‐:
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:
:
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:
:
:
:
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鰹
瑯
特
集
/
西
瀬
戸
自
動
車
道
全
橋
開
通
鰡鱗
癈
搬
郷
鑓搬
瑯
憊
ゐ

鬮
瀬
震
自
動
車
道
(瀬
戸
内
し
ま
な
み
毎
週
)

開
通
に
つ
い
て

本
州
四
国
連
絡
橋
公
団
総
務
部
広
報
課

一

は
じ
め
に

平
成
三

年
五
月
一
日
、
新
尾
道
大
橋
、
多
々
羅

大
橋
及
び
来
島
海
峡
大
橋
が
完
成
し
、
広
島
県
尾
道

市
と
愛
媛
県
今
治
市
が
陸
路
で
結
ば
れ
る
こ
と
と
な

り
、
こ
こ
に
西
瀬
戸
自
動
車
道

(通
称
"
瀬
戸
内
し

ま
な
み
海
道
)
が
開
通
い
た
し
ま
し
た
。

西
瀬
戸
自
動
車
道
は
本
州
四
国
連
絡
橋
三
ル
ー
ト

の
内
の
一
つ
で
、
広
島
県
尾
道
市
と
愛
媛
県
今
治
市

を
結
ぶ
延
長
約
六
〇
如
の
自
動
車
専
用
道
路
で
す
。

こ
の
ル
ー
ト
は
西
瀬
戸
尾
道
I
C
で
国
道
二
号
か
ら

分
岐
し
、
向
島
、
因
島
、
生
口
島
、
大
三
島
、
伯
方

島
、
大
島
と
い
っ
た
芸
予
諸
島
を
経
て
今
治
I
C
で

国
道
一
九
六
号
に
連
結
す
る
も
の
で
す
。

こ
の
ル
ー
ト
の
全
橋
開
通
に
伴
い
、
尾
道
･
今
治

間
の
所
要
時
間
は
そ
れ
ま
で
の
二
時
間
四
〇
分
か
ら

一
時
間
二
〇
分
へ
と
大
幅
に
短
縮
さ
れ
、
気
象
条
件

に
左
右
さ
れ
る
こ
と
も
少
な
く
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
尾
道
か
ら
芸
予
諸
島
、
四
国
北
部
ま
で
が

一
体
と
な
り
、
産
業
、
文
化
面
へ
の
大
き
な
効
果
が

予
想
さ
れ
ま
す
。
特
に
島
蟆
部
で
は
通
勤
、
通
学
、

買
い
物
、
救
急
医
療
、
消
防
と
い
っ
た
生
活
面
で
の

利
便
性
、
安
全
性
が
高
ま
り
ま
す
。

本
州
四
国
連
絡
橋
の
う
ち
、
昭
和
六
三
年
に
開
通

し
た
瀬
戸
中
央
自
動
車
道
は
、
今
や
中
国
と
四
国
を

結
ぶ
大
動
脈
と
し
て
産
業
や
生
活
に
欠
か
せ
な
い
も

の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
一
〇
年
に
開
通

し
た
神
戸
淡
路
鳴
門
自
動
車
道
、
そ
し
て
今
回
の
西

瀬
戸
自
動
車
道
の
開
通
に
よ
り
、
本
格
的
な
瀬
戸
内

三
橋
時
代
が
幕
を
開
け
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
本
州

と
四
国
の
ア
ク
セ
ス
の
自
在
性
が
い
っ
そ
う
高
ま
り
、

中
国
、
四
国
、
近
畿
が
一
体
と
な
っ
た
広
域
経
済
及

び
文
化
圏
が
形
成
さ
れ
、
行
政
、産
業
、文
化
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
分
野
で
の
発
展
と
交
流
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

以
下
、
こ
の
道
路
の
開
通
ま
で
の
経
緯
、
各
橋
の

概
要
、
開
通
効
果
等
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

二

開
通
に
至
る
ま
で
の
経
緯

1

架
橋
構
想
の
実
現
に
向
け
て

瀬
戸
内
海
に
橋
を
架
け
る
構
想
は
、
明
治
の
中
頃

か
ら
い
く
つ
か
提
唱
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
そ
れ
ら

は
架
橋
の
技
術
的
な
可
能
性
ま
で
検
討
し
た
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
昭
和
二
九
年
六

月
に
青
函
連
絡
船
洞
爺
丸
の
事
故
、
昭
和
三
〇
年
五

月
に
字
高
連
絡
船
紫
雲
丸
の
事
故
等
、
海
難
事
故
が

道行セ 99.6 !



多
発
し
多
く
の
犠
牲
者
が
発
生
し
、
本
州
と
四
国
を

陸
路
で
連
絡
す
る
必
要
性
が
広
く
認
識
さ
れ
る
と
こ

ろ
と
な
り
ま
し
た
。

広
島
、
愛
媛
両
県
の
間
で
も
、
そ
の
こ
ろ
広
島
に

あ
っ
た
建
設
省
中
国
四
国
地
方
建
設
局
の
肝
い
り
で

そ
れ
ぞ
れ
準
備
会
議
が
作
ら
れ
、
昭
和
三
〇
年
八
月

に
第
一
回
連
絡
会
議
が
も
た
れ
ま
し
た
。
こ
こ
で
、

両
県
は
そ
れ
ぞ
れ
関
係
市
町
村
を
含
め
た

｢中
国
四

国
連
絡
道
路
建
設
促
進
期
成
同
盟
｣
を
結
成
し
、
同

道
路
の
経
済
調
査
を

｢四
国
地
方
総
合
開
発
所
｣
と

｢中
国
地
方
総
合
調
査
所
｣
に
委
託
す
る
こ
と
が
決

め
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
昭
和
三
二
年
五
月
に
そ
の
経
済
調
査
報

告
書
が
ま
と
ま
っ
た
の
を
機
会
に
、
広
島
、
愛
媛
両

県
と
大
分
県
の
三
県
の
知
事
が
連
名
で
、
初
め
て
政

府
、
国
会
に
陳
情
を
行
い
、
先
行
す
る
他
の
ル
ー
ト

と
の
誘
致
運
動
の
仲
間
入
り
を
し
ま
し
た
。

昭
和
三
七
年
一
月
、
建
設
省
と
国
鉄
が
土
木
学
会

に
共
同
委
託
し
設
置
さ
れ
た

｢本
州
四
国
連
絡
橋
技

術
調
査
委
員
会
｣
に
よ
り
調
査
･
検
討
が
進
め
ら
れ

る
こ
と
と
な
り
、
昭
和
四
三
年
二
月
、
本
州
四
国
連

絡
橋

(尾
道
･
今
治
ル
ー
ト
を
含
め
た
五
ル
ー
ト
)

の
工
費
、
工
期
等
に
関
す
る
検
討
結
果
が
、
建
設
省

な
ら
び
に
運
輸
省
か
ら
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
四
四
年
五
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た

｢新
全
国

総
合
開
発
計
画
｣
に
お
い
て
本
州
四
国
連
絡
橋
の
神

戸
･鳴
門
ル
ー
ト
、
児
島
･坂
出
ル
ー
ト
及
び
尾
道
･

今
治
ル
ー
ト
の
三
ル
ー
ト
の
建
設
が
明
記
さ
れ
、
架

橋
実
現
に
向
け
て
大
き
く
前
進
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

こ
れ
ら
の
本
州
四
国
連
絡
橋
の
建
設
は
、
技
術
的

難
問
題
を
克
服
し
つ
つ
、
あ
る
ル
ー
ト
は
道
路
と
鉄

道
を
一
体
と
し
て
総
合
調
整
し
な
が
ら
実
施
す
る
必

要
が
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
新
た
な
機
関
を
設
立
す

る
こ
と
が
必
要
と
な
り
、
昭
和
四
五
年
に
本
州
四
国

連
絡
橋
公
団
法
の
成
立
を
受
け
、
同
年
七
月
本
州
四

国
連
絡
橋
公
団
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

2

建
設
か
ら
開
通
へ

本
州
四
国
連
絡
橋
公
団
設
立
の
後
、
約
三
年
間
の

調
査
期
間
を
経
て
、
昭
和
四
八
年
一
〇
月
、
建
設
･

運
輸
両
大
臣
か
ら
三
ル
ー
ト
の
工
事
実
施
計
画
が
認

可
さ
れ
、
同
年
三

月
に
は
三
ル
ー
ト
同
時
の
起
工

式
が
行
わ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
直
前

に
な
り
第
一
次
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
に
起
因
す
る
総
需

要
抑
制
策
の
一
環
と
し
て
、
工
事
は
全
面
的
に
凍
結

さ
れ
ま
し
た
。

二
年
後
の
昭
和
五
〇
年
八
月
、
本
四
架
橋
に
関
す

る
当
面
の
政
府
方
針
が
決
定
さ
れ
、
以
降
、
そ
の
方

針
に
基
づ
き
一
ル
ー
ト
三
橋

(児
島
･
坂
出
ル
ー
ト
、

廳
に
義
三
讓

滕

　　　
　
　　

　
　　　
　
　
　

　　　
　
　　
　　
　
　き

ミ
ミ

一
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こ
の
う
ち
西
瀬
戸
自
動
車
道
に
つ
い
て
は
、
大
三

島
と
伯
方
島
を
結
ぶ
大
三
島
橋
が
環
境
庁
の
建
設
同

意
を
経
て
昭
和
五
〇
年
三

月
に
起
工
式
を
行
っ
た

後
、
約
三
年
半
を
か
け
て
昭
和
五
四
年
五
月
に
本
四

連
絡
橋
の
第
一
号
と
し
て
開
通
し
、
ま
た
向
島
と
因

島
を
結
ぶ
因
島
大
橋
が
昭
和
五
二
年
一
月
に
起
工
式

を
行
っ
た
後
、
途
中
二
度
の
中
断
が
あ
っ
た
も
の
の

約
七
年
を
か
け
て
昭
和
五
八
年
一
二
月
に
開
通
し
ま

大
鳴
門
橋
、
大
三
島
橋
及
び
因
島
大
橋
)
の
事
業
化

が 大
　 　　
定 門
さ 橋

　　
た震

表 1 西瀬戸自動車道年表

昭和32年 4月 広島県及び愛媛県で中国四国連絡道路建設促進期成同盟会結成

34年 4月 建設省が本州四国連絡橋の調査を開始

36年 5月 中国 ･四国 ･九州連絡道路建設推進期成同盟結成

41年 5月 中国 ･四国 ･九州連絡道路建設推進議員連盟発足

44年12月 今治~ 尾道間の国道指定 (国道317号) を閣議決定

45年 7月 本州四国連絡橋公団設立

48年 9月 建設大臣及び運輸大臣より工事基本計画指示

48年10月 建設大臣及び運輸大臣より工事実施計画認可

48年l1月 第 1次オイルショックにより工事が全面的に凍結

50年 8月 経済企画庁長官、 国土庁長官、 建設大臣の三者会談にて当面の
建設方針を決定 (当面 1ルートの早期完成、 他の 2ルートは関
係省庁間で早期着工橋梁を決定)

50年12月 大三島橋起工式

52年 1月 因島大橋起工式

54年 1月 国土庁、 運輸省、 建設省の協議により伯方 ･大島大橋の事業化
追加決定

54年 5月 大三島橋供用開始

56年 3月 伯方 ･大島大橋起工式

56年11月 ｢本州四国連絡橋の建設に伴う一般旅客定期航路事業等に関す
る特別措置法｣ 施行

58年12月 因島大橋供用開始

60年12月 国土庁、 運輸省、 建設省の協議により事業化を図る橋梁として
明石海峡大橋及び生口橋が追加決定

61年 5月 生ロ橋起工式
62年12月 国土庁、 運輸省、 建設省の協議により事業化を図る橋梁として、

来島海峡大橋が追加決定
63年 1月 伯方 ･大島大橋供用開始

63年 2月 尾道大橋を日本道路公団より引継

63年 5月 来島海峡大橋起工式

平成元年12月 国土庁、 運輸省、 建設省の協議により事業化を図る橋梁として、
多々羅大橋が追加決定

こ
れ
ら
の
橋
の
建
設
を
行
う
に
あ
た
り
、
技
術
的

な
問
題
は
、
そ
れ
ま
で
の
調
査
、
試
験
で
ほ
ぼ
解
決

し
て
い
ま
し
た
が
、
凍
結
期
間
中
に
重
要
性
を
増
し

た
環
境
･
公
害
問
題
、
航
行
安
全
問
題
、
旅
客
船
問

題
等
を
ク
リ
ア
し
な
が
ら
着
工
に
向
け
準
備
を
進
め

し
こ た

2年 8月 多々羅大橋起工式

2年 9月 来島海峡大橋現地工事着手
3年12月 生口橋供用開始

4年11月 多々羅大橋現地工事着手

5年 7月 新尾道大橋起工式
7年 4月 尾道道路、 今治北道路が建設省直轄で事業化

8年 9月 新尾道大橋現地工事着手
10年 4月 因島北IC ･因島南IC間供用開始

lo年 9月 西瀬戸自動車道の供用予定日発表< 平成11年 5月 1日>

11年 3月 西瀬戸尾道IC ･尾道大橋出入ロ間 4車線供用開始

11年 5月 新尾道大橋 ･多々羅大橋 ･来島海峡大橋供用開始

し
て
い
ま
し
た
が
、
凍
結
期
間
中
に
重
要
性
を
増
し

そ
の
後
、
昭
和
六
〇
年
一
二
月
に
国
土
庁
長
官
、

た
環
境
･
公
害
問
題
、
航
行
安
全
問
題
、
旅
客
船
間

運
輸
大
臣
、
建
設
大
臣
の
協
議
に
よ
り
事
業
化
を
図

題
等
を
ク
リ
ア
し
な
が
ら
着
工
に
向
け
準
備
を
進
め

る
橋
梁
と
し
て
、
明
石
海
峡
大
橋
と
同
時
に
生
口
橋

て
き
ま
し
た
。

が
追
加
決
定
さ
れ
、
昭
和
六
一
年
五
月
に
生
ロ
橋
が

昭
和
五
四
年
一
月
、
事
業
化
を
図
る
橋
梁
と
し
て
、

着
工
さ
れ
、
約
五
年
半
を
か
け
て
開
通
し
ま
し
た
。

伯
方
･
大
島
大
橋
が
国
土
庁
長
官
、
運
輸
大
臣
、
建

続
い
て
、
六
二
年
一
二
月
に
国
土
庁
長
官
、
運
輸

設
大
臣
の
協
議
に
よ
り
追
加
決
定
さ
れ
、
環
境
庁
協

大
臣
、
建
設
大
臣
の
協
議
に
よ
り
事
業
化
を
図
る
橋

議
等
の
諸
手
続
を
経
て
、
昭
和
五
六
年
三
月
に
着
工

し
、
約
七
年
を
か
け
て
昭
和
六
三
年
一
月
に
開
通
し

　　
た 約



梁
と
し
て
来
島
海
峡
大
橋
が
、
平
成
元
年
三
一月
に

同
じ
く
国
土
庁
長
官
、
運
輸
大
臣
、
建
設
大
臣
の
協

議
に
よ
り
事
業
化
を
図
る
区
間
と
し
て
多
々
羅
大
橋

が
追
加
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
来
島
海
峡
大
橋
は
昭
和

六
三
年
五
月
に
起
工
さ
れ
約
一
一
年
を
か
け
て
、
ま

た
多
々
羅
大
橋
は
平
成
二
年
八
月
に
起
工
さ
れ
約
九

年
を
か
け
て
、
両
橋
と
も
平
成
五
年
七
月
に
起
工
し

た
新
尾
道
大
橋
と
と
も
に
平
成
三

年
五
月
一
日
に

開
通
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た

(表
1
)。

三

各
橋
梁
、
施
設
の
概
要

西
瀬
戸
自
動
車
道

(瀬
戸
内
し
ま
な
み
海
道
)
は

さ
ま
ざ
ま
な
形
式
の
橋
で
結
ば
れ
て
い
る
の
が
特
徴

で
す
。
各
橋
は
長
期
間
か
け
て
順
次
着
工
し
て
き
ま

し
た
が
、
そ
の
時
点
で
の
新
し
い
技
術
を
取
り
入
れ

て
き
ま
し
た
。

以
下
、
西
瀬
戸
自
動
車
道
の
主
要
な
橋
梁
と
施
設

の
概
要
を
示
し
ま
す
。

の

新
尾
道
大
橋

新
尾
道
大
橋
は
本
州
と
向
島
の
間
、
尾
道
水
道
に

架
か
る
中
央
支
間
長
二
一
五
m
の
斜
張
橋
で
す
。
関

連
区
間
の
供
用
に
よ
り
、
国
道
二
号
と
接
続
す
る
西

瀬
戸
尾
道
I
C
か
ら
向
島
I
C
ま
で
直
接
乗
り
入
れ

る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

本
橋
は
、
我
が
国
の
本
格
的
な
斜
張
橋
の
先
駆
け

で
も
あ
り
、
尾
道
の
景
色
の
シ
ン
ボ
ル
と
も
い
え
る

尾
道
大
橋

(昭
和
六
三
年
二
月
、
日
本
道
路
公
団
よ

り
引
継
)
の
西
側
に
隣
接
し
て
架
け
ら
れ
ま
し
た
。

尾
道
大
橋
の
完
成
か
ら
約
三
〇
年
後
に
、
最
新
技
術

を
駆
使
し
た
新
尾
道
大
橋
が
建
設
さ
れ
、
新
し
い
景

観
が
生
ま
れ
ま
し
た

(写
真
1
)。

の

因
島
大
橋

本
州
四
国
連
絡
橋
の
中
で
最
初
に
建
設
さ
れ
た
吊

橋
で
、
昭
和
五
八
年
一
二
月
、
本
橋
を
含
む
向
島
I

C
j
因
島
北
I
C
間
が
開
通
し
ま
し
た
。
本
橋
は
、

向
島
と
因
島
の
間
、
布
刈
瀬
戸
に
架
か
る
ト
ラ
ス
形

式
の
補
剛
桁
を
有
す
る
吊
橋
で
す
。
架
橋
地
点
は
瀬

戸
内
海
国
立
公
園
第
二
種
特
別
地
域
に
指
定
さ
れ
て

お
り
、
風
光
明
婿
な
多
島
美
の
景
観
が
広
が
り
ま
す
。

高
く
そ
び
え
る
塔
と
ケ
ー
ブ
ル
の
曲
線
が
吊
橋
特
有

の
フ
ォ
ル
ム
を
作
り
、
優
美
な
形
状
の
橋
と
し
て
知

ら
れ
て
い
ま
す

(写
真
2
)
。

③

生
口
橋

因
島
と
生
口
島
と
の
間
に
架
か
る
生
口
橋
は
、
中

央
支
間
長
四
九
0
m
の
世
界
有
数
の
規
模
を
誇
る
斜

張
橋
で
、
平
成
三
年
一
二
月
、
本
橋
を
含
む
因
島
南

I
C
j
生
口
島
北
I
C
間
一
･
五
如
が
開
通
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
広
島
県
側
の
向
島
、
因
島
、
生
口

島
が
道
路
で
結
ば
れ
ま
し
た
。
こ
の
橋
の
特
徴
は
、

架
橋
地
点
の
地
形
条
件
か
ら
中
央
径
間
が
鋼
桁
、
側

径
間
が
プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト

(P
C
)

桁
を
用
い
た
複
合
構
造
を
採
用
し
て
い
る
こ
と
で
、

我
が
国
の
斜
張
橋
で
は
初
め
て
の
も
の
で
す
o
A
字

型
の
主
塔
と
斜
め
に
張
ら
れ
た
ケ
ー
ブ
ル
、
そ
し
て

ス
レ
ン
ダ
ー
な
主
桁
が
優
美
な
橋
の
フ
ォ
ル
ム
を
形

成
し
て
い
ま
す

(写
真
3
)
。

　
　

生

旅

3

道

　
　



@

多
々
羅
大
橋

広
島
県
の
生
口
島
と
愛
媛
県
の
大
三
島
の
県
境
に

架
か
る
多
々
羅
大
橋
は
、
中
央
支
間
長
八
九
0
m
の

世
界
最
長
の
斜
張
橋
で
す
。
平
成
四
年
一
一
月
現
地

工
事
に
着
手
し
、
本
年
五
月
一
日
、
本
橋
を
含
む
生

口
島
南
I
C
-
大
三
島
I
C
間
五
虹
が
開
通
し
ま
し

た
。本

橋
は
、
当
初
は
吊
橋
と
し
て
計
画
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
斜
張
橋
の
架
橋
技
術
の
進
歩
に
よ
り
斜
張

橋
に
変
更
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
同
じ
斜
張
橋
で
世

界
第
二
位
の
フ
ラ
ン
ス
･
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
ー
橋
と
姉

妹
橋
縁
組
を
結
ん
で
い
ま
す

(写
真
4
)。

⑤

大
三
島
橋

大
三
島
橋
は
大
三
島
と
伯
方
島
と
の
間
、
鼻
栗
瀬

戸
に
架
か
る
ア
ー
チ
橋
で
す
。
昭
和
五
〇
年
三
一月

大三島橋

に
本
州
四
国
連
絡
橋
の
中
で
最
初
の
橋
と
し
て
着
工

さ
れ
、
昭
和
五
四
年
五
月
、
本
橋
を
含
む
大
三
島
I

C
-
伯
方
島
I
C
間
六
･
八
如
が
開
通
し
ま
し
た
。

ア
ー
チ
支
間
長
は
二
九
七
m
で
、
当
時
と
し
て
は
我

が
国
最
長
の
規
模
で
し
た
。
塗
色
は
ラ
イ
ト
グ
レ
ー

と
し
、
そ
の
後
の
本
州
四
国
連
絡
橋
の
基
本
色
と
な

り
ま
し
た

(写
真
5
)
。

㈱

伯
方
･
大
島
大
橋

伯
方
島
と
大
島
と
の
間
、
宮
窪
瀬
戸
は
、
瀬
戸
内

海
国
立
公
園
第
二
種
特
別
地
域
及
び
普
通
地
域
に
指

定
さ
れ
る
風
光
明
婿
な
場
所
で
す
。
中
間
に
無
人
島

の
見
近
島
が
あ
り
、
伯
方
島
と
兄
近
島
の
間
に
伯
方

橋
が
、
兄
近
島
と
大
島
の
間
に
大
島
大
橋
が
架
か
っ

て
い
ま
す
。
伯
方
橋
は
橋
長
三
二
五
m
の
ス
マ
ー
ト

な
桁
橋
で
す
。
大
島
大
橋
は
中
央
支
間
長
五
六
0
m

　

　

写

写真 6 伯方 ･大島大橋

写真 7 来島海峡大橋

の
吊
橋
で
、
我
が
国
で
初
め
て
補
剛
桁
に
箱
桁
が
採

用
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
五
六
年
三
月
に
着
工
し
、
昭

5

和
六
三
年
一
月
に
本
橋
を
含
む
伯
方
I
C
-
大
島
北

%

I
C
間
四

･
三
如
が
開
通
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

セ行

愛
媛
県
の
大
三
島
、
伯
方
島
、
大
島
の
三
島
が
橋
で

道

結
ば
れ
ま
し
た
。
本
橋
は
多
島
美
に
調
和
し
た
姿
を

見
せ
て
い
ま
す

(写
真
6
)。

の

来
島
海
峡
大
橋

大
島
と
今
治
の
間
、
幅
約
四
畑
の
来
島
海
峡
に
架

か
る
来
島
海
峡
大
橋
は
、
世
界
初
の
三
連
吊
橋
で
す
。

平
成
二
年
九
月
着
工
し
、
本
年
五
月
、
本
橋
及
び
関

連
区
間
を
含
む
大
島
南
I
C
-
今
治
I
C
間
三
一
･

五
如
が
開
通
し
ま
し
た
。

架
橋
地
点
の
来
島
海
峡
は
多
島
美
が
広
が
る
景
勝

地
で
、
急
潮
流
の
た
め
海
の
難
所
と
し
て
も
有
名
で



ず
。
ま
た
、
多
く
の
船
舶
が
航
行
す
る
海
上
交
通
の

要
衝
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
厳
し
い
諸
条
件
か
ら
三

連
吊
橋
が
計
画
さ
れ
ま
し
た
。
空
に
そ
び
え
る
六
基

の
主
塔
、
美
し
い
弧
を
描
く
ケ
ー
ブ
ル
が
優
美
な
姿

を
み
せ
て
い
ま
す

(写
真
7
)
。

⑧

休
憩
施
設

西
瀬
戸
自
動
車
道
に
は
P
A
が
三
箇
所
、
S
A
が

一
箇
所
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
浜
P
A
、
上
浦

P
A
に
、
今
回
、
多
々
羅
大
橋
北
詰
に
瀬
戸
田
P
A
、

来
島
海
峡
大
橋
南
詰
め
に
来
島
海
峡
S
A
が
加
わ
り

ま
し
た
。
ド
ラ
イ
ブ
の
休
憩
に
は
多
島
海
美
と
橋
梁

の
織
り
な
す
新
し
い
景
観
が
満
喫
で
き
ま
す
。

@

自
転
車
歩
行
者
専
用
道

西
瀬
戸
自
動
車
道
の
各
橋
に
は
、
新
尾
道
大
橋
を

除
い
て
、
自
転
車
歩
行
者
道
と
バ
イ
ク
道

(
一
二
五

に
以
下
)
が
併
設
さ
れ
て
い
ま
す
。
設
置
場
所
は
橋

に
よ
り
、
補
剛
桁
内
部
、
車
道
の
両
側
な
ど
さ
ま
ざ

ま
で
、
橋
の
両
端
に
設
け
ら
れ
た
連
絡
道
路
か
ら
出

入
り
し
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
沿
線
の
島
々
で
は
広
島
･

愛
媛
両
県
に
よ
り
自
転
車
道
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
西
瀬
戸
自
動
車
道
の
橋
梁
の
自
転
車
歩
行

者
道
と
こ
れ
ら
の
自
転
車
道
を
合
わ
せ
る
と
、
そ
の

延
長
は
約
八
〇
如
に
及
び
ま
す
。

四

今
回
完
成
し
短
橋
梁
の
特
徴

1

新
尾
道
大
橋

の

景
観
と
耐
風
安
定
性
に
配
慮
し
た
設
計

新
尾
道
大
橋
と
尾
道
大
橋
が
並
列
橋
と
な
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
風
上
の
橋
に
よ
っ
て
風
が
乱
さ
れ
て
風

下
の
橋
が
揺
れ
や
す
く
な
る
現
象
が
生
ず
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
風
洞
試
験
を
行
い
、
両
橋
の

離
れ
距
離
を
五
五
m
以
上
と
す
る
こ
と
で
尾
道
大
橋

へ
の
影
響
は
ほ
と
ん
ど
な
く
な
る
結
果
を
得
ま
し
た
。

新
尾
道
大
橋
の
架
橋
地
点
は
、
他
の
制
約
条
件
の
他

に
、
こ
の
結
果
も
踏
ま
え
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
並
列
橋
の
課
題
と
し
て
既
設
橋
と
の
調
和

が
あ
り
ま
す
。
尾
道
大
橋
は
周
囲
の
景
観
と
も
調
和

し
、
地
域
の
シ
ン
ボ

ル
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
新
橋
の
橋
梁
形
式
は
、
周
囲
の
景
観
や
並

列
橋
と
し
て
の
調
和
、
耐
風
安
定
性
な
ど
を
考
慮
し

て
、

ハ
ー
プ
式
ケ
-
ブ
ル
配
置
の
ス
レ
ン
ダ
ー
な

一

本
塔
柱
斜
張
橋
が
採
用
さ
れ
ま
し
た

(図
2
)。

②

厳
し
い
条
件
下
で
の
施
工

尾
道
側
の
施
工
地
点
は
国
道
三
一
七
号
、
J
R
山

陽
本
線
、
国
道
二
号
、
尾
道
水
道
に
近
接
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
向
島
側
の
施
工
地
点
は
国
道
三
一
七
号

に
近
接
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
工
事
に
あ
た

っ

て
は
、
施
工
場
所
に
応
じ
て
、
周
囲
の
安
全
対
策
を

講
じ
な
が
ら
入
念
に
施
工
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
上
部
工
の
桁
架
設
で
は
、
場
所
に
応
じ
て
単

材
架
設
、
送
り
出
し
架
設
、
直
下
吊
り
架
設
の
三
つ

の
方
法
が
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

③

桁
内
防
錆
シ
ス
テ
ム

新
尾
道
大
橋
の
桁
の
内
部
は
塗
装
を
行
わ
ず
、
桁

内
に
設
置
し
た
除
湿
シ
ス
テ
ム
で
の
防
錆
対
策
が
と

ら
れ
て
い
ま
す
。
除
湿
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、
桁
内
の

湿
度
を
六
○
%
以
下
に
保
つ
こ
と
で
、
錆
の
進
行
を

防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

2

多
々
羅
大
橋

印

吊
橋
か
ら
斜
張
橋
へ
の
計
画
変
更

当
初
、
中
央
支
間
長
九
〇
0
m
級
の
橋
の
形
式
と

し
て
は
吊
橋
が
最
適
と
考
え
ら
れ
た
た
め
、
本
橋
の

形
式
は
補
剛
ト
ラ
ス
吊
橋
で
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

斜
張
橋
建
設
技
術
の
進
歩
に
伴
い
、
瀬
戸
中
央
自
動

車
道
の
櫃
石
島
橋
･
岩
黒
島
橋
、
本
ル
ー
ト
の
生
ロ

橋
と
い
っ
た
斜
張
橋
が
相
次
い
で
完
成
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
技
術
の
蓄
積
と
実
績
に
基
づ
き
、
橋
梁
形

式
の
再
検
討
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
ア
ン

カ
レ
イ
ジ
が
不
要
で
地
形
の
改
変
が
軽
減
で
き
た
り
、

工
期
や
工
費
面
で
有
利
と
な
る
こ
と
、
中
央
支
間
長

九
〇
0
m
級
の
斜
張
橋
建
設
の
技
術
的
な
見
通
し
を

得
た
こ
と
か
ら
橋
梁
形
式
と
し
て
斜
張
橋
を
選
定
し

ま
し
た

(図
3
)
。

②

耐
風
設
計
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多
々
羅
大
橋
は
世
界
最
長
の
斜
張
橋
で
あ
り
、
耐

風
安
定
性
が
重
要
な
検
討
課
題
で
し
た
。
そ
こ
で
、

桁
の
部
分
模
型
を
用
い
た
風
洞
試
験
に
加
え
、
橋
梁

全
体
の
模
型
に
よ
る
風
洞
試
験
を
行
い
、
風
に
対
す

る
安
定
性
が
照
査
さ
れ
ま
し
た
。

ひ
と
つ
は
、
構
造
特
性
を
最
大
限
に
正
確
に
模
型

化
し
た
大
型
模
型

(縮
尺
70
分
の
1
)
を
用
い
た
試

験
で
、
橋
全
体
の
振
動
特
性
に
影
響
す
る
と
考
え
ら

れ
る
多
く
の
斜
め
ケ
ー
ブ
ル
の
挙
動
も
考
慮
し
た
検

討
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
多
々
羅
大
橋
を
囲
ん

で
い
る
島
の
影
響
に
よ
り
風
の
特
性
が
偏
る
な
ど
特

殊
な
風
条
件
に
な
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
こ

で
、
縮
尺
200
分
の
1
地
形
模
型
と
橋
梁
模
型
を
用
い

た
風
洞
試
験
に
よ
り
、
周
辺
地
形
の
影
響
も
考
慮
し

た
検
討
を
実
施
し
ま
し
た
。

③

景
観
へ
の
配
慮

他
の
橋
と
同
様
、
本
橋
も
瀬
戸
内
海
の
多
島
美
の

景
観
と
の
調
和
に
配
慮
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
た
め
塔
の
形
状
、
ケ
ー
ブ

ル
配
置
な
ど
に
つ
い

て
検
討
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
本
橋
で
は
力
学
的
な
合

理
性
の
追
求
と
耐
風
安
定
性
の
確
保
を
条
件
に
塔
の

形
状
が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
ス
マ
ー
ト
な

イ
メ
i
ジ
と
ス
リ
ッ
ト
の
陰
影
か
ら
生
ま
れ
る
独
創

的
な
形
が
景
観
性
に
優
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
逆
Y

型
が
採
用
さ
れ
、
ケ
-
ブ
ル
は
二
面
吊
り
二
一
段
の

マ
ル
チ
フ
ァ
ン
型
が
採
用
さ
れ
ま
し
た
。
桁
は
P
C

桁
、
鋼
桁
と
も
に
桁
高
二
･
二
m
の
三
セ
ル
箱
桁
で

耐
風
安
定
性
を
確
保
す
る
た
め
桁
の
外
縁
に
フ
ェ
ア

リ
ン
グ
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

@

デ
ィ
ン
プ
ル
タ
イ
プ
ケ
ー
ブ
ル

斜
張
橋
の
ケ
ー
ブ
ル
は
降
雨
時
に
風
に
よ
っ
て
レ

イ
ン
バ
イ
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
呼
ば
れ
る
振
動
が
発
生

す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。そ
の
対
策
と
し
て
、多
々

羅
大
橋
で
は
ケ
ー
ブ
ル
の
表
面
に
離
散
的
に
凹
部
を

設
け
た
デ
ィ
ン
プ
ル
タ
イ
プ
の
ケ
ー
ブ
ル
が
採
用
さ

れ
て
い
ま
す
。
円
形
ケ
ー
ブ
ル
に
比
べ
て
雨
水
の
流

れ
方
が
変
化
し
、
振
動
の
発
生
を
抑
え
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

③

施
工
法
の
特
徴

二
基
の
海
中
基
礎
の
施
工
に
、
瀬
戸
大
橋
、
明
石

海
峡
大
橋
で
実
績
の
あ
る
設
置
ケ
ー
ソ
ン
工
法
が
採

用
さ
れ
ま
し
た
。
水
中
不
分
離
性
コ
ン
ク
リ
ー
ト
及

び
気
中
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
は
、
温
度
上
昇
の
抑
制
効

果
の
高
い
低
発
熱
型
セ
メ
ン
ト
が
使
用
さ
れ
ま
し
た
。

上
部
工
の
う
ち
、
主
塔
架
設
に
お
い
て
は
、
ク
レ

ー
ン
船
に
よ
る
大
ブ
ロ
ッ
ク
架
設
、
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

ク
レ
ー
ン
に
よ
る
架
設
を
組
み
合
わ
せ
た
り
、
ま
た
、

桁
架
設
に
お
い
て
は
、
ク
レ
ー
ン
船
に
よ
る
大
ブ
ロ

ッ
ク
架
設
、
台
船
で
輸
送
し
た
桁
ブ
ロ
ッ
ク
を
桁
上

ク
レ
ー
ン
で
吊
り
上
げ
る
直
下
吊
り
架
設
を
組
み
合

わ
せ
る
な
ど
効
率
的
な
架
設
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
な

お
、
ケ
ー
ブ
ル
架
設
に
つ
い
て
は
、
側
径
間
側
の
架

設
が
先
行
し
て
行
わ
れ
、
次
い
で
中
央
径
間
側
の
架

設
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

3

来
島
海
峡
大
橋

印

世
界
初
の
三
連
箱
桁
吊
橋
の
計
画

架
橋
地
点
で
あ
る
来
島
海
峡
は
、
大
小
の
島
々
が

点
在
し
、
瀬
戸
内
海
で
も
屈
指
の
多
島
景
観
を
誇
る

景
勝
地
で
あ
り
ま
す
。
海
峡
は
そ
の
ほ
ぼ
中
央
に
位

置
す
る
中
渡
島
･
武
志
島
と
馬
島
に
よ
っ
て
東
か
ら

東
水
道
、
中
水
道
、
西
水
道
と
呼
ば
れ
る
三
つ
の
水

路
に
分
か
れ
て
お
り
、
航
行
船
舶
は
一
日
約
一
、
0

0
0
隻
を
数
え
ま
す
。

本
橋
は
、
景
観
保
全
上
重
要
な
中
渡
島
の
通
過
を

避
け
、
大
島
の
火
内
鼻
か
ら
馬
島
を
経
由
し
て
今
治

市
の
糸
山
に
至
る
直
線
ル
ー
ト
と
す
る
と
と
も
に
、

橋
梁
基
礎
位
置
を
航
路
か
ら
離
し
、
東
水
道
は
中
央

支
間
長
六
〇
0
m
級
吊
橋
、
中
水
道
及
び
西
水
道
を

一
、
0
o
o
m
級
吊
橋
二
橋
を
配
置
す
る
計
画
と
し

ま
し
た
。
そ
し
て
、
経
済
性
、
力
学
的
合
理
性
か
ら
、

中
間
の
ア
ン
カ
レ
イ
ジ
ニ
基
を
共
用
ア
ン
カ
レ
イ
ジ

と
す
る
こ
と
で
、
世
界
で
初
め
て
の
三
連
吊
橋
が
実

現
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た

(図
4
)
。

②

箱
桁
の
採
用

本
橋
の
補
鋼
桁
は
、
大
島
大
橋
で
培
っ
た
箱
桁
の

技
術
を
発
展
さ
せ
、
中
央
支
間
長
一
、
0
0
o
m
級

の
吊
橋
で
は
我
が
国
で
初
め
て
と
な
る
箱
桁
形
式
の
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⑰
⑮

⑰
⑯観

じ圓

補
鋼
桁
が
採
用
さ
れ
ま
し
た
。
全
橋
模
型
を
用
い
た

大
型
風
洞
試
験
に
よ
り
耐
風
安
定
性
を
確
認
す
る
と

9

と
も
に
、
ア
ン
カ
ー
を
用
い
ず
に
定
点
保
持
が
可
能

%

な

｢目
航
台
船
｣
と
ワ
ン
タ
ッ
チ
で
玉
掛
け
作
業
が

セ行

可
能
な

｢
ク
イ
ッ
ク
ジ

ョ
イ
ン
ト
｣
を
組
み
合
わ
せ
、
道

短
時
間
の
海
上
作
業
で
桁
架
設
の
可
能
な
新
た
な
直

下
吊
り
工
法
を
確
立
さ
せ
た
こ
と
に
よ
り
、
厳
し
い

施
工
条
件
の
下
で
の
箱
桁
の
採
用
が
可
能
と
な
っ
た

も
の
で
す
。

③

自
然
環
境
に
配
慮
し
た
陸
上
部
施
工

来
島
海
峡
大
橋
の
架
橋
地
点
は
瀬
戸
内
海
の
多
島

美
景
観
を
誇
る
景
勝
地
で
、
瀬
戸
内
海
国
立
公
園
の

第
二
種
特
別
地
域
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
橋
の
建

設
に
あ
た
っ
て
は
景
観
上
の
配
慮
を
必
要
と
し
、
で

き
る
だ
け
地
形
の
改
変
を
避
け
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま

し
た
。

そ
こ
で
、
橋
の
構
造
物
の
規
模
を
小
さ
く
す
る
と

と
も
に
、
地
形
改
変
を
減
ら
す
対
策
が
と
ら
れ
ま
し

た
。
1
A
、
6
P
及
び
7
A
で
は
基
礎
に
直
掘
山
留

工
法
を
採
用
し
ま
し
た
。
ま
た
、
m
A
は
地
形
改
変

量
が
少
な
く
、
経
済
性
に
も
優
れ
た
ト
ン
ネ
ル
ア
ン

カ
レ
イ
ジ
が
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

◎

海
中
基
礎
の
施
工

来
島
海
峡
大
橋
の
主
塔
基
礎
は
六
基
あ
り
、
そ
の

う
ち
の
五
基
が
海
中
基
礎
で
す
。
そ
の
う
ち
2
P
、

3
P
、
5
P
、
9
P
の
四
基
は
瀬
戸
大
橋
、
明
石
海

〈断面図〉

図 4 来島海峡大橋の一般図 (単位 :m )



峡
大
橋
で
実
績
の
あ
る
設
置
ケ
ー
ソ
ン
工
法
で
施
工

さ
れ
ま
し
た
。
海
底
掘
削
で
は
大
量
の
硬
岩
掘
削
を

行
う
た
め
、
大
型
グ
ラ
ブ
浚
藻
船
と
破
砕
棒
に
よ
る

掘
削
方
法
を
採
用
し
た
り
、
最
も
強
潮
流
下
の
5
P

ケ
ー
ソ
ン
の
設
置
に
は
ガ
イ
ド
杭
に
沿
っ
て
沈
設
す

る
方
法
を
採
用
す
る
な
ど
、
新
た
な
工
夫
が
施
さ
れ

ま
し
た
。

◎

上
部
工
の
施
工

六
基
の
主
塔
は
高
さ
約
一
二
0
-
-
八
0
m
で
、

ラ
ー
メ
ン
形
式
で
す
が
景
観
上
の
配
慮
か
ら
塔
高
を

変
化
さ
せ
、
三
橋
の
連
続
性
を
損
な
わ
な
い
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
2
P
、
3
P
の
塔
ブ
ロ
ッ
ク

接
合
は
、
塔
の
内
部
で
作
業
が
で
き
る
引
張
接
合
継

手
に
よ
る
方
法
が
新
た
に
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

ケ
ー
ブ
ル
架
設
の
始
ま
り
と
な
る
パ
イ
ロ
ッ
ト
ロ

ー
プ
の
渡
海
は
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
渡
海
工
法

が
採
用
さ
れ
、
ま
た
、
ケ
ー
ブ
ル
を
構
成
す
る
ス
ト

ラ
ン
ド
に
は
、
引
張
強
さ
脚
囃
/
評
の
素
線
が
使
用

さ
れ
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
も
明
石
海
峡
大
橋
で
の
実

績
が
反
映
さ
れ
ま
し
た
。

補
剛
桁
の
架
設
は
、
新
た
に
開
発
し
た
自
動
船
位

保
持
装
置
を
備
え
た
目
航
台
船
に
よ
る
直
下
吊
り
工

法
で
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
工
法
に
よ
り
架
設
作

業
の
時
間
は
従
来
の
三
時
間
か
ら
約
三
〇
分
へ
と
大

幅
短
縮
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
本
橋
の
架
設
で
は
、

架
設
ブ
ロ
ッ
ク
を
架
設
ヒ
ン
ジ
で
仮
連
結
し
、
全
ブ

ロ
ッ
ク
架
設
後
に
剛
結
す
る
全
ヒ
ン
ジ
工
法
が
我
が

国
で
初
め
て
採
用
さ
れ
、
工
期
の
短
縮
が
図
ら
れ
ま

し
た
。

◎

ケ
ー
ブ
ル
防
食
シ
ス
テ
ム

来
島
海
峡
大
橋
で
は
ケ
ー
ブ
ル
の
防
食
シ
ス
テ
ム

と
し
て
、
ケ
ー
ブ
ル
被
覆
の
遮
水
性
の
向
上
と
内
部

の
腐
食
環
境
の
改
善
と
い
う
、
二
つ
の
要
素
を
組
み

合
わ
せ
た
方
法
が
採
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
気
密
性
に

優
れ
た
新
開
発
の
S
字
型
の
ワ
イ
ヤ
に
よ
る
ラ
ッ
ピ

ン
グ
を
行
い
、
乾
燥
空
気
送
気
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て

ケ
ー
ブ
ル
内
部
の
水
分
を
除
去
す
る
こ
と
で
、
ケ
ー

ブ
ル
の
防
食
効
果
を
高
め
て
い
ま
す
。

五

開
通
式
の
状
況

平
成
一
一
年
五
月
一
日
、
開
通
式
の
一
連
の
行
事

が
行
わ
れ
た
こ
の
日
は
春
霞
が
か
か
っ
て
い
た
も
の

の
、
朝
か
ら
快
晴
と
な
り
初
夏
を
思
わ
せ
る
お
だ
や

か
な
絶
好
の
日
和
と
な
り
ま
し
た
。

=

鉄
入
れ
式
･
パ
レ
ー
ド

鋏
入
れ
式
は
、
本
四
公
団
主
催
で
、
午
前
九
時
一

五
分
か
ら
広
島
県
側
で
は
新
尾
道
大
橋
の
橋
上
で
、

愛
媛
県
側
で
は
来
島
海
峡
第
三
大
橋
橋
上
で
そ
れ
ぞ

れ
行
わ
れ
、
出
席
者
一
同
が
乗
用
車
と
バ
ス
に
分
乗

し
て
渡
り
初
め
を
行
っ
た
後
、
広
島
･
愛
媛
県
境
の

多
々
羅
大
橋
の
中
央
部
で
合
流
し
、
そ
こ
で
再
度
行

わ
れ
ま
し
た
。

新
尾
道
大
橋
橋
上
で
は
、
内
閣
総
理
大
臣
代
理
の

古
川
内
閣
官
房
副
長
官
、
菅
野
参
議
院
副
議
長
、
桜

内
元
衆
議
院
議
長
、
亀
井
元
建
設
大
臣
、
佐
藤
建
設

省
技
監
、
谷
川
国
土
政
務
次
官
、
藤
原
本
四
公
団
総

裁
ら
二
〇
名
が
、
司
会
者
の
か
け
声
に
合
わ
せ
、
一

斉
に
鉄
を
入
れ
ま
し
た
。
そ
れ
と
同
時
に
く
す
玉
が

開
披
さ
れ
ま
し
た
。

一
方
、
来
島
海
峡
大
橋
橋
上
で
は
、
関
谷
建
設
大

臣
を
は
じ
め
、
越
智
元
建
設
大
臣
、
加
戸
愛
媛
県
知

事
、
西
田
前
自
治
大
臣
、
井
上
建
設
省
道
路
局
長
、

緒
方
日
本
道
路
公
団
総
裁
、
藤
川
本
四
公
団
副
総
裁

ら
二
〇
名
が
鋏
入
れ
を
行
い
、
同
時
に
く
す
玉
が
開

披
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
多
々
羅
大
橋
橋
上
で
、
合
流
し
た
広
島

県
側
と
愛
媛
県
側
の
関
係
者
が
ア
ー
チ
を
背
に
し
て

そ
れ
ぞ
れ
鋏
入
れ
を
行
い
、
く
す
玉
を
開
披
し
た
の

ち
双
方
の
鋏
入
れ
者
が
握
手
を
交
わ
し
、
開
通
を
祝

い
ま
し
た
。
上
空
に
は
報
道
機
関
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

が
円
を
描
き
、
海
上
で
は
多
数
の
ヨ
ッ
ト
が
ク
ル
ー

ジ
ン
グ
を
し
て
式
典
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。

②

開
通
式
典

開
通
式
典
は
正
午
過
ぎ
か
ら
本
四
公
団
主
催
で
、

生
ロ
島
の
瀬
戸
田
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア

(上
り
)
の

特
設
テ
ン
ト
内
で
、
皇
太
子
、
同
妃
両
殿
下
を
お
迎

え
し
て
約
九
〇
〇
名
の
来
賓
出
席
の
も
と
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
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式
典
で
は
、
ま
ず
主
催
者
で
あ
る
藤
原
本
四
公
団

総
裁
が
式
辞
を
述
べ
、
今
回
新
た
に
供
用
す
る
区
間

の
う
ち
新
尾
道
大
橋
、
多
々
羅
大
橋
、
来
島
海
峡
大

橋
に
つ
い
て
は
航
行
安
全
、
環
境
保
全
な
ど
に
細
心

の
注
意
を
払
い
つ
つ
、
我
が
国
の
架
橋
技
術
の
総
力

を
結
集
、
新
技
術
開
発
を
行
い
な
が
ら
工
事
を
進
め

た
こ
と
を
説
明
し
、
そ
の
過
程
で
の
多
方
面
の
関
係

者
の
協
力
に
謝
意
を
表
し
ま
し
た
。

続
い
て
関
谷
建
設
大
臣
が
挨
拶
、
西
瀬
戸
自
動
車

道
の
開
通
で
本
格
的
な
瀬
戸
内
三
橋
時
代
を
迎
え
る

こ
と
の
意
義
の
大
き
さ
を
強
調
し
、
そ
の
波
及
効
果

に
期
待
を
示
し
ま
し
た
。
ま
た
、
未
着
手
の
生
ロ
島

と
大
島
の
島
内
区
間
に
つ
い
て
今
年
度
に
事
業
着
手

す
る
こ
と
と
し
、
引
き
続
い
て
の
支
援
･
協
力
を
要

請
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
ご
出
席
の
皇
太
子
殿
下
が
、
大
学
の
卒

論
で
瀬
戸
内
海
の
交
通
史
を
取
り
上
げ
、
そ
の
時
船

で
こ
の
海
域
を
回
ら
れ
た
こ
と
を
回
顧
し
、
｢瀬
戸
内

し
ま
な
み
海
道
と
呼
ば
れ
る
今
回
の
道
路
が
他
の
二

ル
ー
ト
と
同
様
、
人
々
の
生
活
に
豊
か
さ
を
も
た
ら

し
、
地
域
発
展
に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。｣

と
お
言
葉
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
内
閣
総
理
大
臣
の
祝
辞
を
古
川
内
閣
官
房

副
長
官
が
代
読
し
、
今
回
開
通
し
た
橋
の
架
橋
技
術

に
つ
い
て
絶
賛
し
た
上
で
、｢地
域
の
経
済
発
展
と
生

活
･
文
化
の
向
上
が
図
ら
れ
る
こ
と
を
強
く
念
願
し
、

景
気
回
復
に
も
寄
与
す
る
よ
う
期
待
す
る
｣
と
結
び
、

旗
入
場
な
ど
の
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
が
続
き
、
地
元

藤
田
広
島
県
知
事
が
、
島
根
･
広
島
･
愛
媛
･
高
知

の
代
表
者
に
よ
る
"瀬

戸
内
し
ま
な
み
宣
言
“
の
後
、
/

を
南
北
に
結
ぶ
中
四
国
連
携
軸
構
想
を
推
進
し
て
い

フ
ィ
ナ
ー
レ
は
し
ま
な
み
海
道
“
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ

6

る
こ
と
を
、
加
戸
愛
媛
県
知
事
が
、
架
橋
が
人
と
物

｢遥
か
し
ま
な
み
｣
を
出
席
者
全
員
で
合
唱
し
最
高

セ

の
交
流
軸
だ
け
で
な
く
、
生
活
･
福
祉
、
文
化
の
架

湖
に
達
し
て
閉
幕
と
な
り
ま
し
た
。

断

け
橋
で
も
あ
る
こ
と
を
強
調
、
西
瀬
戸
自
動
車
道
で

締

供
用
開
始

結
ば
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
両
知
事
が
そ
れ
ぞ
れ
祝
辞

新
尾
道
大
橋
で
は
正
午
か
ら
、
来
島
海
峡
大
橋
と

を
述
べ
ま
し
た
。

多
々
羅
大
橋
は
午
後
五
時
半
か
ら
一
般
車
両
の
通
行

③

開
通
祝
賀
会
･
し
ま
な
み
海
道
鸚
開
幕
式

が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
数
日
前
か
ら
待
機
し
て
い
た

開
通
祝
賀
容
云及
び
し
ま
な
み
海
道
“
開
幕
式
は
、

車
も
含
め
て
多
く
の
車
両
が
一
斉
に
乗
り
入
れ
ま
し

大
三
島
の
多
々
羅
し
ま
な
み
公
園
で
広
島
･
愛
媛
両

た
。
ま
た
、
各
橋
に
は
自
転
車
･
歩
行
者
道
が
併
設

県
の
主
催
で
午
後
二
時
過
ぎ
か
ら
行
わ
れ
ま
し
た
。

さ
れ
て
い
る
た
め
、
供
用
開
始
と
と
も
に
多
数
の
自

沿
線
地
域
の
関
係
者
が
盛
大
に
開
通
を
祝
う
と
と
も

転
車
や
歩
行
者
も
一
斉
に
渡
り
は
じ
め
て
橋
梁
構
造

に
、
こ
の
中
で
、
秋
に
か
け
て
半
年
間
各
地
で
行
わ

の
壮
大
さ
や
橋
か
ら
の
景
観
の
す
ば
ら
し
さ
に
兄
入

れ
る
一
、
0
0
0
を
超
え
る
多
彩
な
架
喬
記
念
イ
ベ

っ
て
い
ま
し
た
。

る
こ
と
を
、
加
戸
愛
媛
県
知
事
が
、
架
橋
が
人
と
物

の
交
流
軸
だ
け
で
な
く
、
生
活
･
福
祉
、
文
化
の
架

け
橋
で
も
あ
る
こ
と
を
強
調
、
西
瀬
戸
自
動
車
道
で

結
ば
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
両
知
事
が
そ
れ
ぞ
れ
祝
辞

を
述
べ
ま
し
た
。

③

開
通
祝
賀
会
･
し
ま
な
み
海
道
鸚
開
幕
式

開
通
祝
賀
容
云及
び
し
ま
な
み
海
道
“
開
幕
式
は
、

大
三
島
の
多
々
羅
し
ま
な
み
公
園
で
広
島
･
愛
媛
両

県
の
主
催
で
午
後
二
時
過
ぎ
か
ら
行
わ
れ
ま
し
た
。

沿
線
地
域
の
関
係
者
が
盛
大
に
開
通
を
祝
う
と
と
も

に
、
こ
の
中
で
、
秋
に
か
け
て
半
年
間
各
地
で
行
わ

れ
る
一
、
0
0
0
を
超
え
る
多
彩
な
架
橋
記
念
イ
ベ

ン
ト
の
開
幕
が
告
げ
ら
れ
ま
し
た
。
藤
田
広
島
県
知

事
と
加
戸
愛
媛
県
知
事
の
挨
拶
の
あ
と
、
関
谷
建
設

大
臣
が
、
自
転
車
歩
行
者
道
の
設
置
に
ふ
れ
地
域
生

活
に
密
着
し
た
地
域
活
性
化
と
発
展
を
期
待
す
る
祝

辞
を
述
べ
ま
し
た
。

引
き
続
い
て
、
多
々
羅
大
橋
と
フ
ラ
ン
ス
の
ノ
ル

マ
ン
デ
ィ
橋
の
姉
妹
橋
の
調
印
式
が
藤
原
本
四
公
団

総
裁
と
ク
ロ
ー
ド
･グ
ロ
ス

ル
ア
ー
ブ
ル
商
工
会
議

所
会
頭
の
間
で
執
り
行
わ
れ
、
そ
の
後
因
島
に
古
く

か
ら
伝
わ
る
村
上
水
軍
陣
太
鼓
･
跳
楽
舞
が
披
露
さ

れ
、
ま
た
、
し
ま
な
み
海
道
沿
線
三
市
七
町
の
市
町

六

西
瀬
戸
自
動
車
道
の
管
理

西
瀬
戸
自
動
車
道
の
来
島
海
峡
大
橋
、
多
々
羅
大

橋
な
ど
の
橋
梁
群
は
、
雨
、
風
、
霧
な
ど
の
気
象
条

件
の
厳
し
い
海
峡
部
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
他
に
代

替
の
な
い
重
要
な
構
造
物
で
あ
る
た
め
に
、
社
会
的

な
影
響
の
大
き
い
通
行
規
制
や
通
行
止
め
を
極
力
少

な
く
す
る
と
と
も
に
、
長
期
間
に
わ
た
り
橋
梁
本
体

の
健
全
性
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
本
州
四

国
連
絡
橋
公
団
で
は
交
通
管
理
、
維
持
管
理
を
十
分

に
行
い
、
本
四
道
路
を
利
用
さ
れ
る
お
客
様
に
二
四



時
間
、
安
全
で
快
適
な
走
行
を
提
供
で
き
る
よ
う
努

め
て
い
ま
す
。

=

交
通
管
理

車
両
の
安
全
で
快
適
な
走
行
を
維
持
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
交
通
管
理
を
行
い
ま
す
が
、
そ
の
内
容

は
、
道
路
に
設
置
さ
れ
た
各
種
の
セ
ン
サ
ー
や
道
路

情
報
板
に
よ
る
交
通
情
報
･
気
象
情
報
の
収
集
と
提

供
、
道
路
巡
回
、
事
故
車
や
故
障
車
の
発
見
や
援
助

な
ど
で
ず
。

ま
た
、
尾
道
交
通
管
制
室
で
は
、
海
峡
部
橋
梁
に

設
置
し
た
I
T
V
カ
メ
ラ
な
ど
を
用
い
て
、
二
四
時

間
体
制
で
交
通
流
の
監
視
を
行
っ
て
い
ま
す
。

の

維
持
管
理

道
路
構
造
物
を
長
期
間
に
わ
た
っ
て
良
好
な
状
態

に
保
つ
こ
と
を
目
的
と
し
て
維
持
管
理
を
行
い
ま
す
。

路
面
、
法
面
、
橋
梁
及
び
ト
ン
ネ
ル
な
ど
の
構
造
物

の
種
類
に
応
じ
て
、
点
検
、
補
修
･
補
強
、
改
良
な

ど
を
適
切
に
実
施
し
ま
す
。

特
に
、
海
峡
部
の
長
大
橋
梁
は
、
各
種
の
作
業
車

や
管
理
用
通
路
を
利
用
し
て
、
十
分
な
点
検
、
補
修
･

補
強
を
行
い
、
長
期
間
健
全
な
状
態
が
確
保
で
き
る

よ
う
維
持
管
理
に
努
め
て
い
ま
す
。

七

西
瀬
戸
自
動
車
道
の
料
金

西
瀬
戸
自
動
車
道
全
橋
開
通
後
の
料
金
に
つ
い
て

は
、
平
成
一
〇
年
四
月
一
日
の
本
州
四
国
連
絡
道
路

の
料
金
改
定
の
認
可
を
受
け
て
設
定
し
て
い
ま
す
。

新
し
い
料
金
体
系
が
適
用
さ
れ
る
に
あ
た
り
、
関
連

す
る
地
域
に
、
よ
り
早
く
道
路
建
設
の
効
果
を
も
た

ら
す
た
め
に
、
早
期
に
利
用
層
を
拡
大
し
、
そ
の
定

着
を
図
る
た
め
平
成
一
五
年
三
月
三
一
日
ま
で
の
五

年
間
に
限
っ
て
基
本
料
金
か
ら
二
割
引
の
特
別
料
金

と
し
て
い
ま
す
。

特
別
料
金
に
よ
る
と
、
西
瀬
戸
自
動
車
道
の
最
長

区
間

(西
瀬
戸
尾
道
I
C
か
ら
今
治
I
C
ま
で
)
の

普
通
車
料
金
は
、
現
在
五
、
二
五
〇
円
と
な
っ
て
い

ま
す

(表
2
)
。

こ
の
特
別
料
金
の
ほ
か
、
西
瀬
戸
自
動
車
道
の
開

通
を
記
念
し
、
開
通
直
後
の
一
層
の
利
用
促
進
と
定

着
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
し
ま
な
み
海
道
前
売

り
割
引
通
行
券
を
平
成
一
一
年
二
月
一
日
か
ら
四
月

三
〇
日
ま
で
三
カ
月
間
発
売
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

沿
線
の
五
〇
カ
所
の
観
光
施
設
等
で
利
用
で
き
る
優

待
券
が
つ
い
て
い
る
ほ
か
、
途
中
の
I
C
で
出
て
各

島
に
立
ち
寄
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
り
お
客
様

か
ら
大
き
な
反
響
を
呼
び
、
そ
の
結
果
、
期
間
中
の

販
売
枚
数
は
約
八
万
枚
と
な
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
平
成
三

年
四
月
二
〇
日
か
ら
は
、
日

本
道
路
公
団
の
ハ
イ
ウ
ェ
イ
チ
ケ
ッ
ト
と
提
携
し
て
、

西
瀬
戸
自
動
車
道
と
瀬
戸
中
央
自
動
車
道
を
各
一
度

ず
つ
利
用
し
て
瀬
戸
内
海
を
一
周
で
き
る
瀬
戸
内
･

し
ま
な
み
周
遊
チ
ケ
ッ
ト
を
平
成
三

年
一
〇
月
三

一
日

(同
日
ま
で
利
用
可
)
ま
で
発
売
し
て
い
ま
す
。

販
売
価
格
は
、
軽
自
動
車
等
が
三
一、
○
○
0
円
、

普
通
車
が
一
六
、
○
○
0
円
、
中
型
車
が
一
九
、
0

0
0
円
で
、
割
引
率
は
約
二
0
%
と
な
っ
て
い
ま
す
。

沿
線
の
約
一
五
〇
カ
所
の
観
光
施
設
や
宿
泊
施
設
の

割
引
券
、
S
A
の
コ
ー
ヒ
ー
サ
ー
ビ
ス
券
な
ど
も
つ

い
て
い
ま
す
。

こ
の
周
遊
券
は
、
利
用
区
間
内
の
S
A
、
P
A
、

料
金
所
の
ほ
か
、
沿
線
の
デ
パ
ー
ト
な
ど
で
購
入
で

き
ま
す

(図
5
)
。

ま
た
、
今
回
の
開
通
に
伴
い
料
金
収
受
シ
ス
テ
ム

に
つ
い
て
、
従
来
の
レ
シ
ー
ト
発
行
方
式
か
ら
、

一

部
区
間
を
除
い
て
磁
気
カ
ー
ド
方
式
に
変
換
し
、
ハ

イ
ウ
ェ
イ
カ
ー
ド
も
利
用
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

八

沿
線
…の
観
光
一貫
源

西
瀬
戸
自
動
車
道
沿
い
は
、
美
し
い
自
然
環
境
と

豊
か
な
文
化
遺
産
に
恵
ま
れ
て
お
り
、
今
回
の
開
通

に
よ
り
、
新
た
な
観
光
振
興
も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

の

文
化
遺
産

･

文
化
遺
産
で
は
由
緒
あ
る
神
社
仏
閣
が
点
在
し
て

い
ま
す
。
尾
道
に
は
本
堂
と
多
宝
塔
が
国
宝
に
指
定

さ
れ
て
い
る
浄
土
寺
な
ど
の
名
刹
が
数
多
く
あ
り
ま

す
。
生
口
島
に
は
西
の
日
光
と
い
わ
れ
、
毎
年
数
十

万
人
の
観
光
客
が
訪
れ
る
耕
三
寺
が
あ
り
ま
す
。
大

三
島
に
は
、
源
義
経
の
鎧
な
ど
全
国
の
国
宝
、
重
要

7? せ寝言介予一1つ OQ A



表 2 西瀬戸自動車道料金表 (平成11年 5月 1日から平成15年 3月31日まで)

軽自動車等 1 普通車 中型車 1 大型車 1 特大車
4,200 I 5 ,250 6 ,2 50 1 8 ,600 1 15 ,350

文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
武
具
･
甲
胄
の
八
割
が
納
め

ら
れ
て
い
る
大
山
祇
神
社
が
あ
り
ま
す
。
伯
方
島
に

は
春
の
大
祭
や
村
芝
居
で
知
ら
れ
る
八
幡
神
社
が
あ

り
ま
す
。
今
治
に
は
名
城
と
し
て
誉
れ
高
い
今
治
城

むき開 鑿8ロ
25o 釀翳 す の を

因島北 8oo l,ooo
い

350 因島南
生口 400 1 200 1 4501,400 1,000 700 生口

軽自動車等 750 400 大三島 850
450 伯方島 500 1,250

亀650 1,500 大島南 大島北 600 950 亀750
北 1,900

2･050 普 通 車 乱7OO 亀2OO 40O 西瀞尾道

1,450 950 向 550
因 北 1,300 1 650

500
ロ 700 2 000 3loo l 500 - 050 生口

中型車 1,150 600 大三島 1,450
700 800 2 0 0

2,450 2,250 大島 大島北 950 鶏600 2,850
今治北 3,too

治 3,4oo 大型車 4,150 2･900 900
3,550 2-900 向 島

八 も が
因島北

ヶ 多 ま 残
満暴因島南｣

/ / /
趣く!べそ

ま
た
、
古
く
か
ら
霊
場
と
し
て
信
仰
を
集
め
る
島

も
多
く
、
五
百
羅
漢
や
石
仏
群
が
並
ぶ

｢因
島
八
十

八
ヶ
所
｣
や
大
島
の

｢島
四
国
八
十
八
ヶ
所
｣
な
ど

い
ま
す

特大車 2,800 1,400 大三島

亀700 伯方島
6.-00 5.650 大 大 七

尾道大橋【旧橋】

l
軽自動車等-普通車.中型車ま大 計 特大引

50 150 250 580

軽車両等【自転車歩行者道】
I尾道大橋 l因島大橋 l生□橋 l多々 羅大橋 l大三島福 l伯方.大島大 卒 島海峡大橋 l10 50 50 100 50 50 20 0
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お
遍
路
さ
ん
の
姿
も
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ら
れ
ま
す
。

志
賀
直
哉
、
林
芙
美
子
な
ど
著
名
な
文
学
者
が
訪

れ
た
尾
道
は
、
千
光
寺
公
園
の

｢文
学
の
こ
み
ち
｣

が
有
名
で
す
。
最
近
で
は
古
い
港
町
の
風
情
が
映
画
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に
描
か
れ
る
こ
と
も
多
く
、
ロ
ケ
地
巡
り
に
も
人
気

が
あ
り
ま
す
。
生
口
島
に
は
瀬
戸
田
町
出
身
の
日
本

画
家
平
山
郁
夫
美
術
館
や
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
専
用
ホ
ー

ル

｢
ベ
ル
･
カ
ン
ト
ホ
ー
ル
｣
な
ど
が
並
ん
で
い
ま

す
。
大
三
島
に
は
大
山
祇
神
社
の
中
に
約
八
〇
〇
点

の
現
代
日
本
画
を
収
蔵
す
る
大
三
島
美
術
館
や
上
浦

町
出
身
の
書
道
家
村
上
三
島
氏
の
作
品
を
収
蔵
す
る

上
浦
芸
術
会
館
な
ど
が
建
っ
て
い
ま
す
。

今
治
城
の
近
く
に
は
中
国
や
朝
鮮
の
古
美
術
を
展

示
す
る
愛
媛
文
華
館
が
あ
り
ま
す
。

②

自
然
公
園
、
観
光
施
設

一
方
、
自
然
を
生
か
し
た
リ
ゾ
ー
ト
施
設
の
整
備

も
急
ピ
ッ
チ
で
進
ん
で
い
ま
す
。
尾
道
で
は
美
し
い

景
観
を
海
か
ら
眺
め
る
遊
覧
コ
ー
ス
や
海
沿
い
の
カ

フ
ェ
･
レ
ス
ト
ラ
ン
が
人
気
を
呼
ん
で
い
ま
す
。
向

島
で
は
国
立
公
園
高
見
山
の
展
望
台
や
洋
ラ
ン
セ
ン

タ
ー
、
立
花
地
区
の
立
花
自
然
活
用
村
、
海
岸
沿
い

の
向
島
町
マ
リ
ン
･
ユ
ー
ス
･
セ
ン
タ
ー
、
立
花
臨

海
公
園
な
ど
が
整
っ
て
い
ま
す
。
因
島
に
は
、
フ
ラ

ワ
ー
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
、
国
立
公
園
特
別
地
域
指
定

の
因
島
公
園
か
ら
は
瀬
戸
内
海
の
多
島
美
が
一
望
で

き
ま
す
。
生
ロ
島
に
は
中
四
国
随
一
の
海
浜
ス
ポ
ー

ツ
公
園
の
ほ
か
、
特
産
品
の
柑
橘
類
を
テ
ー
マ
に
し

た
観
光
滞
在
型
の
農
業
公
園

｢
シ
ト
ラ
ス
パ
ー
ク
瀬

戸
田
｣
が
あ
り
ま
す
。
伯
方
島
に
は
広
大
な
敷
地
に

ホ
ー
ル
、
体
育
館
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

フ
ー
ル
な
ど

の
施
設
が
集
ま

っ
て
い
る
S

･
C
パ
ー
ク
が
あ
り
、

ま
た
、
鎌
倉
時
代
の
山
城
を
復
元
し
た
ふ
る
さ
と
歴

史
公
園
も
あ
り
ま
す
。
大
島
に
は
四
国
最
大
の
ス
ケ

ー
ル
を
誇
る
吉
海
町
バ
ラ
公
園
が
あ
り
ま
す
。
タ
オ

ル
で
有
名
な
今
治
に
は
、
市
の
西
部
に
四
国
初
の
国

民
保
養
温
泉
地
で
あ
る
湯
の
浦
温
泉
や
大
型
レ
ジ
ャ

ー
ラ
ン
ド
の
唐
子
浜
パ
ー
ク
が
、
市
の
北
部
に
来
島

海
峡
の
パ
ノ
ラ
マ
を
楽
し
め
る
波
止
浜
展
望
台
や
糸

山
公
園
の
来
島
海
峡
展
望
館
な
ど
が
整
備
さ
れ
て
い

ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
西
瀬
戸
自
動
車
道
の
開
通
を
機
に

施
設
の
建
設
や
整
備
が
進
ん
で
い
ま
す
。

九

西
瀬
戸
自
動
車
道
の
効
果
、
今
後
の

展
望

の

交
流
圏
の
拡
大

西
瀬
戸
自
動
車
道
の
開
通
効
果
と
し
て
、
移
動
や

輸
送
時
間
の
短
縮
及
び
輸
送
安
定
性
の
向
上
が
あ
げ

ら
れ
ま
す
。
広
島
県
尾
道
と
愛
媛
県
今
治
ま
で
の
移

動
に
か
か
る
所
要
時
間
は
、
開
通
前
の
二
時
間
四
〇

分
か
ら
一
時
間
二
〇
分
へ
と
約
半
分
に
短
縮
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
そ
れ
ら
の
地
域
間
の
移
動
の
短
縮
に
よ

り
、
交
流
圏
が
拡
大
し
ま
す
。
今
治
市
か
ら
三
時
間

で
到
達
可
能
な
本
州
の
エ
リ
ア
を
開
通
前
後
で
比
較

し
ま
す
と
、
面
積
で
約
二
四
倍
、
人
ロ
で
二
三
･
八

倍
の
広
が
り
を
も
つ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
広
島
空
港
や
松
山
空
港
へ
の
ア
ク
セ
ス

も
格
段
に
便
利
に
な
り
、
関
係
地
域
の
国
際
化
に
も

貢
献
し
ま
す
。
こ
う
し
て
、
人
の
移
動
や
物
の
輸
送

の
活
発
化
、
広
域
化
が
促
進
さ
れ
、
地
域
の
社
会
及

び
産
業
に
大
き
な
効
果
が
生
じ
る
こ
と
と
な
り
ま
す

(図
6
)。

②

日
常
生
活
の
利
便
性
の
向
上
、
安
全
性
の
向
上

西
瀬
戸
自
動
車
道
の
開
通
に
よ
り
、
各
島
間
の
移

動
時
間
が
短
縮
さ
れ
、
移
動
の
自
由
性
が
得
ら
れ
る

こ
と
に
よ
り
、
人
々
の
日
常
生
活
の
利
便
性
が
向
上

し
ま
す
。

本
州
と
四
国
間
や
島
と
島
間
で
の
通
勤
通
学
、
買

い
物
、
レ
ジ
ャ
ー
に
お
け
る
利
便
性
が
高
ま
り
、
生

活
圏
が
拡
大
し
ま
す
。

ま
た
、
島
慎
部
の
医
療
機
関
で
は
対
応
が
困
難
な

急
病
人
が
発
生
し
た
場
合
や
山
火
事
等
大
規
模
な
火

災
や
災
害
が
発
生
し
た
場
合
は
、
救
急
車
で
の
搬
送

や
消
防
車
等
の
出
動
が
随
時
可
能
と
な
り
、
離
島
地

域
の
住
民
の
安
定
的
な
暮
ら
し
が
実
現
し
ま
す
。

③

観
光
産
業
の
振
興

西
瀬
戸
自
動
車
道
の
沿
線
に
は
尾
道
の
古
刹
を
は

じ
め
、
全
国
の
国
宝
及
び
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ

た
武
具
の
約
八
割
が
集
め
ら
れ
て
い
る
大
三
島
の
大

山
祇
神
社
を
は
じ
め
中
世
の
村
上
水
軍
に
関
す
る
史

跡
、
シ
ト
ラ
ス
パ
ー
ク
瀬
戸
田
な
ど
、
全
国
的
に
見

て
も
高
い
水
準
の
観
光
資
源
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、



島
々
を
結
ぶ
橋
梁
は
瀬
戸
内
海
の
多
島
美
と
調
和
し
、

そ
れ
自
体
が
新
し
い
観
光
資
源
と
な
り
ま
す
。

西
瀬
戸
自
動
車
道
の
開
通
に
伴
い
、
観
光
客
の
大

幅
な
増
加
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

@

物
流
へ
の
効
果

島
嗅
部
で
は
、
農
業

(例
え
ば
柑
橘
類
)
や
漁
業

が
盛
ん
で
す
。
架
橋
に
よ
り
、
出
荷
の
安
定
、
輸
送

時
間
の
短
縮
に
よ
る
鮮
度
の
確
保
が
可
能
と
な
り
、

産
地
イ
メ
i
ジ
の
向
上
に
つ
な
が
り
ま
す
。

ま
た
、
本
州
四
国
間
の
新
た
な
幹
線
道
路
と
し
て

物
流
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

③

本
四
架
橋
三
ル
ー
ト
時
代
へ

今
か
ら
約
一
一
年
前
の
昭
和
六
三
年
に
瀬
戸
中
央

自
動
車
道

(児
島
･
坂
出
ル
ー
ト
)
が
開
通
し
、
昨

年
四
月
に
は
世
界
最
長
の
吊
橋
で
あ
る
明
石
海
峡
大

橋
を
擁
す
る
神
戸
淡
路
鳴
門
自
動
車
道

(神
戸
･
鳴

門
ル
ー
ト
)
が
全
通
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
平
成

一
一
年
五
月
一
日
西
瀬
戸
自
動
車

道

(尾
道
･
今
治
ル
ー
ト
)
の
開
通
に
よ
り
、
本
州

と
四
国
を
連
絡
す
る
三
つ
の
ル
ー
ト
が
全
て
揃
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
近
畿
、
中
国
及
び
四
国
か
ら
な

る
圏
域
は
、
人
ロ
約
三
、
四
〇
〇
万
人
で
カ
ナ
ダ
、

G
D
P
約
一
二
九
兆
円
で
イ
ギ
リ
ス
に
匹
敵
し
、
我

が
国
の
人
口
の
約
二
七
%
、
G
D
P
の
約
二
六
%
を

占
め
て
い
ま
す
。
今
後
近
畿
、
中
国
及
び
四
国
の
一

体
化
が
進
ん
で
広
域
圏
が
形
成
さ
れ
、
経
済
、
文
化
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及
び
生
活
の
交
流
が
進
み
、
経
済
社
会
が
進
展
す
る

こ
と
が
大
い
に
期
待
さ
れ
ま
す
。

一〇

お
わ
り
に

こ
の
た
び
の
西
瀬
戸
自
動
車
道
の
開
通
に
よ
り

本
州
と
四
国
の
間
の
交
通
は
瀬
戸
内
三
橋
時
代
を
迎

え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

本
州
四
国
連
絡
橋
公
団
が
発
足
し
て
か
ら
約
三
〇

年
、
鉄
道
建
設
公
団
及
び
建
設
省
が
調
査
を
開
始
し

て
か
ら
約
四
五
年
が
経
ち
ま
し
た
。
瀬
戸
内
海
を
越

え
て
三
つ
の
ル
ー
ト
で
本
州
と
四
国
を
結
ぶ
二
〇
世

紀
の
大
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
は
、
こ
こ
に
ほ
ぼ
完
成
し
、

本
州
四
国
連
絡
橋
公
団
は
本
格
的
な
管
理
段
階
を
迎

え
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

本
四
連
絡
橋
は
、
全
国
的
な
幹
線
交
通
網
の
一
環

を
な
す
貴
重
な
資
産
で
あ
る
と
と
も
に
、
そ
れ
自
体

が
瀬
戸
内
海
の
景
色
と
調
和
し
て
新
た
な
美
し
さ
を

創
造
す
る
優
れ
た
観
光
資
源
で
す
。

こ
れ
ら
の
長
大
橋
梁
群
を
安
全
で
快
適
に
利
用
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
今
後
と
も
管
理
に
万
全
を
期
す

る
と
と
も
に
、
お
客
様
へ
の
サ
ー
ビ
ス
、
利
用
促
進

に
つ
い
て
も
努
力
を
し
、
関
係
地
域
ひ
い
て
は
西
日

本
地
域
の
連
携
に
こ
れ
ら
の
連
絡
橋
を
ど
う
活
用
し

て
い
く
か
を
考
え
る
こ
と
が
ま
す
ま
す
重
要
と
な
っ

て
い
ま
す

(図
7
)
。
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鰡灘
特
集
/
西
瀬
戸
自
動
車
道
金
橋
開
通
鰡憊
側癩
掃瑯
煕郷
愁鰡
礎
鷲々

#財
｣瘤
強
盗父
溝
霧↑◎
“̂剛
澁積年
｣
広
島
県
の
地
域
振
興
施
策

㈹　

広
島
県
土
木
建
築
部
道
路
建
設
課

五
月
一
日
、
念
願
で
あ
り
ま
し
た
瀬
戸
内
し
ま
な

み
海
道
が
開
通
し
、
瀬
戸
内
海
を
中
心
と
す
る
中
四

国
地
域
の
新
た
な
交
流
時
代
が
幕
開
け
を
迎
え
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
広
島
県
の
地
域
振
興
に
関
す
る
施
策

や
、
し
ま
な
み
海
道
沿
線
の
観
光
、ま
た
道
路
に
関
す

る
利
用
者
の
意
見
等
を
ご
報
告
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

一
広
島
県
の
地
域
振
興
策

ー

地
域
連
携
軸
と
国
際
交
流
圏
の
形
成

本
格
的
な
人
ロ
減
少
と
高
齢
化
社
会
の
到
来
を
迎

え
、
ま
た
、
経
済
、
産
業
と
い
っ
た
様
々
な
分
野
で

の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
中
で
、
来
る
二
一
世
紀
に

向
け
て
、
豊
か
で
魅
力
あ
る
社
会
を
実
現
し
て
い
く

た
め
に
は
、
個
性
を
活
か
し
た
地
域
づ
く
り
を
進
め

る
と
と
も
に
、
他
地
域
と
の
多
種
多
様
な
交
流
と
連

携
を
強
化
し
、
地
域
の
活
性
化
を
図
っ
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
瀬
戸
内
し
ま
な
み
海
道
の
開
通
は
、

他
の
二
ル
ー
ト
と
は
異
な
り
、
瀬
戸
内
海
の
九
つ
の

島
々
と
本
土
、
四
国
を
結
ぶ
生
活
橋
と
し
て
、
離
島

性
を
解
消
さ
せ
る
も
の
で
あ
り
、沿
線
住
民
の
安
全
･

安
心
を
確
保
す
る
上
で
大
き
な
意
義
が
あ
り
ま
す
。

同
時
に
、
広
島
、
愛
媛
両
県
を
は
じ
め
と
し
て
中
四

国
地
方
の
各
県
を
つ
な
ぐ
新
た
な
交
流
･
連
携
が
生

ま
れ
る
こ
と
が
強
く
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
県
と
し
て
は
、
本
四
3
橋
広
域
交
流
圏
構
想
の

ほ
か
、
島
根
、
広
島
、
愛
媛
、
高
知
各
県
を
南
北
に

結
ぶ
広
域
的
か
つ
循
環
的
な
地
域
連
携
軸
を
形
成
し
、

経
済
、
産
業
、
文
化
な
ど
多
様
な
分
野
に
わ
た
る
交

流
、
連
携
を
促
進
す
る
中
四
国
地
域
連
携
軸
の
形
成

中四国地域連携軸構想のイメージ図



に
取
り
組
ん
で
い
く
所
存
で
す
。

洋
の
三
つ
の
海
と
、
中
国
山
地
･
四
国
山
地
の
二
つ

2

基
盤
整
備
、
広
域
観
光
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
そ
し

て
新
産
業
の
創
出

こ
う
し
た
地
域
連
携
軸
の
創
出
や
、
広
域
国
際
交

流
圏
の
形
成
を
図
る
た
め
、
取
り
組
ん
で
い
る
施
策

を
以
下
に
紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

一
点
目
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
述
べ
た
交
流
、
連

携
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
国
際
的
な
交
流
拠
点
で
あ
る
国

際
空
港
や
国
際
港
湾
、
或
い
は
そ
れ
ら
を
結
ぶ
高
規

格
幹
線
道
路
を
は
じ
め
と
し
た
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
整
備
の
促
進
で
す
。

本
県
で
は
、
国
際
交
流
拠
点
と
し
て
の
強
化
を
図

る
た
め
、
広
島
港
、
福
山
港
に
お
け
る
外
貿
機
能
の

強
化
や
広
島
空
港
に
お
け
る
輸
入
促
進
地
域

(F
A

Z
)
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
空
港
、

港
湾
を
活
用
し
て
、
国
際
物
流
に
お
け
る
適
正
な
役

割
分
担
を
図
り
な
が
ら
、
本
県
の
国
際
競
争
力
の
向

上
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
機
能
を
発
揮
す

る
た
め
、
中
国
横
断
自
動
車
道
尾
道
松
江
線
を
は
じ

め
と
し
た
高
規
格
幹
線
道
路
の
整
備
促
進
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

二
点
目
は
、
地
域
の
個
性
を
活
か
し
た
地
域
間
や

国
際
的
な
広
域
観
光
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
で
す
。

中
四
国
地
方
に
は
、
日
本
海
･
瀬
戸
内
海
･
太
平

の
山
地
か
ら
な
る

｢三
海
二
山
｣
に
代
表
さ
れ
る
多

彩
な
自
然
の
ほ
か
、
歴
史
、
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
･
レ

ジ
ャ
ー
、伝
統
工
芸
な
ど
、多
様
化
す
る
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
の
ニ
ー
ズ
を
充
足
す
る
資
源
が
多
く
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
資
源
を
活
用
し
、
国
が
策
定
し
た

｢ウ

ェ
ル
カ
ム
プ
ラ
ン
錠
｣
に
基
づ
く
国
際
観
光
テ
ー
マ

地
区
を
形
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、
国
内
外
か
ら
多
く

の
人
々
が
訪
れ
楽
し
め
る
テ
ー
マ
性
、
ス
ト
ー
リ
ー

性
を
持
っ
た
循
環
型
の
広
域
観
光
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

形
成
を
図
り
ま
す
。

三
点
目
は
、
ひ
と
･
も
の
づ
く
り
を
背
景
に
し
た

取
り
組
み
と
し
て
、
科
学
技
術
、
研
究
開
発
で
の
交

流
連
携
に
よ
る
新
産
業
の
創
造
で
す
。

当
地
域
は
、
自
動
車
関
連
、
一
般
機
械
、
電
気
機

械
な
ど
を
は
じ
め
と
す
る
多
様
な
産
業
集
積
と
そ
れ

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
各
種
学
術
、
研
究
機
関
が
立
地
し

て
お
り
、
こ
れ
ら
の
産
業
集
積
と
研
究
開
発
機
能
の

有
機
的
な
交
流
、
連
携
を
促
進
し
、
世
界
に
向
け
て

高
度
な
産
業
科
学
技
術
を
発
信
し
、
二
一
世
紀
に
向

け
た
活
力
あ
る
新
産
業
を
創
造
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
構
築
し
て
い
き
ま
す
。

二

し
ま
な
み
海
道
沿
線
の
観
光

波
静
か
な
碧
い
海
に
さ
ま
ざ
ま
な
島
々
が
浮
か
び
、

波
の
き
ら
め
き
と
白
い
航
跡
が
の
ど
か
な
景
色
を
見

せ
て
く
れ
る
瀬
戸
内
海
は
、
世
界
に
比
類
の
な
い
美

し
い
海
で
す
。
し
ま
な
み
海
道
は
、
そ
の
よ
う
な
中
、

九
つ
の
島
を
一
〇
本
の
橋
で
結
ん
で
い
ま
す
。

橋
の
形
は
吊
橋
、
斜
張
橋
、
ア
ー
チ
橋
!
と
バ
ラ

エ
テ
ィ
に
富
ん
で
お
り
、
新
尾
道
大
橋
を
除
く
ど
の
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橋
も
、
徒
歩
や
自
転
車
で
渡
る
こ
と
の
で
き
る
自
転

車
歩
行
者
道
が
併
設
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
州
と
四
国

を
結
ぶ
幹
線
道
路
、
島
々
に
住
む
人
々
の
生
活
道
路

と
し
て
の
役
割
に
加
え
て
、
観
光
道
路
と
し
て
大
き

な
役
割
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
自
転
車
歩
行
者
道

に
つ
い
て
は
、
後
で
詳
し
く
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
く

と
し
て
、
ま
ず
、
沿
線
の
街
々
の
観
光
に
つ
い
て
触

れ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

の

尾
道
市

し
ま
な
み
海
道
の
広
島
県
側
の
玄
関
口
と
な
る
尾

道
市
は
、
東
西
に
長
い
港
町
。
沿
岸
部
ま
で
山
が
迫

り
、
坂
が
多
い
町
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
尾

道
出
身
の
映
画
監
督
、
大
林
宣
彦
の
数
多
く
の
映
画

の
ロ
ケ
地
と
し
て
も
有
名
で
す
。

標
高
一
三
六
･
九
m
の
千
光
寺
山
の
山
頂
か
ら
中

腹
に
か
け
て
広
が
る
千
光
寺
公
園
は
、
そ
れ
自
体
が文学のこみち

見
ど
こ
ろ
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
こ
こ
か
ら
の
眺
望

は
素
晴
ら
し
く
、
展
望
台
か
ら
は
尾
道
水
道
が
一
望

で
き
ま
す
。
こ
こ
に
至
る
に
は
、
山
麓
駅
か
ら
の
ロ

ー
プ
ウ
ェ
イ
、
約
一
如
の
参
道
を
徒
歩
で
上
る
、
車

で
山
頂
ま
で
行
く
の
三
通
り
あ
り
ま
す
。
遊
園
地
、

尾
道
市
立
美
術
館
、
山
の
斜
面
に
は
、
尾
道
ゆ
か
り

の
文
学
者
の
石
碑
が
並
ぶ

｢文
学
の
こ
み
ち
｣
等
が

あ
り
ま
す
。
千
光
寺
は
大
同
元
年

(八
〇
六
年
)
の

開
基
と
い
わ
れ
、
除
夜
の
鐘
で
有
名
な
鐘
楼
と
共
に
、

尾
道
市
の
シ
ン
ボ
ル
と
な

っ
て
い
ま
す
。

大
林
=旦
彦
監
督
の
尾
道
三
部
作
の
最
初
の
作
品

｢転
校
生
｣
で
、
主
人
公
の
一
美

(小
林
聡
美
)
と

一
夫

(尾
美
と
し
の
り
)
が
石
段
を
転
げ
落
ち
て
男

女
が
入
れ
替
わ
っ
て
し
ま
う
シ
ー
ン
に
使
わ
れ
た
の

は
、
御
袖
天
満
宮
で
す
。
小
林
聡
美
が
リ
ハ
ー
サ
ル

で
捻
挫
し
た
石
段
は
、
五
五
段
、
高
低
差
が
約
一
五

m
あ
る
幅
五
m
の
段
に
継
目
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
一

つ
の
石
で
で
き
て
い
ま
す
。
記
念
撮
影
に
欠
か
せ
な

い
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

坂
と
路
地
の
町
、
尾
道
を
象
徴
す
る
よ
う
な
観
光

ポ
イ
ン
ト
と
い
え
る
場
所
、
タ
イ
ル
小
路
。
人
が
す

れ
違
う
の
も
や
っ
と
の
舗
装
路
地
に
、
大
小
さ
ま
ざ

ま
な
タ
イ
ル
が
、
道
に
壁
に
ぎ
っ
し
り
並
ん
で
い
ま

す
。
映
画

｢時
を
か
け
る
少
女
｣
で
は
、
吾
郎

(尾

美
と
し
の
り
)
の
家
が
火
事
に
な
り
、
心
配
で
駆
け

つ
け
た
和
子

(原
田
知
世
)
が
家
に
帰
る
シ
ー
ン
に

登
場
し
ま
し
た
。
近
所
の
人
が
余
っ
た
タ
イ
ル
を
張

っ
た
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
こ
の
路
地
は
、
映
画
に
登

場
以
来
、
今
も
多
く
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
残
さ
れ
て
い

ま
す
。

再
開
発
が
進
む
J
R
尾
道
駅
前
の
核
と
な
る
の
が

し
ま
な
み
交
流
館

(テ
ア
ト
ロ
シ
ェ
ル
ネ
)
で
す
。

貝
の
よ
う
な
丸
い
天
井
を
持
つ
こ
の
施
設
は
、
六
九

〇
名
収
容
の
ホ
ー
ル
を
中
心
と
し
て
い
ま
す
。
交
流

館
の
オ
i
プ
ン
は
、
し
ま
な
み
海
道
の
オ
ー
プ
ン
と

同
じ
五
月
一
日
で
、
開
通
記
念
の
イ
ベ
ン
ト
が
多
数

開
催
さ
れ
る
予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。

②

向
島
町

尾
道
の
対
岸
に
位
置
す
る
向
島
は
、
平
安
時
代
中

期
は
和
泉
式
部
が
こ
の
島
に
滞
在
し
た
と
き
、
地
方

の
名
士
や
歌
人
が
集
い
、
多
く
の
歌
を
読
ん
だ
こ
と

で
、
『歌
島
』
と
も
呼
ば
れ
て
い
た
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
温
暖
な
気
候
に
よ
り
み
か
ん
な
ど
の
果
物
や
ラ

ン
を
初
め
と
し
た
花
の
生
産
が
盛
ん
で
す
。
ま
た
海

洋
性
ス
ポ
ー
ツ
施
設
も
充
実
し
て
い
ま
す
。

国
立
公
園
特
別
地
域
に
指
定
さ
れ
て
い
る
高
見
山

の
麓
に
ひ
ろ
が
る
向
島
洋
ら
ん
セ
ン
タ
ー
は
、
向
島

の
温
暖
な
気
候
を
活
か
し
て
、
ラ
ン
の
バ
イ
オ
研
究

か
ら
栽
培
、
展
示
、
販
売
ま
で
を
行
う
施
設
で
す
。

館
内
に
は
常
時
三
〇
ー
四
〇
種
、
一
、
0
○
○
鉢
以

上
の
ラ
ン
が
展
示
さ
れ
て
お
り
、
甘
い
香
り
が
漂

っ

て
い
ま
す
。
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③

因
島

因
島
市
は
瀬
戸
内
海
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、
島

内
の
い
た
る
と
こ
ろ
で
、
瀬
戸
の
美
し
い
景
色
を
望

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
温
暖
な
気
候
に
恵
ま
れ
、

花
の
栽
培
が
盛
ん
で
す
。

一
･
八
m
も
の
広
大
な
敷
地
に
、
四
季
折
々
の
花

が
咲
き
乱
れ
て
い
る
県
立
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
に
は

総
ガ
ラ
ス
張
り
の
大
温
室

(
一
、
四
〇
九
姪
)
が
あ

り
ま
す
。
世
界
の
珍
し
い
植
物
が
鑑
賞
で
き
、
花
壇

な
ど
を
合
わ
せ
て
約
九
万
五
、
○
○
0
本
も
の
花
が

栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。
園
芸
教
室
な
ど
を
行
う
フ
ラ

ワ
ー
会
館
や
芝
生
広
場
、
シ
ョ
ッ
プ
、
レ
ス
ト
ハ
ウ

ス
な
ど
を
完
備
し
て
お
り
、
花
を
愛
す
る
人
は
も
ち

ろ
ん
、
家
族
連
れ
な
ど
の
く
つ
ろ
ぎ
の
場
と
な
っ
て

い
ま
す
。

N
H
K
大
河
ド
ラ
マ
｢毛
利
元
就
｣
に
も
登
場
し

た
村
上
水
軍
は
、
室
町
時
代
か
ら
戦
国
時
代
に
か
け

て
、
数
百
年
間
こ
の
海
域
を
支
配
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
村
上
水
軍
の
拠
点
は
因
島
水
軍
城
で
す
。
水
軍

城
と
呼
ば
れ
る
の
は
全
国
で
も
こ
こ
だ
け
で
、
水
軍

の
武
具
、
遺
品
な
ど
が
一
般
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

④

生
口
島

生
ロ
島
は
、
温
暖
な
気
候
を
利
用
し
て
古
く
か
ら

柑
橘
類
の
栽
培
が
盛
ん
で
、
中
で
も
国
産
レ
モ
ン
の

発
祥
の
地
と
し
て
知
ら
れ
、
生
産
高
も
日
本
一
を
誇

っ
て
い
ま
す
。

日
本
初
の
柑
橘
類
専
門
の
テ
ー
マ
パ
ー
ク

｢シ
ト

ラ
ス
パ
ー
ク
瀬
戸
田
｣
が
平
成
一
〇
年
に
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。
園
内
に
は
か
ん
き
つ
情
報
セ
ン
タ
ー

･

シ
ト
ラ
ス
パ
ビ
リ
オ
ン
や
、
香
り
を
中
心
に
し
た
施

設
･
香
り
の
館
、
瀬
戸
田
町
の
特
産
品
を
使
っ
た
レ

ス
ト
ラ
ン
、
ハ
ー
ブ
ガ
ー
デ
ン
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

耕
三
寺
は
、
耕
三
和
尚
が
母
親
の
死
に
際
し
て
僧

籍
に
入
り
、
そ
の
菩
薩
追
悼
の
た
め
に
建
て
た
浄
土

真
宗
本
願
寺
派
の
寺
院
で
す
。
昭
和
三

年
以
来
約

三
〇
年
か
け
て
つ
く
ら
れ
た
約
二
○
も
の
堂
塔
は
飛

郷　道

三耕
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鳥
、
奈
良
、
平
安
、
鎌
倉
、
江
戸
な
ど
、
時
代
時
代

の
仏
教
建
築
の
手
法
や
様
式
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

な
か
で
も
一
〇
年
間
か
け
て
完
成
さ
せ
た
孝
養
門
は
、

日
光
の
陽
明
門
を
原
寸
復
元
し
た
も
の
で
、
そ
の
き

ら
び
や
か
で
精
巧
な
彫
刻
や
色
彩
は
目
を
見
張
る
も

の
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
京
都
御
所
と
同
じ
様
式
の

山
門
、
奈
良
法
隆
寺
の
楼
門
と
同
じ
様
式
の
中
門
、

羅
漢
尊
像
五
〇
〇
体
が
安
置
さ
れ
て
い
る
羅
漢
堂
な

ど
見
ど
こ
ろ
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

ま
た
、
日
本
を
代
表
す
る
日
本
画
家
･
平
山
郁
夫

は
、
昭
和
五
年

(
一
九
三
〇
年
)
に
こ
こ
生
口
島
の

瀬
戸
田
町
に
生
ま
れ
、
幼
い
こ
ろ
か
ら
青
い
海
と
空

の
も
と
で
育
ち
ま
し
た
。
こ
の
瀬
戸
内
海
の
景
色
は

現
在
の
作
品
の
原
点
と
も
い
わ
れ
て
お
り
、
今
日
ま

で
の
偉
業
は
こ
の
瀬
戸
田
町
を
抜
き
に
し
て
は
語
れ

ま
せ
ん
。
そ
の
作
品
の
数
々
を
紹
介
す
る
美
術
館
が

平
山
郁
夫
美
術
館
で
す
。
近
年
の
大
作
、
新
作
は
も

ち
ろ
ん
、
少
年
時
代
の
絵
画
や
ス
ケ
ッ
チ
、
ハ
イ
ビ

ジ
ョ
ン
な
ど
の
貴
重
な
資
料
を
通
し
て
平
山
芸
術
を

知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

い
く
つ
か
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
ご
紹
介
し
ま
し
た

が
、
こ
れ
ら
だ
け
で
は
な
く
、
し
ま
な
み
海
道
沿
線

に
は
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
の
、
さ
ま
ざ
ま
な
名
所
、

旧
跡
が
あ
り
、
訪
れ
た
人
々
の
目
を
楽
し
ま
せ
る
こ

と
で
し
ょ
う
o

三

自
転
…車
道
に
つ
い
て

本
四
連
絡
橋
三
ル
ー
ト
の
中
で
、
し
ま
な
み
海
道

の
大
き
な
特
徴
の
一
つ
に
自
転
車
道
が
あ
り
ま
す
。

広
島
県
の
自
転
車
道
整
備
事
業
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

広
島
県
で
は
、
自
転
車
交
通
の
安
全
を
確
保
し
、

併
せ
て
心
身
の
健
全
な
発
達
に
資
す
る
こ
と
を
目
的

に
、
向
島
町
か
ら
瀬
戸
田
町
を
連
絡
す
る
自
転
車
道

と
し
て
、
県
道
向
島
因
島
瀬
戸
田
自
転
車
道
線
を
昭

和
五
五
年
に
建
設
大
臣
よ
り
認
定
さ
れ
、
合
わ
せ
て

そ
の
整
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
自
転
車
道
の
整

備
に
よ
り
、
瀬
戸
内
海
の
島
々
の
風
情
を
ゆ
っ
く
り

堪
能
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
で
き
る
と
同
時
に
、

レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
幅
を
増
大
さ
せ
る
こ
と

が
可
能
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
他
の
二
ル
ー
ト
と
異

な
る
し
ま
な
み
海
道
の
特
色
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と

で
、
し
ま
な
み
海
道
の
利
用
促
進
が
図
ら
れ
る
の
と

同
時
に
、
島
内
の
観
光
交
通
の
集
中
に
よ
る
混
雑
の

緩
和
に
も
十
分
貢
献
す
る
も
の
で
す
。

広
島
県
で
は
、
因
島
大
橋
の
架
橋
に
伴
い
、
昭
和

五
五
年
よ
り
、
建
設
省
所
管
の
大
規
模
自
転
車
道
整

備
事
業
に
よ
り
、
向
島
、
因
島
、
生
口
島
の
各
島
内

に
自
転
車
道
の
整
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

ま
ず
、
海
峡
部
の
整
備
概
要
と
し
て
、
広
島
県
側

で
初
め
て
供
用
さ
れ
た
因
島
大
橋
に
つ
い
て
は
、
当

初
、
自
転
車
歩
行
者
道
と
原
動
機
付
自
転
車
道

(
一

二
五
の
以
下
の
バ
イ
ク
、及
び
原
動
機
付
自
転
車
道
)

は
計
画
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
車
道
部
真
下
に

あ
る
ト
ラ
ス
構
造
の
中
の
管
理
道

(幅
二
･
五
m
)

に
添
架
物
の
扱
い
で
、
本
州
四
国
連
絡
橋
公
団
に
お

い
て
整
備
し
て
頂
き
、
昭
和
五
八
年
三
一月
よ
り
供

用
さ
れ
て
い
ま
す
。
次
に
生
ロ
橋
に
つ
い
て
は
、
計

画
車
線
四
車
線
の
う
ち
、
両
端
の
二
車
線
を
防
護
柵

に
よ
り
車
道
と
分
離
し
、
自
歩
道
、
及
び
原
付
道
を

区
別
し
て
平
成
三
年
一
二
月
よ
り
暫
定
供
用
し
て
い

ま
す
。
最
後
に
、
多
々
羅
大
橋
に
つ
い
て
は
、
四
車

線
の
車
道
部
の
外
側
に
、
自
転
車
歩
行
者
道
と
原
付

道
を
そ
れ
ぞ
れ
整
備
し
、
こ
の
度
の
し
ま
な
み
海
道

の
開
通
に
合
わ
せ
て
供
用
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

次
に
、
陸
上
部
の
整
備
概
要
と
し
て
、
上
述
の
橋

梁
部
へ
の
自
歩
道
、
原
付
道
の
整
備
に
合
わ
せ
、
橋

梁
部
か
ら
島
内
の
国
道
、
県
道
の
自
歩
道
を
利
用
す

る
こ
と
と
し
、
道
路
改
良
事
業
、
及
び
交
通
安
全
事

業
に
よ
り
、
自
歩
道
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
と

り
わ
け
因
島
島
内
に
つ
い
て
は
、
自
転
車
道
の
ル
ー

ト
と
し
て
計
画
し
て
い
る
自
歩
道
の
整
備
が
完
了
し

て
い
な
い
た
め
、
交
通
安
全
上
の
観
点
か
ら
、
当
面

は
自
歩
道
の
整
備
が
比
較
的
進
ん
で
い
る
ル
ー
ト
を

選
定
し
て
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
案
内
板
な
ど
に
よ
り

広
報
に
努
め
て
い
ま
す
。
今
後
も
自
転
車
道
の
早
期

整
備
に
向
け
て
、
事
業
の
促
進
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

満行セ 99.6 2′



以
上
が
自
転
車
道
の
概
要
、
整
備
状
況
に
つ
い
て

こ
ろ
で
す
が
、
本
州
四
国
連
絡
橋
公
団
が
し
ま
な
み

で
す
が
、
こ
の
よ
う
な
ハ
ー
ド
施
設
の
利
用
促
進
と

海
道
の
開
通
を
記
念
し
て
発
売
し
た

｢し
ま
な
み
海

利
便
性
向
上
を
図
る
た
め
に
も
、
ソ
フ
ト
施
策
の
充

道
前
売
り
割
引
通
行
券
｣
の
販
売
枚
数
は
、
約
八
万

実
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
一
環
と
し
て
、

枚
で
、
販
売
目
標
だ
っ
た
五
万
枚
を
大
幅
に
上
回
り

レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
の
充
実
化
が
挙
げ
ら
れ

ま
し
た
。
ま
た
各
区
間
の
交
通
量
も
ほ
ぼ
予
想
交
通

ま
す
。
現
在
、
公
的
機
関
に
よ
る
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル

量
を
上
回
る
な
ど
、
好
調
な
す
べ
り
出
し
の
よ
う
で

を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
向
島
、
因
島
に
そ
れ
ぞ

す
。

れ
一
箇
所
、
生
ロ
島
に
二
箇
所
あ
り
、
乗
り
捨
て
利

自
転
車
道
関
連
に
つ
い
て
は
、
多
島
美
を
楽
し
み

用
が
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
今
後
の
課

な
が
ら
走
る
魅
力
に
健
康
ブ
ー
ム
も
追
い
風
と
な
り
、

題
と
し
て
、
広
島
の
愛
媛
県
間
の
乗
り
捨
て
の
運
用

中
高
年
を
中
心
に
幅
広
い
年
齢
層
に
支
持
さ
れ
、
し

は
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら

ン
タ
サ
イ
ク
ル
な
ど
は
週
末
に
順
番
待
ち
も
出
る
ほ

れ
る
よ
う
関
係
機
関
と
の
間
で
調
整
を
行
う
必
要
が

ど
で
す
。

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
安
全
、
安
心
し
て
自
転
車
道
を

し
か
し
、
開
通
直
後
や
、
週
末
な
ど
交
通
渋
滞
が

利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

一
般
の
方
々
へ
の
目

ひ
ど
く
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
ス
ト
レ
ス
も
た
ま
り
気
味

転
車
道
の
ル
ー
ト
の
広
報
を
充
分
行
う
こ
と
も
必
要

の
よ
う
で
す
。
定
期
バ
ス
な
ど
、
時
間
が
読
め
な
い

で
あ
り
、
本
県
で
は
、
尾
道
市
か
ら
瀬
戸
田
町
の
各

と
い
う
問
題
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
大
き
な
原
因
と
な

所
に
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
と
称
す
る
自
転
車
道

っ
て
い
る
、
生
口
島
、
大
島
の
島
内
道
路
の
早
期
整

の
案
内
板
の
設
置
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
、
配
布

備
が
強
く
望
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

利
便
性
向
上
を
図
る
た
め
に
も
、
ソ
フ
ト
施
策
の
充

実
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
一
環
と
し
て
、

レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
の
充
実
化
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。
現
在
、
公
的
機
関
に
よ
る
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル

を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
向
島
、
因
島
に
そ
れ
ぞ

れ
一
箇
所
、
生
ロ
島
に
二
箇
所
あ
り
、
乗
り
捨
て
利

用
が
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
今
後
の
課

題
と
し
て
、
広
島
の
愛
媛
県
間
の
乗
り
捨
て
の
運
用

は
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら

れ
る
よ
う
関
係
機
関
と
の
間
で
調
整
を
行
う
必
要
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
安
全
、
安
心
し
て
自
転
車
道
を

利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

一
般
の
方
々
へ
の
自

転
車
道
の
ル
ー
ト
の
広
報
を
充
分
行
う
こ
と
も
必
要

で
あ
り
、
本
県
で
は
、
尾
道
市
か
ら
瀬
戸
田
町
の
各

所
に
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
と
称
す
る
自
転
車
道

の
案
内
板
の
設
置
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
、
配
布

を
愛
媛
県
と
連
携
し
て
行
っ
て
お
り
、
特
に
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
の
中
で
は
自
転
車
道
の
経
緯
の
広
報
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
沿
線
市
町
に
あ
る
観
光
名
所
の
紹
介

や
、
自
転
車
を
利
用
し
て
観
光
名
所
を
訪
れ
る
、
い

く
つ
か
の
モ
デ
ル
コ
ー
ス
の
紹
介
を
行

っ
て
い
ま
す
。

四

し
ま
な
み
海
道
の
利
用
状
況

五
月
一
日
の
開
通
以
来
、
一
カ
月
を
経
過
し
た
と

五

今
後
の
展
望

し
ま
な
み
海
道
開
通
後
の
、
広
島
県
の
今
後
の
方

針
に
つ
い
て
は
、
冒
頭
に
述
べ
ま
し
た
、
瀬
戸
内
広

域
交
流
圏
構
想
、
中
四
国
地
域
連
携
軸
構
想
な
ど
に

基
づ
き
、
短
期
、
中
長
期
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
に
立
っ

て
、
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
施
策
を
行

っ
て
い
き
た
い

と
考
え
ま
す
。

ま
た
、
関
係
各
機
関
と
は
、
｢交
流
と
共
生
｣を
指

針
と
し
、
具
体
策
を
早
急
に
実
践
で
き
る
よ
う
調
整

し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

最
後
に
、
し
ま
な
み
海
道
開
通
を
記
念
し
て
、
愛

媛
県
と
共
同
で
開
通
記
念
イ
ベ
ン
ト
｢
し
ま
な
み
海

道
“
｣
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
開
催
期
間
は
平
成
一

一
年
一
〇
月
ま
で
と
な
っ
て
お
り
、
総
数
一、0
0
0

を
超
え
る
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
を
用
意
致
し
ま
し
た
。

こ
れ
を
機
会
に
是
非
一
度
お
い
で
下
さ
い
。
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鰡響
郡
特
集
/
西
瀬
戸
自
動
車
道
金
橋
開
通

“憊
癈
森獨
湘憊
爲驚
螂
鰯
砒

瀬
戸
内
し
ま
愈
み
海
過
と
螂
孃
県
◎
地
域
難
展

愛
媛
県
土
木
部
道
路
建
設
課

一

は
じ
め
に

平
成
三

年
五
月
一
日
、
愛
媛
、
広
島
両
県
民
は

も
と
よ
り
瀬
戸
内
海
を
取
り
巻
く
多
く
の
人
々
の
長

年
の
悲
願
で
あ
っ
た
西
瀬
戸
自
動
車
道

｢瀬
戸
内
し

ま
な
み
海
道
｣
が
開
通
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
本
四
3
ル
ー
ト
の
着
工
か
ら
四
半

世
紀
近
く
、
更
に
中
川
虎
之
助
氏
が
提
唱
し
た
本
四

架
橋
の
構
想
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
れ
ば
、
実
に
一
一
〇

年
と
い
う
長
い
年
月
を
か
け
て
、
架
橋
技
術
の
粋
を

尽
く
し
た
二
〇
世
紀
有
数
の
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ

る

｢夢
の
架
け
橋
｣
が
完
成
し
た
わ
け
で
あ
り
、
四

国
が
離
島
性
か
ら
脱
却
す
る
本
格
的
な
本
四
3
橋
時

代
の
幕
が
切
っ
て
お
と
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
架
橋
に
よ
り
沿
線
地
域
に
お
け
る
保
健
･
医

療
･
福
祉
の
増
進
、
農
林
水
産
業
や
観
光
の
振
興
等

は
も
と
よ
り
、
県
全
体
の
活
力
向
上
に
つ
な
が
る
も

の
と
期
待
す
る
と
と
も
に
、
今
後
は
四
国
と
中
国
を

結
ぶ
広
域
経
済
圏
の
形
成
と
新
し
い
瀬
戸
内
連
携
時

代
の
創
造
な
ど
架
橋
効
果
を
最
大
限
に
活
か
す
こ
と

が
重
要
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

二

架
橋
活
用
の
定
め
の
施
策
と
地
域
発

展
の
万
策

1

し
ま
な
み
海
道
関
連
道
路
網
の
概
要

愛
媛
県
は
、
四
国
の
北
西
部
に
位
置
し
、
東
西
約

二
四
〇
如
、
南
北
二
○
ー
八
〇
如
の
瀬
戸
内
海
に
面

し
た
細
長
い
地
形
で
あ
り
、
人
口
は
約
一
五
〇
万
人

で
四
国
の
約
三
六
%
を
有
し
て
い
ま
す
。

県
内
は
南
予
、
中
予
、
東
予
と
大
き
く
三
つ
に
区

分
さ
れ
、
今
回
開
通
し
た
｢瀬
戸
内
し
ま
な
み
海
道
｣

は
、
こ
の
う
ち
中
予
と
東
予
の
境
で
瀬
戸
内
海
に
大

き
く
突
き
出
た
高
縄
半
島
の
先
端
部
、
今
治
市
に
結

ば
れ
て
い
ま
す
。

こ
の

｢し
ま
な
み
海
道
｣
と
県
内
主
要
地
を
結
ぶ

ル
ー
ト
と
し
て
は
、
四
国
縦
貫
･
横
断
自
動
車
道
に

直
結
し
、
高
規
格
幹
線
道
路
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い

る
今
治
小
松
自
動
車
道
が
、
ま
た
、
県
都
松
山
市
に

海
岸
回
り
で
連
絡
す
る
一
般
国
道
一
九
六
号
及
び
山

間
部
で
標
高
約
七
〇
0
m
の
水
が
峠
を
越
え
最
短
で

結
ぶ
国
道
三
一
七
号
の
三
ル
ー
ト
が
あ
り
ま
す
。

○
今
治
小
松
自
動
車
道

西
瀬
戸
自
動
車
道
今
治
イ
ン
タ
ー
と
四
国
縦
貫

自
動
車
道
い
よ
小
松
イ
ン
タ
ー
間
二
三
如
を
結
ぶ

自
動
車
専
用
道
路
で
あ
り
、
こ
の
う
ち
ほ
ぼ
中
間
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図

部
の
今
治
東
イ
ン
タ
ー
か
ら
い
ょ
小
松
イ
ン
タ
ー

間
の
約
一
三
知
が
平
成
元
年
度
に
事
業
化
さ
れ
た
。

本
年
七
月
末
に
小
松
側
の
四
蹴
が
供
用
予
定
で

あ
り
、
残
る
九
如
に
つ
い
て
も

一
二
年
度
に
は
供

用
で
き
る
よ
う
急
ピ
ッ
チ
で
工
事
が
進
め
ら
れ
て

い
る
。

未
事
業
化
の
今
治
側
の
一
〇
如
に
つ
い
て
は
、

当
面
の
代
替
路
線
と
な
る
国
道
一
九
六
号
今
治
バ

イ
パ
ス
が
暫
定
供
用
さ
れ
て
お
り
、
現
在
四
車
線

化
の
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

○
国
道
一
九
六
号

(海
岸
回
り
)

全
線
二
車
線
改
良
済
で
あ
る
が
、
特
に
交
通
混

雑
が
著
し
い
北
条
市
か
ら
松
山
市
の
間
約
一
四
輌

に
つ
い
て
、
松
山
北
条
バ
イ
パ
ス
と
し
て
整
備
を

進
め
て
お
り
、
本
年
三
月
ま
で
に
約
三
一如
を
供

用
し
て
い
る
。

0
国
道
三
一
七
号

未
開
通
と
な
っ
て
い
た
松
山
市
と
玉
川
町
境
の

約
三
虹
を
昭
和
六
三
年
度
か
ら
ト
ン
ネ
ル
で
事
業

化
し
平
成
八
年
度
末
ま
で
に
全
線
を
二
車
線
で
供

用
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
道
路
に
つ
い
て
は
、
し
ま
な
み
海
道
開
通

前
に
大
部
分
が
供
用
さ
れ
て
お
り
、
残
る
区
間
に
つ

い
て
も
、
一
日
も
早
く
供
用
で
き
る
よ
う
工
事
を
進

め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
県
土
の
基
幹
道
路
と
な
る
四
国
縦
貫
･
横



断
自
動
車
道
の
南
予
地
方
へ
の
延
伸
や
高
知
県
へ
の

連
絡
道
路
と
な
る
高
知
松
山
自
動
車
道
な
ど
地
域
高

規
格
道
路
の
ほ
か
、
こ
れ
ら
幹
線
道
路
を
補
完
す
る

国
県
道
に
つ
い
て
も
積
極
的
な
取
り
組
み
を
進
め
て

い
ま
す
。

2

地
域
の
歴
史
と
個
性
の
創
出

本
県
は
、
西
日
本
最
高
峰
の
石
鎚
山

(
一
、
九
八

二
m
)
を
頂
く
四
国
山
脈
を
背
に
し
、
北
は
瀬
戸
内

海
国
立
公
園
、
南
は
足
摺
宇
和
海
国
立
公
園
と
青
い

海
と
緑
の
山
々
に
囲
ま
れ
、
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ

て
い
ま
す
。

特
に
、
し
ま
な
み
海
道
沿
い
は
多
島
美
を
誇
る
瀬

戸
内
海
に
あ
り
、
村
上
水
草
に
代
表
さ
れ
る
歴
史
･

ロ
マ
ン
の
か
お
り
豊
か
な
史
跡
等
も
多
く
、
守
る
べ

き
も
の
は
守
り
、
新
た
に
創
造
を
付
加
し
発
展
さ
せ

る
も
の
は
積
極
的
に
取
り
入
れ
、
個
性
的
で
魅
力
あ

ふ
れ
た
地
域
づ
く
り
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
　
　

き
鳥

遊ぶ選ぶさきミニこそ ~

石文化伝承館

《大
山
祇
神
社
》

(愛
媛
県
越
智
郡
三
島
町
)

伊
予
の
一
の
宮
で
、
海
の
神
、
武
人
の
神
と
し

て
歴
代
の
朝
廷
や
武
将
た
ち
か
ら
広
く
崇
拝
を
集

め
た
。
国
宝
館
に
は
、
全
国
の
国
宝
･
重
要
文
化

財
の
武
具
甲
胄
の
う
ち
の
約
八
割
り
が
収
蔵
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
海
軍
博
物
館
に
は
、
伊
予
水
軍

資
料
や
瀬
戸
内
海
付
近
の
鳥
獣
、
魚
類
な
ど
が
展

示
さ
れ
て
い
る
o

交
通

大
三
島
I
C
か
ら
西
へ
七
如

大
三
島
宮
浦
港
か
ら
徒
歩
一
〇
分

《石
文
化
運
動
公
園
》

(愛
媛
県
越
智
郡
宮
窪
町
)

大
島
石
の
西
日
本
一
の
山
地
･
宮
窪
町
で
、
石

文
化
を
育
む
た
め
に
で
き
た
公
園
。

吉海町バラ公園

展
望
台
、
石
彫
屋
外
展
示
広
場
、
多
目
的
グ
ラ

ン
ド
な
ど
が
あ
り
、
石
文
化
伝
承
館
に
は
、
中
国

や
韓
国
の
展
示
コ
i
ナ
ー
や
石
彫
刻
の
実
習
コ
ー

ナ
ー
な
ど
が
あ
る
。

交
通

大
島
北
イ
ン
タ
ー
か
ら
徒
歩
一
〇
分

《吉
海
町
バ
ラ
公
園
》

(愛
媛
県
越
智
郡
吉
海
町
)

八
、
二
〇
〇
甜
と
い
う
四
国
最
大
の
ス
ケ
ー
ル

を
誇
る
園
内
に
は
四
、
五
〇
〇
株
、
一
二
〇
種
類

の
世
界
各
国
の
バ
ラ
が
集
め
ら
れ
て
い
る
。
入
ロ

に
は
、
大
島
石
の
ゲ
ー
ト
と
花
時
計
が
あ
っ
て
、

公
園
の
シ
ン
ボ
ル
と
な

っ
て
い
る
。

交
通

大
島
I
C
か
ら
車
で
約
一
〇
分



3

｢し
ま
な
み
海
道
卸
｣

(瀬
戸
内
海
大
橋
完
成
記
念
イ
ベ
ン
ト
)

愛
媛

･
広
島
両
県
で
は
、
し
ま
な
み
海
道
の
イ
メ

ー
ジ
の
ア
ピ
ー
ル
、
観
光
ル
ー
ト
の
定
着
化
、
地
域

の
活
性
化
を
図
る
と
と
も
に
、
二
一
世
紀
に
向
か
う

瀬
戸
内
の
新
し
い
姿
を
国
内
外
に
向
け
て
強
く
ア
ピ

ー
ル
を
行
い
、
利
活
用
を
促
進
し
新
し
い
交
流
･
連

携
の
時
代
を
切
り
開
い
て
い
く
た
め
、
｢と
き
め
き
瀬

戸
内
新
時
代
｣
ー
新
し
い
海
の
道
の
誕
生
-
の
テ
ー

マ
の
も
と
架
橋
周
辺
地
域
全
体
を
会
場
と
見
立
て
イ

ベ
ン
ト
を
連
続
的
に
展
開
す
る
瀬
戸
内
海
大
橋
架
橋

完
成
記
念
イ
ベ
ン
ト

｢し
ま
な
み
海
道
甥
｣
を
展
開

し
て
い
ま
す
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
両
県
が
実
施
す
る
四
七
の
｢
コ

ア
イ
ベ
ン
ト
｣
や
地
元
自
治
体
が
地
域
特
性
を
活
か

し
て
実
施
す
る
｢地
域
企
画
イ
ベ
ン
ト
｣、地
域
住
民
･

団
体
や
企
業
等
が
実
施
す
る
｢自
主
企
画
イ
ベ
ン
ト
｣

合
わ
せ
て
約
一
、
0
○
○
の
イ
ベ
ン
ト
を
相
互
に
連

携
し
開
通
か
ら
今
秋
ま
で
の
期
間
、
各
地
で
開
催
し

て
い
ま
す
。

【本
年
秋
ま
で
に
あ
る
主
な
イ
ベ
ン
ト
】

○
ツ
ー
ル
･
ド

･
し
ま
な
み

(七
月
、
八
月
)

瀬
戸
内
し
ま
な
み
海
道
に
併
設
さ
れ
た
自
転
車

歩
行
者
道
を
通
っ
て
、
今
治
･
尾
道
間
の
六
島
一

○
橋
を
走
破
す
る
サ
イ
ク
リ
ン
グ
大
会
。

お
問
合
せ
は
、
｢
ツ
ー
ル
･
ド

･
し
ま
な
み
｣

愛
媛
県
事
務
局
へ

T
E
L
0
八
九
ー
九
四
六
ー
八
六
一
八

F
A
X
0
八
九
-
九
四
六
-
八
六
三
三

　　　　

　
　　
　

　
　　
　　　　　
　

　
　
　

三

･

大
※

　　
　　　

　　　
　

○
地
球
を
歩
こ
う
･
歩
け
歩
け
世
界
大
会

(八
月
)

世
界
初
の
三
連
吊
橋
･
来
島
海
峡
大
橋
を
中
心

に
し
た
ウ
オ
ー
ク
大
会
。
世
界
各
国
の
ウ
オ
ー
力

　　
大

図



ー
も
参
加
し
、
六
蝿
か
ら
二
○
如
ま
で
の
三
コ
ー

ス
が
準
備
さ
れ
て
い
る
o

お
問
合
せ
は
、
南
海
放
送
内
地
球
を
あ
る
こ
う
･

.歩
け
歩
け
世
界
大
会
事
務
局

F
A
X
0
八
九
ー
九
二
七
ー
七
一
五
六

甲
月
蝕
-
紡
げ
-日
目
田日
◎
曰
汀
8
･忘

○
国
際
俳
句
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

(九
月
)

海
外
か
ら
の
招
待
客
も
交
え
て
、
瀬
戸
内
し
ま

な
み
海
道
沿
線
で
吟
行
を
行
う
ほ
か
、
｢海
｣
｢島
｣

｢橋
｣
を
テ
ー
マ
に
し
た
俳
句
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
等
を
使
い
公
募
し
、
コ
ン
テ
ス
ト
を
行
う
。

4

県
内
中
心
都
市
の
地
域
活
性
化
計
画

広
域
交
流
圏
の
拡
大
に
伴
い
、
都
市
の
近
代
化
は

都
市
機
能
を
維
持
し
拡
充
す
る
上
で
不
可
欠
と
な
っ

て
い
ま
す
。

[今
治
新
都
市
開
発
整
備
事
業
]

し
ま
な
み
海
道
の
四
国
側
の
玄
関
と
な
る
今
治

市
に
お
い
て
、
工
業
、
流
通
、
住
宅
、
教
育
、
文

化
、
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
機
能
等
の
複
合
機
能
を
有

す
る
新
都
市
を
建
設
し
、
四
国
･
中
国
両
地
域
の

交
流
拠
点
機
能
の
強
化
･
充
実
を
目
指
す
。

事
業
規
模

面
積
…
約
一
七
〇
如

計
画
人
ロ
…
約
三
、
0
0
0
人

整
備
手
法

地
域
振
興
整
備
公
団
に
よ
る
地
方

都
市
開
発
整
備
事
業

事
業
期
間

事
業
着
手
か
ら
約
一
五
年

[新
居
浜
駅
前
土
地
区
画
整
理
事
業
]

東
予
地
方
の
中
心
工
業
都
市
新
居
浜
市
の
J
R

予
讃
線
新
居
浜
駅
前
に
お
い
て
、
市
の
新
都
心
と

し
再
整
備
を
目
指
す
土
地
区
画
整
理
事
業
で
あ
り
、

平
成
一
〇
年
度
か
ら
事
業
着
手
し
て
お
り
、
中
心

市
街
地
活
性
化
計
画
と
も
調
整
を
図
り
な
が
ら
整

備
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

事
業
規
模

面
積
“
約
二
八
加

事
業
手
法

市
施
行
の
土
地
区
画
整
理
事
業

事
業
期
間

平
成
一
〇
年
-
一
九
年
度

三

新
し
い
瀬
戸
内
連
携
時
代
に
向
け
て

今
世
紀
末
最
大
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
い
わ
れ
た
本

四
3
橋
、
多
大
な
国
家
予
算
を
費
や
し
て
完
成
し
た

こ
の
橋
の
効
果
を
最
大
限
に
活
か
す
た
め
に
は
、
中

四
国
地
域
、
西
日
本
地
域
が
連
携
を
強
化
し
、
新
た

な
交
流
圏
を
形
成
す
る
必
要
が
あ
り
、
今
後
次
ぎ
の

三
つ
の
戦
略
に
そ
っ
て
進
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

1

太
平
洋
新
国
土
軸
構
想

こ
の
構
想
は
、
伊
勢
湾
ロ
、
紀
伊
半
島
、
紀
淡
海

峡
を
通
っ
て
四
国
に
渡
り
、
豊
予
海
峡
を
経
て
九
州

に
至
る
新
た
な
国
土
軸
を
形
成
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
、
西
日
本
に
お
け
る
広
域
経
済
文
化
圏
を
確
立
す

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ききJR新居浜駅前土地区画整理事業

る
上
で
極
め
て
重
要
な
役
割
を
果
た
す
も
の
で
す
。

特
に
本
県
で
は
、
大
分
と
結
ぶ
豊
予
海
峡
ル
ー
ト

の
実
現
に
向
け
、
架
橋
と
ト
ン
ネ
ル
の
両
面
か
ら
検

討
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
ル
ー
ト
と
本
四
架
橋
に
よ
り
本
州
･
四
国
･

九
州
の
西
瀬
戸
環
状
ル
ー
ト
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
、
引
き
続
き
調
査
検
討
を
進
め
る
こ
と
と
し
て

お
り
ま
す
。

図



2

中
四
国
地
域
連
携
軸
構
想

こ
の
構
想
は
、
日
本
海
の
島
根
か
ら
広
島
、
愛
媛

を
通
っ
て
太
平
洋
側
の
高
知
に
い
た
る
横
断
ル
ー
ト

を
形
成
し
、
多
様
な
分
野
で
の
交
流
、
連
携
を
促
進

し
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
り

｢瀬
戸
内
し
ま
な
み
海

道
｣
は
、
四
国
と
中
国
を
結
ぶ
ル
ー
ト
の
一
つ
と
し

て
、
こ
の
構
想
の
一
翼
を
担
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

引
き
続
き
、
四
国
縦
貫
･
横
断
自
動
車
道
の
延
伸

や
、
地
域
高
規
格
道
路
の
高
知
松
山
自
動
車
道
の
整

備
な
ど
、
連
携
軸
を
形
成
す
る
交
通
基
盤
の
拡
充
が

重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

3

瀬
戸
内
中
央
都
市
圏
構
想

こ
の
構
想
は
、
西
日
本
国
土
軸
と
太
平
洋
新
国
土

軸
の
二
つ
の
国
土
軸
と
、
南
北
軸
と
な
る
中
四
国
地

域
連
携
軸
が
交
差
す
る
瀬
戸
内
中
央
部
に
、
広
島
県

と
連
携
し
て
、
発
展
の
核
と
な
る
人
ロ
約
三
八
〇
万

人
規
模
の
広
域
都
市
圏
を
形
成
す
る
も
の
で
、
関
西

圏
や
北
九
州
圏
に
匹
敵
す
る
よ
う
な
都
市
圏
を
、
両

経
済
圏
の
中
央
に
構
築
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
り
ま

す
。こ

う
し
た
中
で
、
昨
年
三
月
に
策
定
さ
れ
た
新
･

全
国
総
合
開
発
計
画
に
お
い
て
、
太
平
洋
新
国
土
軸

構
想
や
豊
予
海
峡
ル
ー
ト
、
中
四
国
連
携
軸
等
が
明

記
さ
れ
、
ま
た
四
国
地
区
を
瀬
戸
内
三
橋
時
代
の
実

現
に
よ
る
交
流
環
境
の
飛
躍
的
な
向
上
を
踏
ま
え
、

｢国
内
外
に
わ
た
る
広
域
的
連
携
型
発
展
の
先
導
的

地
区
｣
と
位
置
付
け
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
今
後
と
も

引
き
続
き
多
軸
循
環
型
の
国
土
づ
く
り
を
目
指
し
、

こ
れ
ら
の
構
想
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

四

こ
れ
か
ら
の
愛
媛
県
の
道
路
整
備

本
県
で
は
、
教
育
･
文
化
･
ス
ポ
ー
ツ
等
の
振
興

に
よ
る
未
来
を
支
え
る
人
づ
く
り
や
地
域
産
業
･
情

報
産
業
の
育
成
に
よ
る
新
産
業
の
創
出
な
ど
、
活
力

あ
る
産
業
づ
く
り
を
展

開
し
、
｢明
る
く
さ
わ
や

か
で
活
力
あ
る
愛
媛
｣

を
目
指
し
て
お
り
、
こ

れ
ら
を
支
え
る
基
盤
施

設
と
し
て
四
国
縦
貫
･

横
断
自
動
車
道
や
今
治

小
松
自
動
車
道
な
ど
高

規
格
幹
線
道
路
や
こ
れ

ら
と
一
体
的
と
な
る
地

城
高
規
格
道
路
等
、
県

土
の
高
速
交
通
体
系
を

形
成
す
る
道
路
の
整
備

を
中
心
に
、
整
備
の
遅

れ
て
い
る
道
路
全
体
の

嵩
上
げ
や
都
心
部
に
お

け
る
渋
滞
対
策
を
図
る

た
め
国
･
県
道
の
整
備

等
、
今
度
と
も
引
き
続

き
積
極
的
に
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

28 道イテセ 99,6

　し

　

　

杉

~

海峡ルート
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輪
線
道
路
の
沿
道
の
整
備
に
関
す
る
法
律
施
術
令
の

"

一
部
を
暎
正
す
る
政
令
に
つ
い
て道

路
局
路

政

課

道
路
局
道
路
環
境
課

圏
蜘

盆
寸価
騒
音
レ
ベ
ル
)
…
観
測
時
間
の
騒
音
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
平
均
。
間
欠
的
な
騒
音
も
含
め
て

評
価
す
る
こ
と
が
で
き
、
環
境
騒
音
に
対
す
る

住
民
反
応
と
の
対
応
が
知
に
比
べ
て
良
好
。
国

際
的
に
採
用
さ
れ
て
い
る
o

宅

(中
央
値
)
…
-
定
の
時
間
間
隔
で
読
み
と
っ

た
騒
音
レ
ベ
ル
を
順
番
に
並
べ
た
時
の
中
央
の

値
。
突
発
的
に
大
き
な
音
が
生
じ
て
も
観
測
時

間
に
対
し
て
短
か
け
れ
ば
反
映
さ
れ
に
く
い
。

②
新
た
な
環
境
基
準
値
の
設
定

従
来
の
環
境
基
準
と
比
べ
全
体
的
に
強
化
さ
れ
た
も

の
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
幹
線
道
路
の
騒
音
実

態
、
居
住
実
態
等
に
鑑
み
、
幹
線
交
通
を
担
う
道
路
に

近
接
す
る
空
間

(以
下

｢幹
線
道
路
近
接
空
間
｣
と
い

う
。)が
新
た
に
特
例
と
し
て
設
け
ら
れ
、
ま
た
、
当
該

一

は
じ
め
に

幹
線
道
路
の
沿
道
の
整
備
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一

部
を
改
正
す
る
政
令

(平
成
一
〇
年
政
令
第
一
一
五
号
)

及
び
幹
線
道
路
の
沿
道
の
整
備
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則

の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

(平
成
一
〇
年
建
設
省
令
第
七

号
)
が
、
平
成
三

年
三
月
三
一
日
に
公
布
さ
れ
、
同
年

四
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

幹
線
道
路
の
沿
道
の
整
備
に
関
す
る
法
律

(以
下

｢沿

道
法
｣
と
い
う
。)
は
、
最
近
の
道
路
交
通
騒
音
と
沿
道
の

生
活
環
境
の
現
状
に
鑑
み
、
ま
ち
づ
く
り
と
一
体
と
な
っ

て
よ
り
良
い
沿
道
環
境
の
整
備
を
図
る
た
め
、
平
成
八
年
、

沿
道
整
備
計
画
の
拡
充
、
沿
道
の
整
備
を
促
進
す
る
た
め

の
措
置
の
拡
充
等
の
改
正
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

二

改
正
の
経
緯
と
背
景

ー

騒
音
に
係
る
環
境
基
準
の
改
定

旧
環
境
基
準
が
設
定

(昭
和
四
六
年
五
月
二
五
日
閣
議

決
定
)
さ
れ
て
か
ら
、
二
十
数
年
が
経
過
し
、
こ
の
間
に

騒
音
影
響
に
関
す
る
新
た
な
科
学
的
知
見
の
集
積
や
、
建

物
の
防
音
性
能
の
向
上
等
の
変
化
が
見
ら
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
。
中
央
環
境
審
議
会
に
お
い
て
、
騒
音
問
題
の
現
状

及
び
今
後
の
対
策
の
方
向
を
踏
ま
え
た
検
討
が
な
さ
れ
、

平
成
一
〇
年
九
月
三
〇
日
に
騒
音
に
係
る
環
境
基
準
が
改

定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

改
定
の
内
容
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

0
等
価
騒
音
レ
ベ
ル
の
採
用

騒
音
の
評
価
手
法
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
中
央
値
か

ら
等
価
騒
音
レ
ベ
ル
に
変
更
し
た
。



幹
線
道
路
近
接
空
間
に
お
い
て
、
個
別
の
居
住
等
に
ぉ

あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

い
て
騒
音
の
影
響
を
受
け
や
す
い
面
の
窓
を
主
と
し
て

閉
め
た
生
活
が
営
ま
れ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、

屋
内
へ
透
過
す
る
騒
音
に
係
る
基
準

(以
下

｢屋
内
基

準
｣
と
い
う
。
)
が
導
入
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

③
そ
の
他

こ
の
他
に
、
新
た
な
環
境
基
準
の
達
成
期
間
及
び
施

行
日

(平
成
二

年
四
月
一
日
)
等
を
示
し
た
。

2

環
境
基
準
と
国
道
四
三
号
等
公
害
訴
訟
最
高
裁
判
決

と
の
関
係

平
成
七
年
七
月
七
日
の
一
般
国
道
四
三
号
及
び
阪
神
高

速
道
路
に
係
る
訴
訟
に
お
け
る
最
高
裁
判
決
に
お
い
て
、

騒
音
蜘
稀
ホ
ン
以
上
の
原
告
及
び
道
路
か
ら
の
距
離
が
二

0
m
以
内
に
居
住
す
る
60
ホ
ン
を
超
え
る
原
告
に
対
し
、

睡
眠
･
会
話
等
の
生
活
妨
害
が
認
容
さ
れ
た
。

同
判
決
は
、
個
別
の
事
案
に
お
け
る
民
事
賠
償
責
任
に

つ
い
て
、
侵
害
行
為
の
態
様
と
侵
害
の
程
度
、
被
侵
害
利

益
の
性
質
と
内
容
、
侵
害
行
為
の
持
つ
公
共
性
な
い
し
公

益
上
の
必
要
性
の
内
容
と
程
度
等
を
比
較
検
討
す
る
ほ
か
、

侵
害
行
為
の
開
始
と
そ
の
後
の
継
続
の
経
過
及
び
状
況
、

そ
の
間
に
採
ら
れ
た
被
害
の
防
止
に
関
す
る
措
置
の
有
無

及
び
そ
の
内
容
、
効
果
等
の
事
情
を
も
考
慮
し
、
こ
れ
ら

を
総
合
的
に
考
察
し
た
結
果
示
さ
れ
た
判
断
で
あ
り
、
全

国
的
に
は
環
境
基
準
を
対
策
の
目
標
と
し
て
、
そ
の
達
成

に
向
け
て
施
策
の
段
階
的
か
つ
計
画
的
な
実
施
が
必
要
で

三

沿
道
法
の
課
題

沿
道
に
お
け
る
生
活
環
境
の
保
全
を
図
る
た
め
、
従
来

か
ら
、
低
騒
音
舗
装
、
遮
音
壁
、
環
境
施
設
帯
の
設
置
等

の
道
路
構
造
対
策
を
講
ず
る
一
方
で
、
沿
道
法
に
基
づ
く

沿
道
整
備
事
業
等
を
推
進
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

全
国
の
道
路
交
通
騒
音
測
定
点
に
つ
い
て
六
五
･
五
%
が

夜
間
の
環
境
基
準
未
達
成

(平
成
九
年
)
で
あ
る
な
ど
、

幹
線
道
路
を
中
心
と
し
て
、
沿
道
の
騒
音
は
依
然
と
し
て

厳
し
い
状
況
に
あ
る
。

平
成
八
年
、
沿
道
整
備
計
画
の
拡
充
、
沿
道
の
整
備
を

促
進
す
る
た
め
の
措
置
の
拡
充
等
の
改
正
を
行
っ
た
と
こ

ろ
で
あ
る
が
、
平
成
一
〇
年
度
ま
で
に
、
同
法
に
基
づ
い

て
指
定
さ
れ
た
沿
道
整
備
道
路
は
、
八
路
線

(重
複
区
間

を
除
く
と
六
路
線
)、
計
三

五
･七
如

(同
九
五
･八
如
)

の
み
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
沿
道
地
区
計
画
が
策
定
さ
れ
て

い
る
の
は
、
五
路
線
、
七
四

･
三
如
に
す
ぎ
な

い

(表

1
)。四

改
正
の
具
体
的
内
容

1

自
動
車
交
通
量
の
基
準
の
改
正

(第
一
条
関
係
)

○
法
制
定
時
の
基
準

沿
道
整
備
道
路
に
お
け
る
自
動
車
交
通
量
の
基
準
は
、

経
済
社
会
活
動
や
日
常
生
活
の
基
盤
と
な
る
道
路
の
う

ち
、
そ
の
大
量
輸
送
機
能
、
公
共
輸
送
機
能
等
に
着
目

し
て
、
沿
道
法
を
適
用
し
て
沿
道
整
備
を
図
る
べ
き
幹

線
道
路
を
選
定
す
る
基
準
で
あ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
法
制
定
当
時
に
は
、

①

道
路
環
境
対
策
の
た
め
の
予
算
の
制
約
が
あ
る
中

で
沿
道
法
を
優
先
的
に
適
用
す
べ
き
幹
線
道
路
を
、

都
市
部
の
四
車
線
以
上
の
道
路
で
、
か
つ
、
容
量
を

超
え
る
よ
う
な
交
通
量
が
あ
る

(
つ
ま
り
、
交
通
量

が
道
路
の
設
計
基
準
交
通
量
程
度
あ
る
)
状
態
の
道

路
に
限

っ
た
こ
と

②

四
車
線
に
満
た
な
い
道
路
に
つ
い
て
は
、
原
則
と

し
て
四
車
線
化
す
る
こ
と
に
合
わ
せ
て
道
路
構
造
上

の
対
策
を
講
じ
つ
つ
、
事
業
の
進
捗
に
応
じ
て
逐
次

沿
道
整
備
道
路
に
指
定
す
れ
ば
足
り
る
と
考
え
て
い

た
こ
と

か
ら
、
自
動
車
交
通
量
に
つ
き
日
交
通
量
が
四
万
台
以

上
で
あ
る
こ
と
を
要
件
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

②
基
準
を
四
万
台
か
ら
一
万
台
に
変
更
す
る
こ
と

大
都
市
中
心
部
で
拡
幅
予
定
の
な
い
も
の
や
、
大
都

市
中
心
部
か
ら
郊
外
に
向
け
て
延
び
る
放
射
状
の
道
路

で
バ
イ
パ
ス
建
設
の
予
定
の
な
い
道
路
等
の
中
に
は
、

自
動
車
交
通
の
一
層
の
稠
密
化
に
よ
り
四
車
線
の
幹
線

道
路
と
同
等
の
機
能
を
有
す
る
二
車
線
道
路
が
存
す
る

一
方
、
そ
れ
ら
の
二
車
線
道
路
に
代
わ
る
べ
き
幹
線
道

路
の
新
設
及
び
改
築
は
あ
ま
り
進
捗
し
て
い
な
い
の
が

現
状
で
あ
る
o

他
方
、
こ
れ
ら
の
二
車
線
道
路
の
沿
道
の
住
民
等
か

すり 道行セ 99.6



表 1 沿道整備道路の指定及び沿道地区計画の決定状況

No. 道路名 区 間 延長(kの 公告年月 地 区 延長(km) 公告年月

1 一般国道43号 尼崎市東本町

~ 神戸市灘区味泥町

20.2

S 57 . 8阪神高速

神戸西宮線

(神戸市灘区大石南町

~ 西宮市今津水波町)

12,6

阪神高速

大阪西宮線

(尼崎市東本町

~ 西宮市今津水波町)

7.3

(計‐40.1)

2 環状 7号線 大田区大森本町

~ 江戸川区臨海町地先

うち

(大田区大森本町

~ 練馬区小竹町)

うち

(足立区新田

~ 同区中川)

うち

(練馬区小竹町
~ 足立区新田)

うち

(足立区中川

~ 葛飾区東新小岩)

うち

(葛飾区東新小岩

~ 江戸川区臨海町地先)

(計55.5)

55 .5

23 .2

10 .9

6 .5

5.O

9 .9

S 58 .11

S 59 . 8

S 62 .12

S 62.12

日 2‐ 3

大聞区

目黒区

世田谷区野沢地区南部

北部
三軒茶屋 ･上馬地区

代田南部 ･若林地区

代田北部地区

〃 大原 ･羽木地区

杉並区

中野区

練馬区桜台 ･栄町 ･豊玉地区

〃 羽沢 ･小竹地区

板橋区
北区
足立区 (A 地区)

〃 (B 地区)

〃 (C 地区)

〃 (D 地区)

葛飾区
江戸川区 (計55.5)

6 ,4

2 ,7

1･0

0 .7

0 .9

1.7

0 .5

1･1

4 .2

L 9

2 ,1

0 .8

4.2

2.4

1.2

1･7

4.5

2.8

4.8

9.9

S 63‐ l

"

S 62 .11

S 61. 8

S 62‐ 3

S 62 .11

"

S 62 . 3

S 62 . 1

S 60 , 6

S 63‐ l

S 62‐ l

H 1.10

日 1‐ 4

S 62. 4

S 63. 1

H L 3

"

H 3. 1

H 4.12

3 環状 8 号線

(羽田高井戸線)

練馬区春日町

~ 同区北町

うち

(練馬区北町)

板橋区相生町

~ 同区小豆沢

うち

(板橋区相生町

同区志村)

杉並区上高井戸

~同区井草
(計 9 ,7)

0 ,8

0 ,4

2 .4

0 ･7

6 ,5

S 62 , 3

S 58.n

H 5. 7

H 1. 9

H 6 , 9

練馬区北町 ･早宮地区

〃 春日町 2丁目地区

板橋区 (A 地区)

〃 (B 地区)

杉並区

(計 8 .4)

0,4

0 .4

0 ･7

1.7

5 ,2

S 59 .ll

S 61. 8

H 2 .12

H 6 . 4

H 8 ,5 .31

4 一般国道 4号 足立区梅田

~ 同区西保木間

5.1 S 59 . 8 足立区 (A 地区)

〃 (B 地区) (計5.1)

3 .7

1.4

S 62 . 1

H l, 3

5 一般国道23号 四日市市北納屋町

~ 同市西末広町

l,2 S 59 , 9 四日市地区 1.2 S 62 .1l

6 一般国道254線 板橋区中丸町
~ 同区桜川

4,1 H 8 . 9 板橋区中丸町 4,l H 9 .1l

合 計 95 ,8

延べ

(115 .7)

合計 (29地区) 74.3

(平成11年 4月 1日現在)



ら
は
、
一
刻
も
早
く
道
路
交
通
騒
音
対
策
を
講
じ
る
べ

き
と
の
要
望
が
絶
え
ず
地
方
公
共
団
体
に
対
し
て
な
さ

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

幹
線
道
路
の
沿
道
に
お
い
て
、
騒
音
や
大
気
質
の
現

況
は
非
常
に
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
お
り
、
今
後
の
道

路
整
備
を
推
進
し
て
い
く
上
で
、
沿
道
環
境
の
改
善
は

最
重
要
課
題
の
一
つ
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
経
済
･
社
会

活
動
を
支
え
て
い
る
幹
線
道
路
の
役
割
と
沿
道
に
居
住

す
る
人
々
の
生
活
環
境
の
保
全
と
の
両
立
を
図
る
こ
と

を
基
本
理
念
と
し
て
、
沿
道
環
境
の
改
善
に
向
け
て
施

策
を
総
合
的
･
重
点
的
に
推
進
す
る
た
め
、
沿
道
環
境

改
善
事
業
を
創
設
す
る
こ
と
と
し
た

(平
成

=
年
度

事
業
費
四
八
六
億
円
、
国
費
二
九
五
億
円
)。

こ
の
た
め
、
四
車
線
道
路
の
み
な
ら
ず
、
幹
線
道
路

と
し
て
機
能
し
て
い
る
一
定
の
二
車
線
の
道
路
に
つ
い

て
沿
道
整
備
道
路
と
し
て
指
定
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
が
、
都
市
部
の
二
車
線
道
路
と
し
て

は
、
道
路
構
造
令
の
第
四
種
第
二
級
の
道
路
が
一
般
的

で
あ
り
、
こ
の
道
路
の
う
ち
容
量
を
超
え
る
よ
う
な
交

通
量
が
あ
る
道
路
、
つ
ま
り
日
交
通
量
が
設
計
基
準
交

通
量
を
上
回
っ
て
い
る
道
路
は
、
道
路
構
造
令
第
五
条

第
二
項
の
表
に
よ
り
日
交
通
量
が
一
万
台
を
超
え
て
い

る
道
路
と
な
る
o

そ
こ
で
、
一
万
台
を
新
た
な
自
動
車
交
通
量
の
基
準

と
す
る
も
の
で
あ
る
。

③
大
型
車
混
入
率
に
よ
る
自
動
車
の
日
交
通
量
の
基
準

の
補
正

幹
線
道
路
の
自
動
車
交
通
量
の
基
準
と
し
て
は
、
幹

線
道
路
の
大
量
物
流
、
人
流
に
果
た
し
て
い
る
機
能
か

ら
、
大
型
の
自
動
車
の
混
入
状
況
に
つ
い
て
考
慮
す
る

必
要
が
あ
る
。
こ
の
た
め
、
日
交
通
量
が
一
万
台
に
満

た
な
い
道
路
で
あ
っ
て
も
、
自
動
車
の
日
交
通
量
の
う

ち
大
型
の
自
動
車
の
日
交
通
量
の
占
め
る
割
合

(大
型

車
混
入
率
)
が
幹
線
道
路
網
を
構
成
す
る
道
路
に
お
け

る
標
準
的
な
値
を
超
え
る
道
路
に
あ
っ
て
は
、
一
万
台

未
満
四
千
台
以
上
の
範
囲
内
で
当
該
割
合
に
応
じ
建
設

省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
台
数
を
日
交

通
量
の
基
準
と
す
る
こ
と
に
よ
り
、
対
象
と
な
り
得
る

よ
う
に
す
る
。

※

自
動
車
の
日
交
通
量
の
基
準
は
、
一
万
台
で
あ
る
が
、

幹
線
道
路
に
お
け
る
大
量
輸
送
の
機
能
を
考
慮
す
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
の
で
、
大
型
車
の
混
入
が
大
き
い
場

合
に
は
、
こ
れ
を
加
味
し
て
基
準
値
を
補
正
す
る
必
要

が
あ
る
。
そ
こ
で
、
あ
る
日
交
通
量
に
つ
い
て
、
大
型

車
交
通
量
を
小
型
車
交
通
量
に
換
算
し
た
交
通
量

(以

下

｢等
価
小
型
車
交
通
量
｣
と
い
う
。)
で
評
価
す
る

と
、
次
の
式
に
な
る
。

等
価
小
型
車
交
通
量
=
小
型
車
交
通
量
十
輸
送
量
比
×

大
型
車
交
通
量

日
交
通
量
=
T
、
等
価
小
型
車
交
通
量
=
t
、

大
型
車
混
入
率
=
P
、
輸
送
量
比
=
α
と
す
る
と
、

汁
=

(
]
-
ヤ
)
×
弓
十
R
X
冠
X
弓

什
=

(
]
+

(R
ー
こ

せ
)
弓
!
!
!
!
!
!
,e

T
に
つ
い
て
解
く
と

弓
=
[
＼

]
+

(袋
-
]
)
ヤ
ー
,!
!
!
!
!
!
⑲

平
成
九
年
道
路
交
通
セ
ン
サ
ス
に
よ
る
と
、
平
均
大

型
車
混
入
率
=
二
二
%
(表
2
)、輸
送
量
比
=
二
九
(表

3
)
で
あ
る
の
で
、
大
型
車
混
入
率
が
平
均
値
で
あ
る

場
合
の
日
交
通
量
一
万
台
の
等
価
小
型
車
交
通
量
は
、

①
よ
り
、

[
=

(
]
+

("
-
□

×
o
･N
N
)
×
5
る
8

=
N
]③
×
]P
o
g
=
m
b
8
於

注1)データはH 9道路交通センサス
2)大型貨物車は普通貨物車、特車、特殊貨物車。大型乗用車はバス。
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図 1 大型車混入率ランク別延長

延
長

(師
)
比
率

大
型
車
混
入
率
P
に
応
じ
て
、
等
価
小
型
車
交
通
量

=
七

･
エ
ハ
X

一
○
、
0
0
0
=
七
一
、
六
〇
〇
台
に

相
当
す
る
日
交
通
量
を
求
め
る
に
は
、
②
よ
り
次
式
を

得
る
。

弓
=
q
･広
×
5
}8
O
＼

]
+

會
@
-
]
)

ヤ
=
5
)8
0
X
N
家
＼

｣
+
翳
せ

T
は
大
型
車
混
入
率
が
最
大
で
あ
る
と
き
に
最
小
と

な
る
。
P
の
最
大
値
は
、
P
=
○

･
六

(図
ー
)
で
あ

る
の
で
、
T
の
最
小
値
は
、

弓
=
三
･8
0
×
村
ぷ
＼

]
+
翳
×
。
･の

　
　
　　　
　
　
　
　
　
　

以
上
の
考
え
方
は
、
昭
和
五
五
年
の
沿
道
法
制
定
時

に
も
同
様
で
あ
り
、
当
時
は
、
昭
和
五
二
年
道
路
交
通

セ
ン
サ
ス
に
よ
り
、
平
均
大
型
車
混
入
率
=
一
八
%
、

輸
送
量
比
=
一
八
で
あ
っ
た
の
で
、
大
型
車
混
入
率
が

平
均
値
で
あ
る
場
合
の
日
交
通
量
四
万
台
の
等
価
小
型

車
交
通
量
は
、
①
よ
り
、

汁
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(
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T
は
大
型
車
混
入
率
が
最
大
で
あ
る
と
き
に
最
小
と

な
る
。
P
の
最
大
値
は
、
同
様
に
P
=
○
･
六
で
あ
る

の
で
、
T
の
最
小
値
は
、

弓
=
:
)8
0
×
▲
‐:
＼

｣
+
"
×
。
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は
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2

道
路
交
通
騒
音
の
基
準
の
改
正
(第
二
条
関
係
)

○
従
来
の
基
準
の
設
定
の
考
え
方

沿
道
法
制
定
時
に
設
定
さ
れ
た
弩
卸
ホ
ン
は
、
当
時

の
騒
音
と
睡
眠
と
の
関
係
に
係
る
知
見
、
騒
音
規
制
法

第
一
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
二
車
線
を
超
え
る

車
線
を
有
す
る
道
路
に
面
す
る
住
居
系
の
区
域
の
要
請

限
度
が
如
印
ホ
ン
で
あ
っ
た
こ
と
等
を
考
慮
し
て
設
定

さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
環
境
基
準
の
達
成
自
体
を
目

指
す
基
準
で
は
な
か
っ
た
。

こ
れ
は
従
来
の
環
境
基
準
が
、
幹
線
道
路
の
沿
道
に

つ
い
て
も
他
の

｢道
路
に
面
す
る
地
域
｣
と
同
じ
基
準

と
し
て
い
た
ほ
か
、
屋
外
騒
音
の
み
を
対
象
と
し
て
お

り
、
沿
道
法
に
よ
る
防
音
工
事
助
成
等
の
対
策
を
講
じ

て
も
、
環
境
基
準
の
観
点
か
ら
は
評
価
さ
れ
な
か
っ
た

こ
と
等
、
沿
道
法
の
基
準
を
環
境
基
準
に
合
わ
せ
て
設

定
す
る
合
理
性
が
な
か
っ
こ
と
に
よ
る
o

②
環
境
基
準
に
合
わ
せ
た
新
た
な
基
準
の
設
定

今
回
の
環
境
基
準
で
は
、
二
の
1
で
述
べ
た
よ
う
に
、

幹
線
道
路
の
騒
音
実
態
等
に
鑑
み
、
従
来
か
ら
の

｢道

路
に
面
す
る
地
域
｣
と
は
別
に
新
た
に
幹
線
道
路
近
接

空
間
の
基
準
が
特
例
と
し
て
導
入
さ
れ

(そ
の
水
準

道行セ 99,6 3 3
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は
従
来
の
環
境
基
準
と
同
等
の
水
準
と
な
っ
て
い

る
。)、
さ
ら
に
、
当
該
幹
線
道
路
の
近
接
空
間
に
つ
い

て
は
、
室
内
騒
音
の
基
準
と
し
て
屋
内
基
準
が
導
入
さ

れ
て
い
る
。

ま
た
、
騒
音
の
評
価
手
法
と
し
て
、
従
来
の
環
境
基

準
で
採
用
さ
れ
て
い
た
中
央
値

(脳
)
が
、
騒
音
の
総

暴
露
量
を
正
確
に
反
映
し
住
民
の
受
け
る
感
覚
に
あ
っ

た
手
法
で
あ
っ
て
国
際
的
に
も
広
く
採
用
さ
れ
て
い
る

等
価
騒
音
レ
ベ
ル

(国
)
に
変
更
さ
れ
て
い
る
等
、
近

年
の
騒
音
影
響
に
関
す
る
科
学
的
知
見
の
集
積
を
踏
ま

え
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

今
回
の
環
境
基
準
で
は
幹
線
道
路
近
接
空
間
の
区
分

の
導
入
に
よ
り
、
幹
線
道
路
の
沿
道
に
つ
い
て
の
基
準

と
し
て
合
理
的
な
水
準
が
設
定
さ
れ
、
ま
た
、
屋
内
基

準
の
導
入
に
よ
り
、
沿
道
法
に
よ
り
講
じ
ら
れ
る
防
音

工
事
助
成
等
の
施
策
が
正
当
に
評
価
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
こ
と
等
、
道
路
管
理
者
が
、
他
の
関
係
行
政
機
関

と
と
も
に
、
ま
さ
に
達
成
す
べ
き
目
標
と
し
て
基
準
値

が
設
定
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
沿
道
法
の
基
準
が
従
来
、
夜
間
の
基
準
の

み
と
し
て
い
た
の
は
、
沿
道
法
の
制
定
時

(昭
和
五
五

年
)、特
に
夜
間
に
お
け
る
道
路
交
通
騒
音
に
よ
る
睡
眠

妨
害
が
問
題
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る

が
、
四
三
号
最
高
裁
判
決
に
お
い
て
、
騒
音
が
一
日
平

均
で
評
価
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
会
話
等
の
生
活
妨
害
に

つ
い
て
も
認
容
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
昼

間
の
基
準
も
導
入
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
今
般
の
改
正
で
は
、
騒
音
に
係
る
指

定
基
準
を
環
境
基
準

(昼
…
蜘
わ
逍
、
夜
"
蜘
範
祗
).

に
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
環
境
基
準
を
超
え
る
幹
線

道
路
の
沿
道
に
つ
い
て
は
、
沿
道
法
に
よ
る
総
合
的
対

策
を
講
じ
る
こ
と
に
よ
り
、
環
境
基
準
の
達
成
に
努
め

る
こ
と
と
し
た
い
。

な
お
、平
成
四
年
の
計
量
法
の
全
部
改
正
に
よ
り
｢ホ

ン
｣
が
計
量
単
位
か
ら
削
除
さ
れ
た
た
め
、
計
量
単
位

に
つ
い
て
は
、
｢
ホ
ン
｣
か
ら

｢デ
シ
ベ
ル
｣
に
改
め
ら

れ
て
お
り
、
今
回
併
せ
て
、
計
量
単
位
を
見
直
す
こ
と

と
す
る
。

環
境
基
準
は
、
時
間
帯
区
分
毎
の
全
時
間
を
通
じ
た

等
価
騒
音
レ
ベ
ル
と
騒
音
影
響
の
関
係
に
関
す
る
科
学

的
知
見
に
基
づ
い
て
設
定
さ
れ
る
た
め
、
時
間
帯
区
分

毎
の
全
時
間
を
通
じ
た
等
価
騒
音
レ
ベ
ル
に
よ
っ
て
評

価
を
行
う
こ
と
が
原
則
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
騒
音
レ
ベ
ル
の
変
動
等
の
条
件
に

応
じ
て
、
連
続
測
定
し
た
場
合
と
比
べ
て
統
計
的
に
十

分
な
精
度
を
確
保
し
う
る
範
囲
内
で
実
測
時
間
を
短
縮

す
る
こ
と
が
で
き
る
旨
省
令
で
規
定
さ
れ
て
い
る
。

五

お
わ
り
に

表
1
で
示
す
よ
う
に
、
依
然
と
し
て
道
路
交
通
騒
音
の

著
し
い
道
路
は
多
く
残
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

沿
道
整
備
道
路
の
指
定
が
な
さ
れ
て
い
る
の
は
一
〇
0
m

程
度
で
あ
る
o

今
回
、
沿
道
整
備
道
路
の
指
定
基
準
の
う
ち
、
自
動
車

交
通
量
及
び
道
路
交
通
騒
音
の
基
準
に
併
せ
て
、
車
線
数

要
件
(｢幹
線
道
路
の
沿
道
の
整
備
に
関
す
る
法
律
の
施
行

に
つ
い
て
｣
に
規
定
)
も
見
直
す
こ
と
と
し
、
沿
道
整
備

道
路
の
指
定
対
象
延
長
は
飛
躍
的
に
拡
大
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。

今
後
、
こ
の
よ
う
な
改
正
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
環
境
基

準
を
継
続
的
に
超
え
て
い
る
道
路
で
あ
っ
て
、
道
路
構
造

対
策
や
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
な
ど
の
道
路
整
備
を

講
じ
て
も
、
な
お
沿
道
環
境
の
改
善
の
た
め
に
沿
道
の
整

備
が
必
要
な
場
合
に
つ
い
て
は
、
沿
道
整
備
道
路
の
指
定

が
な
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
も
の
で
あ
る
。
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幹
線
道
路
の
沿
道
の
整
備
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
案
新
旧
対
照
条
文

(傍
線
部
分
は
改
正
部
分
)

;

(自
動
車
交
通
量
の
基
準
)

第
一
条

幹
線
道
路
の
沿
道
の
整
備
に
関
す
る
法
律

(以
下

｢法
｣
と
い
う
。)
第
五
条
第
一
項
第
一
号
の
政
令
で

定
め
る
基
準
は
、
自
動
車
の
日
交
通
量
が
一
万
台

(自
動
車
の
日
交
通
量
の
う
ち
建
設
省
令
で
定
め
る
大
型
の

自
動
車
の
日
交
通
量
の
占
め
る
割
合
が
幹
線
道
路
網
を
構
成
す
る
道
路
に
お
け
る
標
準
的
な
値
を
超
え
る
道
路

に
あ
っ
て
は
、
一
万
台
未
満
四
千
台
以
上
の
範
囲
内
で
当
該
割
合
に
応
じ
建
設
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り

算
定
し
た
台
数
)
で
あ
る
こ
と
と
す
る
。

2

(略
)

(道
路
交
通
騒
音
の
基
準
)

第
二
条

法
第
五
条
第

一
項
第
二
号
の
政
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
と
す

る
し0

一

路
端
に
お
け
る
夜
間
の
道
路
交
通
騒
音
の
大
き
さ
が
六
十
五
デ
シ
ベ
ル
で
あ
る
こ
と
。

二

路
端
に
お
け
る
昼
間
の
道
路
交
通
騒
音
の
大
き
さ
が
七
十
デ
シ
ベ
ル
で
あ
る
こ
と
。

2

(略
)

改

正

案

(自
動
車
交
通
量
の
基
準
)

第
一
条

幹
線
道
路
の
沿
道
の
整
備
に
関
す
る
法
律

(以
下
｢法
｣
と
い
う
。)
第
五
条
第
一
項
第
一
号
の
政
令
で

定
め
る
基
準
は
、
自
動
車
の
日
交
通
量
が
四
万
台

(自
動
車
の
日
交
通
量
の
う
ち
建
設
省
令
で
定
め
る
大
型
の

自
動
車
の
日
交
通
量
の
占
め
る
割
合
が
幹
線
道
路
網
を
構
成
す
る
道
路
に
お
け
る
標
準
的
な
値
を
超
え
る
道
路

に
あ
っ
て
は
、
四
万
台
未
満
一
万
五
千
台
以
上
の
範
囲
内
で
当
該
割
合
に
応
じ
建
設
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
算
定
し
た
台
数
)
で
あ
る
こ
と
と
す
る
。

2

(略
)

(道
路
交
通
騒
音
の
基
準
)

第
二
条

法
第
五
条
第

一
項
第
二
号
の
政
令
で
定
め
る
基
準
は
、
路
端
に
お
け
る
夜
間
の
道
路
交
通
騒
音
の
大
き

さ
が
六
十
ホ
ン
で
あ
る
こ
と
と
す
る
。

2

(略
)

現

行

○
幹
線
道
路
の
沿
道
の
整
備
に
関
す
る
法
律
施
行
令

(昭
和
五
十
五
年
政
令
第
二
百
七
十
三
号
)



幹
線
道
路
の
沿
道
の
整
備
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
案
新
旧
対
照
条
文

3 6 道行セ 99.6

(令
第

一
条
第
一
項
の
台
数
)

第
三
条

令
第
一
条
第
一
項
の
台
数
は
、
次
の
式
に
よ
り
算
定
し
た
台
数

(当
該
台
数
が
四
千
台
に
満
た
な
い
と

き
は
、
四
千
台
)
と
す
る
。

5
8
o獸
x
於
茅

備
考P

は
、
自
動
車
の
日
交
通
量
の
う
ち
大
型
の
自
動
車
の
日
交
通
量
の
占
め
る
割
合
で
百
分
の
二
十
二
を
超

え
る
も
の
と
す
る
。

(夜
間
等
)

第
四
条

令
第
二
条
第
一
項
の

｢夜
間
｣
と
は
、
午
後
十
時
か
ら
翌
日
の
午
前
六
時
ま
で
の
間
を
い
い
、
｢昼
間
｣

と
は
、
午
前
六
時
か
ら
午
後
十
時
ま
で
の
間
を
い
う
。

2

令
第
二
条
第
一
項
の

｢デ
シ
ベ
ル
｣
と
は
、
計
量
単
位
令

(平
成
四
年
政
令
第
三
百
五
十
七
号
)
別
表
第
二

第
六
号
に
定
め
る
音
圧
レ
ベ
ル
の
計
量
単
位

(同
号
の
聴
感
補
正
に
係
る
も
の
に
限
る
。)
を
い
う
。

(令
第
二
条
第
一
項
の
道
路
交
通
騒
音
の
大
き
さ
)

第
五
条

令
第
二
条
第
一
項
の
道
路
交
通
騒
音
の
大
き
さ
は
、
当
該
道
路
の
道
路
交
通
騒
音
の
状
況
が
年
間
を
通

じ
て
標
準
的
と
認
め
ら
れ
る
日
の
夜
間
又
は
昼
間
の
全
時
間
を
通
じ
て
測
定
し
、
等
価
騒
音
レ
ベ
ル
に
よ
っ
て

評
価
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
全
時
間
を
連
続
し
て
測
定
し
た
場
合
に
比
べ
て
統
計
的
に
十
分
な
精
度
を

確
保
し
う
る
範
囲
内
で
あ
れ
ば
、
実
際
に
測
定
す
る
時
間
を
短
縮
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。

2

(略
)

改

正

案

(令
第
一
条
第

一
項
の
台
数
)

第
三
条

令
第
一
条
第
一
項
の
台
数
は
、
次
の
式
に
よ
り
算
定
し
た
台
数

(当
該
台
数
が
一
万
五
千
台
に
満
た
な

い
と
き
は
、
一
万
五
千
台
)
と
す
る
。

:
･8
6獸
×
｣
笹
塚
せ

備
考P

は
、
自
動
車
の
日
交
通
量
の
う
ち
大
型
の
自
動
車
の
日
交
通
量
の
占
め
る
割
合
で
百
分
の
十
八
を
超
え

る
も
の
と
す
る
。

(夜
間
等
)

第
四
条

令
第
二
条
第
一
項
の

｢夜
間
｣
と
は
、
騒
音
規
制
法
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
指
定
地
域
内

に
お
け
る
自
動
車
騒
音
の
限
度
を
定
め
る
命
令

(昭
和
四
十
六
年
縣
擁
飜
令
第
三
亘
ソ)
の
表
の
備
考
第
三
項
の

規
定
に
基
づ
き
都
道
府
県
知
事
が
夜
間
と
し
て
定
め
た
時
間
を
い
う
。

2

令
第
二
条
第

一
項
の

｢ホ
ン
｣
と
は
、
計
量
法

(昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
七
号
)
第
五
条
第
四
十
四
号

に
定
め
る
騒
音
レ
ベ
ル
の
計
量
単
位
を
い
う
。

(令
第
二
条
第
一
項
の
道
路
交
通
騒
音
の
大
き
さ
)

第
五
条

令
第
二
条
第
一
項
の
道
路
交
通
騒
音
の
大
き
さ
は
、
当
該
道
路
の
道
路
交
通
騒
音
の
状
況
が
年
間
を
通

じ
て
標
準
的
と
認
め
ら
れ
る
日
の
夜
間
又
の
全
時
間
に
つ
い
て
行
う
一
時
間
毎
の
測
定
に
よ
る
値
の
う
ち
、
大

き
い
順
に
一
番
目
か
ら
四
番
目
ま
で
の
値
の
平
均
値
に
よ
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
一
時
間
毎

の
測
定
に
よ
る
値
は
、
中
央
値
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

2

(略
)

現

行

○
幹
線
道
路
の
沿
道
の
整
備
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則

(昭
和
五
十
五
年
建
設
省
令
第
十
二
号
)

(傍
線
部
分
は
改
正
部
分
)



福
岡
高
速
二
号
線
◎
四
号
線
供
卿
に
つ
い
て

道
路
局
有
料
道
路
課

一
は
じ
め
に

平
成
三

年
三
月
二
七
日
、
午
後
三
時
に
福
岡
高
速
二

号
線
月
隈
-
水
域

(太
宰
府
I
C
)
間
六
･
三
如
、
同
高

速
二
号
線
半
道
橋
出
入
ロ
及
び
同
高
速
四
号
線
貝
塚
ー
粕

屋
間
四
･
五
虹
が
供
用
さ
れ
た

(図
ー
及
び
図
2
参
照
)。

特
に
高
速
二
号
線
が
太
宰
府
I
C
と
接
続
す
る
こ
と
に

よ
り
、
福
岡
高
速
道
路
は
初
め
て
高
規
格
幹
線
道
路
で
あ

る
九
州
自
動
車
道
と
直
結
す
る
こ
と
に
な
り
、
福
岡
地
区

の
地
域
経
済
や
産
業
･
観
光
等
の
発
展
に
大
き
な
効
果
を

も
た
ら
す
と
と
も
に
、
九
州
を
は
じ
め
と
す
る
各
地
と
の

連
携
の
一
層
の
強
化
が
図
ら
れ
る
も
の
と
、
そ
の
期
待
さ

れ
る
役
割
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
大
き
い
も
の
が
あ
る
。

以
下
で
は
、
供
用
開
始
後
約
二
カ
月
が
経
過
し
た
福
岡

高
速
二
号
線
･
四
号
線
を
中
心
に
、
そ
の
意
義
、
供
用
開

始
に
至
る
ま
で
の
事
業
変
更
経
緯
及
び
今
後
の
整
備
路
線

等
に
つ
い
て
記
し
て
い
く
。

二

期
待
さ
れ
る
役
割

今
回
の
新
規
供
用
に
期
待
さ
れ
る
役
割
は
大
き
く
以
下

の
三
つ
が
あ
る
。

の

走
行
時
間
の
短
縮

一
般
国
道
三
号

(福
岡
南
バ
イ
パ
ス
)
は
、
都
心
部
と

福
岡
都
市
圏
の
南
部
方
面
を
結
ぶ
幹
線
道
路
で
、
日
交
通

量
が
六
･
三
万
台

(平
成
九
年
度
)
と
慢
性
的
な
渋
滞
が

発
生
し
て
る
路
線
で
あ
る
。
ま
た
、
一
般
国
道
二
〇
一
号

(福
岡
東
バ
イ
パ
ス
)
及
び
市
道
松
島
貝
塚
線
は
、
都
心

部
と
福
岡
都
市
圏
の
東
部
方
面
を
結
ぶ
幹
線
道
路
で
あ
り
、

同
様
に
こ
の
路
線
も
日
交
通
量
が
六
･
0
万
台

(平
成
九

年
度
)
あ
り
、
慢
性
的
な
渋
滞
が
発
生
し
て
い
る
路
線
で

あ
る
。

今
回
、
高
速
二
号
線
及
び
高
速
四
号
線
の
供
用
に
よ
り
、

こ
の
区
間
の
定
時
性
、
高
速
性
が
確
保
さ
れ
以
下
の
よ
う

な
効
果
が
あ
ら
わ
れ
た
。

①

太
宰
府
I
C
か
ら
福
岡
都
心
部

(天
神
)
ま
で
の

ピ
ー
ク
時
の
所
要
時
間
が
約
四
五
分
か
ら
約
二
〇
分

に
な
り
、
約
二
五
分
の
短
縮
が
図
ら
れ
た
。

②

福
岡
I
C
か
ら
福
岡
都
心
部

(天
神
)
ま
で
の
ピ

ー
ク
時
の
所
要
時
間
が
約
三
五
分
か
ら
約
二
〇
分
に

な
り
、
約
一
五
分
の
短
縮
が
図
ら
れ
た
。

③

国
道
三
号
、
国
道
二
〇
一
号
の
交
通
量
が
二
-
三

割
程
度
減
少
し
、
一
般
道
路
の
混
雑
も
緩
和
さ
れ
た
。

②

他
地
域
と
の
交
流
拡
大

今
回
、
特
に
九
州
自
動
車
道
か
ら
直
接
福
岡
都
心
部
へ

乗
り
入
れ
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
地
域
間
の
運
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携
･
交
流
が
益
々
盛
ん
に
な
り
、
福
岡
都
市
圏
の
み
な
ら

①

福
岡
都
心
部
か
ら
の
六
〇
分
圏
域
は
従
来
の
一
五

高
速
二
号
線
半
道
橋
出
入
ロ
の
設
置
で
九
州
自
動
車
道

ず
、
九
州
全
体
の
社
会
経
済
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
す
る

市
三
七
町
村
か
ら
一
九
市
五
四
町
村
に
拡
大
さ
れ
た
。

方
面
か
ら
は
太
宰
府
I
C
、
高
速
二
号
線
経
由
で
福
岡
空

こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

③

そ
の
他

港

(国
際
線
)
へ
の
接
続
が
可
能
と
な
り
利
便
性
が
大
幅

l新規供用区間概要図 = /ヘ
ノ

　　　　　　

で
、
も
も、
、
粋
＼
を

　
　

　
　

　

　

イ
ノ
へ
A

i

(

.

/

/

‘

/
/

-

＼
＼

#
ハ
ト

、

日

?ゞゞ
ゞ

　
　
　　

　

　　
　
　　
　　
　
　

　
　

　　

　

　
　

　　
　
　

　

　

　　　
　

図 1 福岡高速道路新規供用区間概要図



表 1 福岡高速道路の供用経緯

供用区分 供用年月日
供用延長(km)

供用区間
区 間 延 長

一次供用 S 55,10.20

S 57. 3 .27

S 58 . 6 .30

5.9 5 .9

5 .9

5 .9

香椎~ 束浜

貝塚入ロ

貝塚出口

二次供用 S 58,10 , 6 1.5 7 .4 東浜~ 築港

三次供用 S 61, 4.23 0 .8 8 .2 千鳥橋JC T ~ 呉服町

四次供用 S 62.11. 6 1･0 9 .2 築港~ 天神北

五次供用 S 63.10 .31 2 ,1 11.3 天神北~ 西公園

千鳥町JC T (渡り線)

六次供用 H 元. 3. 4 5 .2 16 ,5 西公園~ 百道

呉服町~ 榎田

豊JC T ~ 空港通

H 2.12.25 16.5 名島本線料金所拡中

H 3 . 3.21 16.5 束浜西出口

H 4. 4 .23 16 .5 名島出入口

H 4. 7 . 1 16 .5 東浜西入口

七次供用 H 5, 4 , 2 0 .9 17 .4 香椎東~ 香椎

八次供用 H 6, 4 . 4 2 .8 20 ,2 榎田~ 月隈

九次供用 H 1l. 3.27 10 ,8 3l .O 半道橋出入口

月隈~ 水城 (太宰府IC )

貝塚~ 粕屋

に
向
上
す
る
と
期
待
さ
れ
、
ま
た
、
九
州
自
動
車
道
方
面

か
ら
の
国
内
線
利
用
に
つ
い
て
も
、
今
回
の
供
用
の
高
速

二
号
線
金
の
隈
出
入
口
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
利
便

性
の
向
上
が
図
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

三

福
岡
高
速
道
路
の
供
用
経
緯

福
岡
高
速
道
路
で
は
、
昭
和
五
五
年

一
〇
月
の
香
椎

-
束
浜
間
五
･
九
如
の
供
用
を
皮
切
り
に
、
こ
れ
ま
で
に

二
0
･
二
虹
を
供
用
し
て
き
た
。
そ
し
て
今
回
新
規
供
用

延
長
一
0
･
八
如
を
加
え
る
こ
と
で
計
三
一
･
○
騒
の
都

市
高
速
道
路
と
な
っ
た
。
表
1
で
は
こ
れ
ま
で
の
供
用
経

緯
を
見
て
い
く
o

表 2 福岡高速 2号線 ･ 4号線事業概要 (新規供用分)

都市計画決定

平成 2年l2月17日 福岡県告示 2号線延伸 (半道橋~ 月隈JC T )

4号線新規 (貝塚JC T ~ 多の津)
平成 4年 8月26日 福岡県告示 2号線延伸 (月隈JC T ~ 水城 ･太宰府IC )

4号線延伸 (多の津~ 福岡IC )

路線認定

平成 3年 1月 4日 福岡市告示 2号半道橋西月隈線、 4号線

平成 4年12月21日 福岡市告示 2号西月隈水域線、 4号多の津蒲田線

自動車真専用道路指定

平成 3年 1月 7日 福岡市告示 2号半道橋西月隈線、 4号線

平成 5年 1月 4日 福岡市告示 2号西月隈水域線、 4号多の津蒲田線

基本計画認可

平成 3年 8月13日 建設大臣認可 2号線延伸 (半道橋~ 月隈JC T )

4号線新規 (貝塚JC T ~ 多の津)
平成 5年 4月 9日 建設大臣認可 2号線延伸 (月隈JC T ~ 水域 ･太宰府IC )

4号線延伸 (多の津~ 福岡IC )

整備計画許可

平成 3年10月 7日 建設大臣許可 2号線延伸 (半道橋~ 月隈JC T )

4号線新規 (貝塚JC T ~ 多の津)

平成 5年 6月23日 建設大臣許可 2号線延伸 (月隈JC T ~ 水城)

4 号線延伸 (多の滓~ 粕屋)

平成 9年 8月25日 建設大臣許可 工期延期等

平成10年 2月 6日 建設大臣許可 2号線延伸 (太宰府IC連結)

4号線延伸 (粕屋 ~ 福岡IC連結)

四

事
業
経
緯
及
び
計
画
の
概
要

福
岡
高
速
二
号
線
･
四
号
線

(今
回
新
規
供
用
分
)
に

つ
い
て
の
主
な
事
業
経
緯
及
び
計
画
の
概
要
に
つ
い
て
そ

れ
ぞ
れ
表
2
及
び
表
3
で
見
て
い
く
。



五

福
岡
高
速
道
路
の
交
通
量

こ
こ
で
は
供
用
前
後
の
交
通
量
を
比
較
す
る
こ
と
で
供

用
の
効
果
を
見
て
い
く
こ
と
と
す
る

(表
4
)。

印

全
体
利
用
交
通
量

供
用
前
の
九
二
、
七
〇
〇
台
/
日
か
ら
供
用
延
伸
で
一

(1) の こ 五
表 3 計画の概要

福岡高速 2号線 福岡高速 4号線

路線名 福岡市道福岡高速 2号線

福岡市道福岡高速 2号半道橋西月隈線

福岡市道福岡高速 2号西月隈水域線

福岡市道福岡高速 4号線

福岡市道福岡高速 4号多の滓蒲田線

事業区間 福岡市博多区半道橋二丁目及び

福岡市博多区西月隈二丁目から

太宰府市水城二丁目まで

福岡市東区箱崎ふ頭二丁目から

糟屋郡粕屋町大字戸原まで

延長 6.3km 4.5km

出入口 半道橋、 金の隈、 大野城、 水城 貝塚、 松島、 多の津、 粕屋

道路の規格構造 2種 1級、 2種 2級 2種 2級

設計速度 80km/h、 60km/h 60km/h

車線数 4車線 4車線

代表幅員 20 .35 m、 18 ,1m 18 .1 m

事業費 852億円 628億円

表 4 福岡高速道路の交通量 (供用前後) 台/日

二

一
、
九
〇
〇
台
/
日
に
、
率
に
し
て
三

一
%
の
増
加
と

千
代
が
大
き
く
増
加
し
、
都
心
部
に
お
け
る
高
速
利
用
交

な

っ
て
い
る
。

通
の
分
散
が
図
ら
れ
て
い
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

②

ラ
ン
プ
利
用
交
通
量

六

福
岡
高
速
道
路
の
事
業
計
画

新
規
供
用
区
間
に
つ
い
て
み
る
と
、
高
速
二
号
線
の
端

末
で
あ
る
太
宰
府
I
C

(九
州
自
動
車
道
接
続
)
及
び
水

福
岡
高
速
道
路
で
は
、
現
在
五
六
･
八
如
の
整
備
計
画

城

(国
道
三
号
接
続
)
の
出
入
り
は
合
わ
せ
て
約
三
四
、

(平
成
一
〇
年
三
一月
二
五
日
建
設
大
臣
許
可
)
を
実
施

0
0
0
台
/
日
で
あ
り
、
全
体
利
用
交
通
量
の
二
八
%
が

し
て
お
り
、
今
回
の
新
規
供
用
に
よ
り
そ
の
う
ち
三
一
･

利
用
、
高
速
四
号
線
の
端
末
で
あ
る
粕
屋

(国
道
二
〇
一

〇
如
が
供
用
中
区
間
と
な

っ
て
い
る

(図
2
)。

号
接
続
)
を
合
わ
せ
る
と
約
五
○
、
0
0
0
台
/
日
で
、

路
線
網
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
都
心
と
市
街
地
周
辺

鱒

全
体
の
四
一
%
が
利
用
し
て
い
る
。

の
連
結
に
よ
り
、
都
市
内
の
交
通
混
雑
の
緩
和
を
図
り
、

ャ行

一
方
、
既
供
用
区
間
の
都
心
部
ラ
ン
プ
で
あ
る
天
神
北
、

都
心
と
の
連
絡
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
九
州
自
動
車
道

営

築
港
、
呉
服
町
、
千
代
の
利
用
は
合
計
で
二
六
%
の
増
と

の
福
岡
I
C
、
太
宰
府
I
C
及
び
西
九
州
自
動
車
道
と
の

り　　

な
っ
て
お
り
、
内
訳
を
見
る
と
従
来
利
用
の
少
な
か
っ
た

連
結
に
よ
り
、
他
の
都
市
と
の
連
携
を
図
る
こ
と
を
基
本

供用前 供用後 増加量 増加率

全体利用交通量 92,700 121,900 29 ,200 31 %

端

末

部

香椎東 24,900 23 ,800 - 1'100 - 4 %

西公園 13,800 16 ,000 2,200 16 %

百道 34,500 36 ,900 2,400 7 %

水城 1L 500 11,500

太宰府IC 22 ,400 22,400

粕屋 15,700 15,700

都
心
部

天神北 16,100 19 ,500 3,400 21%

築港 4,000 4 ,700 700 18 %

呉服町 10'000 10 ,700 700 7 %

千代 1'700 5 ,300 3 ,600 212 %

注 1 :供用 (3月27日) 前後で、 前は 1週間の平均、 後は 2

週間の平均、 代表例として端末部及び都心部のランプ

のみを比較している。
2 :高速 1号線の端末は百道であるが、 百道の利用が多い

時間帯は手前の西公園が利用されていると考えられる

ため、 ここでは西公園も百道同様端末ランプとした。



方
針
と
し
て
い
る
。

へ高
速
一
号
線
〉

東
区
の
副
都
心
香
椎
か
ら
博
多
区
、
中
央
区
、
早
良
区

を
経
て
西
区
の
福
重
に
至
る
延
長
一
八
･
0
虹
の
路
線
で
、

都
心
と
東
西
部
を
結
ぶ
ほ
か
、
国
道
三
号
や
国
道
二
〇
一

号
と
い
っ
た
幹
線
道
路
の
バ
イ
パ
ス
的
役
割
も
果
た
し
、

都
市
内
の
混
雑
緩
和
を
図
る
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
現
在
百
道
-
福
重
間

(五
･
三
蝿
)
に
つ
い
て

事
業
中
で
あ
る
o

へ高
速
二
号
線
〉

高
速
一
号
線
千
鳥
橋
J
C
T
か
ら
国
道
三
号
、
福
岡
南

バ
イ
パ
ス

(国
道
三
号
)
等
の
上
空
を
走
行
し
、
太
宰
府

市
に
至
る
一
三
･
二
如
の
路
線
で
、
福
岡
都
市
圏
南
部
方

面
と
の
連
絡
を
図
る
ほ
か
、
九
州
自
動
車
道
太
宰
府
I
C

と
の
連
結
に
よ
り
、
他
の
都
市
と
の
連
携
強
化
を
図
る
も

の
で
あ
る
。

へ高
速
三
号
線
〉

高
速
二
号
線
豊
J
C
T
か
ら
空
港
方
面
へ
の
連
絡
を
図

る
○
･
六
如
の
路
線
で
あ
る
。

へ高
速
四
号
線
〉

高
速
一
号
線
貝
塚
J
C
T
か
ら
福
岡
東
バ
イ
パ
ス

(国

道
二
〇
一
号
)
等
の
上
空
を
走
行
し
、
東
区
蒲
田
に
至
る

延
長
六
･
九
虹
の
路
線
で
、
福
岡
都
市
圏
東
部
方
面
と
都

心
と
の
連
絡
を
図
る
ほ
か
、
九
州
自
動
車
道
福
岡
I
C
と

の
連
結
に
よ
り
、
他
の
都
市
と
の
連
携
強
化
を
図
る
も
の

で
あ
る
。

翻

れ
州

目
勁
驗
道

を
ノリ
は

　
　

　

芥

庁

　

　

　

勧

多

灘

博

界玄

凡 例

鬮
間区中鯛 皺

聯 離瓣 鰍
図 2 福岡高速道路計画図

福岡高速道路計画図



表 5 福岡高速道路の
現行料金

現 行 料 金

普通車 大型車

5lo円 1
,
030円

(平成12年 3月27日まで適用)

表 6 福岡高速道路の
新料金

新 料 金

普通車 大型車

550円 1
,
100円

(平成12年 3月28日から適用)

な
お
、
現
在
、
貝
塚
J
C
T
0
･
五
畑
及
び
粕
屋
-
福

岡
I
C
間

(
一
･
九
m
)
に
つ
い
て
事
業
中
で
あ
る
。

へ高
速
五
号
線
〉

高
速
二
号
線

(月
隈
)
と
高
速
一
号
線

(福
重
)
を
連

絡
す
る
一
八
･
一
如
の
路
線
で
、
高
速
一
号
線
か
ら
高
速

四
号
線
ま
で
の
既
路
線
に
加
え
、
高
速
五
号
線
の
整
備
を

行
う
こ
と
に
よ
り
、
九
州
自
動
車
道
、
西
九
州
自
動
車
道

と
連
携
し
た
放
射
環
状
型
の
自
動
車
専
用
道
路
網
を
形
成

し
、
福
岡
市
西
南
部
と
他
地
域
と
の
連
絡
強
化
、
都
心
部

通
過
交
通
の
排
除
、
交
通
の
分
散
に
よ
る
幹
線
道
路
の
交

通
混
雑
緩
和
及
び
都
市
機
能
の
充
実
･
強
化
、
地
域
の
活

性
化
を
図
る
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
現
在
全
線

(
一
八
･
一
如
)
が
事
業
中
区
間
と

な

っ
て
い
る
。

七

福
岡
高
速
道
路
の
料
金

福
岡
高
速
道
路
の
現
行
料
金
は
表
5
の
と
お
り
で
あ
る
。

今
回
の
新
規
供
用
及
び
震
災
対
策
等
の
改
築
事
業
の
実

施
に
伴
い
、
福
岡
県
知
事
及
び
道
路
管
理
者
で
あ
る
福
岡

表 7 回数券割引の概要

現行回数券 (平成12年 3月27日まで適用) 新回数券 (平成12年 3月28日から適用)

券の種類
普通車 大型車 普通車 大型車

販売価格 割引率 販売価格 率引割 臟売販 率引割 格価売販 悴愕生ロ

100回券 42
,
000円 約18 % 84

,
000円 眺約 砺燭 眺約 鯛鞠 %蜷約

24回券 10
,
500円 約14 % 21

,
000円 眺約 砺劔 眺約 ㈱惣 眺14約

9回券 4
,
200円 約 8 % 8

,
400円 %約 円nUにJ生 %約 円nY0J& %m約

市
長
の
同
意
を
経
て
、
福
岡
北
九
州
高
速
道
路
公
社
よ
り

平
成
一
一
年
二
月
一
九
日
に
運
輸
、
建
設
両
大
臣
に
表
6

の
よ
う
な
料
金
認
可
申
請
が
な
さ
れ
、
同
年
三
月
九
日
に

申
請
の
と
お
り
認
可
を
受
け
て
い
る
。

な
お
、
今
回
の
供
用
に
伴
い
、
九
州
自
動
車
道
と
直
結

し
た
こ
と
も
あ
り
、
ハ
イ
ウ
ェ
イ
力
i
ド
を
利
用
す
る
こ

と
が
可
能
と
な
っ
た
。

急ぎ&



河
川
敷
地
占
用
許
可
準
則
の
見
直
し
の
方
針
は
い
か
に
あ
る
べ
き
か

飛　

ー
ー
河
川
の
地
下
に
も
道
路
ー
ー

河
川
局
水
政
課

見
を
聴
く
こ
と
と
し
た
こ
と
。

②

占
用
主
体
に
、

･
市
街
地
開
発
事
業
を
行
う
者
及
び
当
該
事
業
と

一
体
と
な
っ
て
関
連
事
業
に
係
る
施
設
の
整
備
を

行
う
者
を
追
加
し
た
こ
と
。

･
水
面
利
用
調
整
協
議
会
等
で
認
め
ら
れ
た
船
舶

係
留
施
設
等
の
整
備
を
行
う
者
を
追
加
し
た
こ
と
。

③

占
用
施
設
に
、

･
堤
防
の
天
端
若
し
く
は
裏
小
段
又
は
地
下
に
設

置
す
る
道
路
を
追
加
し
た
こ
と
。

.
遊
歩
道
、
階
段
等
の
親
水
施
設
を
追
加
し
た
こ

!ンし
0

燭

地
元
市
町
村
が
占
用
許
可
後
に
河
川
敷
地
の
具
体

的
利
用
方
法
を
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
る

｢包
括
占

用
許
可
｣
制
度
を
創
設
し
た
こ
と
。

平
成
一
一
年
三
月
二
五
日
の
河
川
審
議
会
総
会
に
お
い

て
、
建
設
大
臣
に
対
し

｢河
川
敷
地
占
用
許
可
基
準
の
見

直
し
の
方
針
は
い
か
に
あ
る
べ
き
か
｣
が
答
申
さ
れ
た
。

こ
れ
は
、昨
年
三
月
三
一
日
の
建
設
大
臣
か
ら
の
諮
問
｢川

の
三
六
五
日
を
重
視
し
た
河
川
行
政
を
展
開
す
る
た
め
に
、

河
川
敷
地
占
用
許
可
準
則
を
見
直
し
、
河
川
環
境
に
配
慮

し
つ
つ
河
川
敷
地
の
多
様
な
利
用
を
よ
り
一
層
推
進
す
る

と
と
も
に
、
そ
の
利
用
方
法
を
地
域
の
要
請
に
こ
た
え
た

も
の
と
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
そ
の
見
直
し
方

針
は
い
か
に
あ
る
べ
き
か
｣
に
対
す
る
も
の
で
あ
る
。

一

河
川
敷
地
占
用
許
可
準
則
と
は

河
川
敷
地
は
、
公
園
、
グ
ラ
ン
ド
等
と
し
て
、
ま
た
、

道
路
橋
等
の
敷
地
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
よ

う
な
利
用
を
行
う
た
め
に
は
河
川
法
第
二
四
条
に
規
定
す

る
占
用
の
許
可
や
同
法
第
二
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
工

作
物
の
新
築
の
許
可
等
を
受
け
る
必
要
が
あ
る
。

河
川
敷
地
占
用
許
可
準
則

(以
下

｢準
則
｣
と
い
う
。)

は
、
こ
の
占
用
の
許
可
等
を
河
川
管
理
者
が
行
う
際
の
審

査
基
準
で
あ
り
、
建
設
事
務
次
官
か
ら
通
達
さ
れ
て
い
る
。

当
初
の
準
則
は
新
河
川
法
が
施
行
さ
れ
た
昭
和
四
〇
年

に
制
定
さ
れ
、
そ
の
後
、
ス
ポ
ー
ツ
･
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
活
動
の
場
と
し
て
の
河
川
敷
地
の
利
用
の
要
請
の
増
大

等
に
対
応
す
る
た
め
、
平
成
六
年
に
全
面
的
な
改
正
が
行

わ
れ
、
現
在
に
至

っ
て
い
る
。

今
後
、
今
般
の
答
申
に
基
づ
き
、
新
た
な
河
川
敷
地
占

用
許
可
準
則
を
通
達
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

一
一
準
則
の
主
な
改
正
点

①

占
用
許
可
申
請
に
つ
い
て
、
地
元
市
町
村
等
の
意



河川敷地占用許可準則改正の要点

項 目 現行制度の概要 改正の要点

○目 的 河川本来の機能が維持され良好な環

境の保全と適正な利用が図られるよう、
占用許可の基準を定める

河川の有する ｢;台水、 利水及び環境に係る本

来の機能が総合的かつ十分に維持｣ され、 良好

な環境の保全と適正な利用が図られるよう、｢地

域の意向を踏まえつつ｣ 適正な河川管理を推進

することとした

○地域の意

向の反映

占用許可申請について、 地元の ｢市町村の意

見を聴く｣ ものとし、 地域の意見を反映

○占用主体

･占用施

○占用主体

･国、 地方公共団体、 公共法人等の

｢公的主体等｣
･必要やむを得ない事業者等

○占用施設

面的占用、 工作物占用に 2分類

占用主体、 占用施設をわかりやすく分類整理

し、 明確化

○占用主体

･公共公益性のある事業 活動を行う者を
原則とし、 6分類に区分して主体を明確

化
･ ｢市街地開発事業関連施設の整備を行う

者｣ を追加

･ ｢水面利用調整協議会で認められた船舶

係留施設の設置事業者｣ を追加

○占用施設

･利用形態により 6分類に整理

･ ｢堤防の天端又は裏小段に設置する道路｣

を追加

･ ｢遊歩道、 階段等の親水施設｣ を追加

･ ｢地下に設置する道路｣ を追加

○治水上の

基準
面的占用、 工作物占用に区分し占用

方法の基準を画一的に規定

占用施設の位置、 構造等についての ｢画一的

な基準を廃止｣ して、 治水上支障を生じないこ

げごついて、 具体的な工作物ご は二26条等の許

可と一体的に判断

○自由使用
との調整

河川の自由使用を妨げないものであ

ること

必要に応じて、 一般公衆の ｢パブリックアク

セスのための通路｣、 ｢占用施設相互間の連絡歩

道、 便所等｣ の確保を追加

○適正な許

可の条件

の付与

水質、 占用に伴う騒音の抑制等環境

の保全上必要な条件を付す

｢情報伝達体制の整備｣、 ｢工作物の撤去等緊
急時の適切な対応を確保｣ するために必要な条

件を追加

○履行状況

の確認
｢占用許可後の管理状況の確認｣ と ｢是正指

示、 監督処分等の実施｣ を明確化

0 占用の継

続
｢占用の継続時に改めて内容審査｣、 ｢必要に

応じて、 期間の短縮、 不許可処分等の実施｣ を

明確化

○包括占用

許可
｢包括占用許可｣ の制度の創設

地元市町村が占用許可後に河川敷地の具体的

利用方法を決定することのできる制度を創設

の
社
会
を
展
望
し
た
今
後
の
河
川
整
備
の
基
本
的
方

向
に
つ
い
て
｣
に
お
い
て

｢川
の
三
六
五
日
｣
を
意

識
し
つ
つ
河
川
行
政
を
展
開
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。
こ
の
た
め
、
自
然
豊
か
で
貴
重
な
オ
ー
プ
ン
ス

総
合
的
に
行
う
べ
き
こ
と
と
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
応
し
た

河
川
敷
地
の
占
用
許
可
制
度
の
見
直
し
を
検
討
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。
見
直
し
の
視
点
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

の

平
成
八
年
六
月
の
河
川
審
議
会
答
申

｢二
一
世
紀

三

諮
問
の
背
景

平
成
九
年
度
河
川
法
改
正
に
よ
り
、
河
川
の
管
理
は
治

水
、
利
水
及
び
環
境
の
整
備
と
保
全
が
達
成
さ
れ
る
よ
う



ペ
ー
ス
で
あ
る
河
川
敷
地
に
つ
い
て
は
、
河
川
環
境

に
配
慮
し
つ
つ
、
個
々
の
河
川
の
実
態
に
即
し
て
、

適
正
か
つ
多
様
な
利
用
を
一
層
推
進
す
る
こ
と
に
よ

り
、
国
民
の
河
川
へ
の
親
し
み
を
醸
成
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
。

②

①
景
観
や
自
然
環
境
と
調
和
を
図
り
つ
つ
街
づ
く

り
へ
の
活
用
を
図
る
こ
と
、
及
び
地
域
の
意
見
を
十

分
反
映
す
る
こ
と
が
重
要
。

②
平
成
三

年
一
〇
月
に
地
方
分
権
推
進
委
員
会

第
五
次
勧
告
に
お
い
て
、
地
先
の
河
川
敷
地
の
利
用

に
つ
い
て
地
元
市
町
村
が
主
体
的
に
判
断
で
き
る
よ

う
に
す
る
た
め
の
包
括
占
用
許
可
を
実
施
す
る
旨
指

摘
。

③

地
域
づ
く
り
の
観
点
か
ら
、
河
川
管
理
上
の
配
慮

を
行
い
な
が
ら
、
都
市
開
発
、
道
路
整
備
に
河
川
敷

地
を
適
正
に
活
用
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
。

@

①
占
用
許
可
の
準
則
を
で
き
る
限
り
具
体
的
で
、

か
つ
、
国
民
に
分
か
り
易
い
も
の
と
す
る
。

②
占
用
許
可
の
運
用
が
厳
格
に
過
ぎ
る
の
で
は
な

い
か
と
い
う
批
判
に
対
応
す
る
。

路

監
督
処
分

道

路

必
要
に
応
じ
て
直
接

小
-

-
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一
は
じ
め
に

神
奈
川
県
は
、
首
都
圏
に
位
置
し
、
面
積
二
、
四

一
四
姉

(全
国
四
三
位
)
の
小
県
で
す
が
、
高
度
成

長
期
を
中
心
に
産
業
の
集
積
、
ま
た
ペ
ッ
ト
タ
ウ
ン

化
に
よ
る
人
ロ
の
集
積
が
あ
り
、
平
成
一
一
年
四
月

現
在
八
三
〇
万
人

(全
国
第
三
位
)
に
至
っ
て
い
ま

す
。現

在
、
県
内
に
は
一
九
市
七
郡
一
七
町
一
村
の
三

七
の
市
町
村
が
あ
り
ま
す
が
、
県
東
部
に
横
浜
･
川

崎
両
政
令
指
定
市
を
抱
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
県

の
管
理
道
路
は
、
三
浦
半
島
部
、
県
中
央
部
及
び
県

西
部
の
約
一
、
二
九
〇
如
で
あ
り
、
そ
の
内
訳
は
表

1
の
と
お
り
で
す
。

本
稿
で
は
、
本
県
で
抱
え
る
道
路
管
理
上
の
諸
問

題
の
う
ち
、
苦
情
や
管
理
上
の
瑕
疵
の
現
状
及
び
街

路
樹
管
理
の
問
題
と
道
路
防
災
へ
の
取
り
組
み
の
状

況
に
つ
い
て
記
述
し
ま
す
。

二

県
管
理
道
路
に
お
け
る
管
理
瑕
疵
に

関
す
る
事
故
の
現
状
に
つ
い
て

本
県
で
は
、
県
管
理
道
路
上
で
発
生
し
た
事
故
の

路

う
ち
･

道
路
の
設
置
管

理
に
係
わ
る
も
の
に
つ
い

随

て
は
、
管
轄
の
土
木
事
務
所
か
ら
本
庁
の
道
路
管
理

県

課
に
事
故
の
報
告
を
す
る
こ
L
こ
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

副

事
故
者
等
か
ら
補
償
要
求
が
あ
っ
た
事
故
に
つ
い
て

県内道路延長調 (平成lo年4月1日現在)

道路種別

計
管 理 者 別 内 訳

国 県 指 定 市 公団･公社 市町村(指定市を除く)

実延長
路面別内訳 舗

装
率

実延長 穣一蹴
鰯
繃

実延長
道

訳

利

吶

砂
輌
鰔

実延長
路面別内訳

蜘
路面川内

実延長
路面別内訳

舗装道 砂利道 舗装道 砂利道 舗装道砂利道 舗装道 砂利道

高速自動車国道 満 如
卸

如
一

%
0卿

如
一

蛔
一

如
一

如
一

短
一

如
一

如
一

如
一

如
一 湖 潮 短

-
如
一

如
一

如
一

一 般 国 道 鱗 剱 髄 郷 纖郊 - 幼 凝 第 瀬 蜘 - 竣 贓 ー - ー -

国 道 計 駕 観 蜷 鯛 郷 猯 - 幼 燭 蜷 蜘 椒 一 残 烈 - - - -

主要地方道 燃 観 皺 靴 - ー - 緘 競 搬 捌 戦 - 第 第 - - - ー

一 般 県 道 鰄 鰍 磁 期 一 一 ー 瑯 搬 磁 堀 鰡 ー 糀 蛇 一 ー ー 一

県 道 計 鰍鰺 鱒 卸 一 ー -勤 鰓 鰯 烈 灘 ー 芻 芻 一 ー ー ー

市 町 村 道

臘蹴纖 痢 【 - - 一 ー ー纖鰔㈱ 照 照 -蝋麻幼合

猟皺榔糒 獺獺 一競廊 捌纖鸚㈱瀦鰡 ー總廓麺(注)単位未満の数字を四捨五入してあるため必ずしも計に一致しない場合があります。

神奈川県県土整備部道路管理課

神奈川県における道路の維持管理



表 2 道路管理瑕疵に関する事故一覧表

スリップ 蓋不善 上
靴

路
障

穴ぼこ 末
木

倒
落

施

全

明

不

照

設 を 落 石 冠 水 段 差 その他 合 計

6 年度 nU ハU @ nV 彌 nU nU 効 AV ゆ 即 鈎7 年度 2(1) 紛 ゆ 効 幼 nU nV nU ハU nY ゆ 礎8 年度 2(0) nU 即 nV 鮑 nU nV @ 即 ◎ ゆ 鵞9 年度 1(0) 扣 即 彌 ゆ 蛔 ゆ 則 nU ゆ 犯 鯖lo年度 nV @ 即 測 ゆ ハU nY ⑨ ゆ 樽 ゆ "合 計 5(1) 鮑 鱒 崎 幼 @ 蠅 鋤 ゆ 鱒 鮑蹴注 : ( 淀ま瑕疵を認めた件数

は
、
主
に
本
県
に
お
け
る
過
去
の
事
例
、
ま
た
は
判

例
等
を
参
考
に
、
道
路
管
理
者
と
し
て
の
道
路
の
設

置
･
管
理
に
瑕
疵
が
あ
っ
た
か
否
か
、
及
び
瑕
疵
を

認
め
る
場
合
は
そ
の
過
失
相
殺
は
何
割
で
あ
る
か
を

判
断
し
、
そ
の
結
果
を
も
と
に
各
土
木
事
業
所
が
事

故
者
等
と
交
渉
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

本
県
に
お
け
る
過
去
五
年
間
の
道
路
管
理
瑕
疵
に

関
す
る
事
故
の
状
況
は
、
表
2
に
あ
る
と
お
り
、
総

数
と
し
て
は
年
を
追
っ
て
増
加
し
て
お
り
ま
す
。
事

故
態
様
別
に
見
る
と

｢倒
木
･
落
木
｣
事
故
が
突
出

し
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
平
成
八
年
度
に
お
い
て

本
県
を
直
撃
し
た
台
風
一
七
号
に
よ
り

｢倒
木
･
落

木
｣
が
頻
発
し
た
と
い
う
こ
と
が
大
き
な
原
因
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
を
除
い
て
は
特
定
の
態
様
の

事
故
が
著
し
く
増
加
し
て
い
る
な
ど
と
い
っ
た
特
徴

は
見
ら
れ
な
い
よ
う
で
す
。

し
か
し
、
個
々
の
事
故
の
中
に
は
注
目
す
べ
き
も

の
が
あ
り
、
平
成
一
〇
年
度
に
発
生
し
た
事
故
、
ま

た
は
平
成
一
○
年
度
に
事
故
報
告
が
あ
っ
た
も
の
の

中
か
ら
そ
の
幾
つ
か
を
紹
介
し
ま
す
。

①
段
差
･
穴
ぼ
こ
に
よ
る
歩
行
者
の
転
倒
事
故

事
故
の
原
因
と
な
っ
た
段
差
･
穴
ぼ
こ
は
、
長

年
に
わ
た
る
歩
行
者
等
の
往
来
に
よ
り
発
生
し
た

も
の
で
、
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
等
で
も
発
見
さ
れ
ず
、

事
故
の
発
生
に
至
っ
た
も
の
で
す
が
、そ
の
段
差
･

穴
ぼ
こ
が
非
常
に
浅
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど

か
ら
、
通
常
の
注
意
を
払
っ
て
い
れ
ば
転
倒
は
避

け
ら
れ
た
と
考
え
、
道
路
の
設
置
管
理
に
瑕
疵
は

な
か
っ
た
と
判
断
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
事
故

が
三
件
発
生
し
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
、
同
様
の
事
故
で
も
、
事
故
者
が
視
力

障
害
者
で
あ
っ
た
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、
危
険
を

回
避
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
と
考
え
、
道
路

の
設
置
･
管
理
に
瑕
疵
が
あ
っ
た
こ
と
を
認
め
て

お
り
ま
す
。

②
穴
ぼ
こ
に
よ
る
車
両
損
傷
事
故

事
故
の
原
因
と
な
っ
た
穴
ぼ
こ
は
降
雨
に
よ
り

発
生
し
た
も
の
で
、
事
故
者
は
そ
の
発
見
が
遅
れ

た
た
め
、
タ
イ
ヤ
を
落
と
し
車
両
の
底
部
を
損
傷

し
て
し
ま
っ
た
も
の
で
す
。
事
故
車
両
の
形
態
に

は
違
法
性
は
な
か
っ
た
た
め
瑕
疵
を
認
め
ま
し
た

が
、
改
造
等
に
よ
り
車
両
の
地
上
高
が
一
般
的
な

車
両
に
比
較
し
低
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
う
し
た

特
殊
な
形
態
の
車
両
で
走
行
す
る
時
は
、
通
常
よ

り
更
に
高
度
な
注
意
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
、
事

故
者
の
過
失
は
か
な
り
大
き
い
と
判
断
し
ま
し
た
。

③
穴
ぼ
こ
に
よ
る
ア
ル
ミ
ホ
イ
ー
ル
損
傷
事
故

事
故
原
因
と
な
っ
た
穴
ぼ
こ
は
、
降
雨
に
よ
り

発
生
し
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
そ
の
深
さ
は

比
較
的
浅
い
も
の
で
し
た
。
事
故
車
両
の
形
態
に

は
違
法
性
は
な
か
っ
た
た
め
瑕
疵
を
認
め
ま
し
た

が
、
事
故
車
両
が
装
着
し
て
い
た
タ
イ
ヤ
は
ゴ
ム

部
が
薄
く
、
一
般
的
な
タ
イ
ヤ
と
比
較
し
、
路
面

状
況
の
変
化
に
よ
る
影
響
を
受
け
や
す
い
と
い
う
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特
殊
性
が
あ
っ
た
た
め
、
通
常
の
タ
イ
ヤ
を
装
着

し
て
い
る
と
き
よ
り
も
更
に
高
度
な
注
意
を
も
っ

て
走
行
す
べ
き
で
あ
っ
た
と
考
え
、
事
故
者
の
過

失
は
大
き
い
と
判
断
し
ま
し
た
。
な
お
、
こ
れ
と

ほ
ぼ
同
様
の
事
故
が
ほ
か
に
も
一
件
発
生
し
て
い

ま
す
。

④
大
型
車
両
増
加
等
に
関
連
し
た
事
故

車
道
の
左
側
を
走
行
し
て
い
た
自
動
二
輪
車
が
、

路
上
の
突
出
し
た
部
分
に
乗
り
上
げ
、
ハ
ン
ド
ル

を
取
ら
れ
て
転
倒
す
る
事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。

事
故
が
発
生
し
た
道
路
は
大
型
車
両
が
輻
輳
し
て

お
り
、
特
に
事
故
発
生
地
は
大
型
車
両
が
頻
繁
に

出
入
り
す
る
箇
所
で
あ
っ
た
た
め
、
路
面
が
歪
ん

で
突
出
し
た
箇
所
が
発
生
し
て
し
ま
っ
た
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
ト
ン
ネ
ル
内
を
走
行
中
、
垂
れ
下
が
っ

て
い
た
照
明
用
コ
ー
ド
に
車
両
が
接
触
し
損
傷
す

る
と
い
う
事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。
調
査
の
結
果
、

コ
ー
ド
の
設
置
状
況
及
び
そ
の
破
損
状
況
か
ら
判

断
し
、
違
法
な
形
態
の
大
型
車
両
が
コ
ー
ド
に
接

触
し
、
こ
れ
を
破
損
し
な
が
ら
そ
の
ま
ま
走
り
去

っ
た
と
思
わ
れ
る
も
の
で
し
た
。

以
上
の
事
例
か
ら
、
ま
ず
、
道
路
と
は
老
若
男
女
、

健
常
者
、
障
害
者
等
あ
ら
ゆ
る
方
々
が
利
用
す
る
も

の
で
あ
り
、
道
路
整
備
の
面
で
も
バ
リ
ア
フ
リ
ー
な

ど
、
社
会
的
弱
者
等
に
対
す
る
配
慮
が
進
ん
で
お
り

ま
す
が
、
道
路
管
理
面
で
も
同
様
の
配
慮
が
必
要
で

あ
る
こ
と
を
再
確
認
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
大
型
車
両
の
増
加
や
規
制
緩
和
に
伴
う
特

殊
車
両
の
通
行
量
の
増
加
に
伴
い
、
道
路
の
負
担
も

増
加
し
て
い
る
こ
と
や
、
前
述
し
た
特
殊
な
形
態
の

車
両

(違
法
で
は
な
い
も
の
の
一
般
的
な
車
両
に
比

較
し
て
特
殊
で
あ
る
)
の
通
行
も
増
加
す
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
う
し
た
利
用
形
態
に
対

応
で
き
る
、
安
全
な
道
路
状
態
を
維
持
す
る
こ
と
が
、

従
来
に
も
増
し
て
道
路
管
理
者
に
求
め
ら
れ
て
く
る

と
思
わ
れ
ま
す
。

三

街
路
樹
(道
路
の
緑
)
の
管
理
上
の

問
題
(倒
木
事
故
後
の
対
応
を
中
心
と
し
て
)

1

街
路
樹
管
理
の
現
状

本
県
管
理
道
路
の
街
路
樹
は
、
道
路
延
長
一
、
二

九
〇
如
に
対
し
、
緑
化
済
み
延
長
は
二
二
六
如
で
あ

り
ま
す
。
現
在
の
街
路
樹
本
数
は
全
体
約
一
一
九
万

本
を
数
え
、
そ
の
う
ち
高
木

(高
さ
三
m
以
上
の
も

の
)
は
約
四
万
七
、
○
○
0
本
に
な
っ
て
い
ま
す
。

図
1
に
高
木
の
樹
種
の
構
成
等
を
示
し
ま
す
。
高

木
の
構
成
と
し
て
は
、
2
/
3
が
サ
ク
ラ
、
イ
チ
ョ

ウ
、
ユ
リ
ノ
キ
、
ケ
ヤ
キ
を
中
心
と
し
た
落
葉
樹
、

1
/
3
が
ツ
バ
キ
、
ク
ロ
マ
ツ
な
ど
の
常
緑
樹
で
す
。

街
路
樹
の
整
備
事
業
と
し
て
は
、
道
路

(街
路
)
の

整
備
の
一
環
と
し
て
こ
こ
数
年
の
間
、
年
間
五
、
0

0
0
本
-
-
一
万
本

(高
木
で
は
四
〇
〇
本
i
て

五
〇
〇
本
)
の
増
加
が
あ
り
ま
す
が
、
財
政
難
の
お

り
、
街
路
樹
の
適
正
管
理
に
必
要
な
予
算
確
保
が
出

来
な
い
た
め
、
種
々
の
問
題
(住
民
等
か
ら
の
苦
情
･

要
望
)
が
絶
え
ず
発
生
し
て
お
り
、
現
場
土
木
事
務

所
で
は
そ
の
対
応
に
苦
慮
し
て
い
る
現
状
で
す
。

街
路
樹
に
係
わ
る
主
な
苦
情
･
要
望

･
害
虫
の
発
生

･
日
照

･
落
葉

･
根
に
よ
る
歩
道
の
凹
凸
の
発
生

街
路
樹
等
の
み
ど
り
の
計
画
を
本
県
で
も
策
定
し
、

重
点
的
な
整
備
や
管
理
を
目
指
し
て
い
ま
す
が
、
予

算
確
保
が
困
難
な
状
況
に
あ
る
こ
と
は
、
非
常
に
残

念
で
す
。

本
県
の
街
路
樹
の
特
徴
は
、
戦
前
の
軍
用
道
路
の

整
備
や
終
戦
直
後
か
ら
の
道
路
整
備
に
伴
い
植
樹
さ

れ
た
経
緯
か
ら
、
高
齢
化
し
、
ま
た
排
気
ガ
ス
の
影

響
や
植
樹
ま
す
等
の
制
限
に
よ
る
十
分
な
根
張
り
が

出
来
な
い
等
過
酷
な
条
件
で
生
育
し
て
る
こ
と
か
ら
、

台
風
等
の
強
風
時
で
は
か
な
り
危
険
な
状
況
の
箇
所

が
多
く
存
在
す
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

道イテセ 99.6 53

2

サ
ク
ラ
の
倒
木
事
故
と
そ
の
後
の
対
応
に
つ
い

て平
成
八
年
九
月
の
関
東
地
方
を
襲
っ
た
台
風
一
七



　

　ず

ラべツツジ類 (オオムラサキ、 クルメ、 サツキ、 ヒラド等)、 ハマヒサカキ、 トベラ

サンゴジュ、 マサキ、 ウバメガシ、 クチナシ、 サザンカ等サンゴジュ、 マサキ、 ウバメガシ、 クチナシ、 サザンカ等

落 葉 :アジサイ、 ドウダンツツジ、 アベリア等

キヵ

　

　

.

潔

マ

な

ハ
等

　

　
　

　
　

ラ

サ

ヒ

、

　

　
　

ケ
聯

ツ

チ

サ

ク

　　　　　　　
2% エンジュ

2% マテパシイ
鮨 カエデ類

　

　

　
　

　
　
　

　

　
　

好

14

(

L

類ジ

高木名 本 数

サ ク ラ 類 燃ツ バ キ 類 鯏イ チ ョ ウ 姻
ユ リ ノ キ 榔ケ ヤ キ 鸚ク ロ マ ツ 郡カ エ デ 類 筋
マ テノゞ シイ 煕
エ ン ジ ュ "
ハ ナ ミ ズキ 郷
ニセア力シア 705

セ ン タ" ン 674

ア オ ギ リ 520

そ の 他

眺街 路 “計 嬬(常緑樹) 臘(落葉奄耐)

鰔

.

も

類

ツ

′

種

ツ

他

"ね
#

の

.･

の
郁

-
骼き流D芻

“鮴
木-緑…

　　　　　

　
　

　　

　
　
　　

図 1 県管理道路の緑化状況 (平成= 年 4月 1日現在)

号
に
よ
り
、
県
道
の
サ
ク
ラ

(
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
)
が

倒
木
し
、
不
幸
に
も
乗
用
車
を
直
撃
し
、
乗
っ
て
お

ら
れ
た
四
名
の
う
ち
二
名
が
亡
く
な
る
と
い
う
事
故

が
発
生
し
ま
し
た
。
(こ
の
事
故
に
つ
い
て
は
、
和
解

に
よ
り
補
償
し
て
い
ま
す
。)

そ
の
事
故
後
、
再
度
同
様
の
事
故
発
生
を
避
け
る

た
め
、
街
路
樹
の
倒
木
対
策
に
着
手
し
て
お
り
、
次

の
よ
う
な
経
過
に
よ
り
進
行
中
で
あ
り
ま
す
。

0
平
成
八
年
度

一
〇
月
か
ら
二
カ
月
間
、
職
員
に
よ
る
目
視
点

検
に
よ
り
、倒
木
の
危
険
が
想
定
さ
れ
る
古
木
(老

木
)
の
把
握
調
査
を
実
施
し
、
四
三
路
線
二
二
樹

種
三
、
四
八
〇
本
を
確
認
し
た
。

調
査
対
象
樹
木
は
次
の
通
り
と
し
ま
し
た
。

･
幹
周
八
○
伽
以
上

(樹
齢
四
〇
年
以
上
)
の
ソ

メ
イ
ヨ
シ
ノ

"
短
命
で
幹
心
が
腐
朽
し
て
い
る

場
合
が
多
い
。

･
幹
周
六
〇
皿
以
上
の
マ
ツ
…
マ
ツ
食
い
虫
に
よ

る
樹
木
が
弱
っ
て
い
る
場
合
が
多
い
。

･
双
幹
樹

(幹
周
六
0
m
以
上
)
"
台
風
一
七
号

の
倒
木
は
双
幹
樹
で
あ
っ
た
た
め
。

0
平
成
九
年
度

　

　

三
、
四
八
〇
本
の
う
ち
老
木
対
策
と
し
て
再
整

ャ行

備
事
業
中
の
箇
所
の
本
数
を
除
い
た
二
、
八
五
七

満

本
を
対
象
に
、
専
門
家

(
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
委
託

4　　

に
よ
る
)
に
よ
る
調
査
を
実
施
し
、
A
ラ
ン
ク

"

高木の管理別本数



四

道
路
防
災
へ
の
取
り
組
み

神
奈
川
県
で
は
従
前
か
ら
、
道
路
法
面
の
防
災
工

事
、
橋
梁
を
は
じ
め
と
す
る
道
路
施
設
の
耐
震
補
強

工
事
、
万
一
の
被
災
に
備
え
た
応
急
復
旧
資
機
材
の

備
蓄
基
地
の
整
備
な
ど
の
ハ
ー
ド
対
策
を
進
め
て
い

な
お
、
B
ラ
ン
ク
の
追
加
調
査
の
必
要
な
樹
木

の
詳
細
調
査
や
C
ラ
ン
ク
の
対
策
が
必
要
な
樹
木

の
う
ち
、
緊
急
性
が
あ
る
も
の
に
つ
い
て
、
伐
採

更
新
･
剪
定
等
の
対
策
に
着
手
し
ま
し
た
。

な
お
、
強
風
時
の
街
路
樹
や
法
面
樹
木
の
倒
木
に

よ
る
事
故
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
、
風
速
に
よ
る

事
前
通
行
規
制
の
検
討
も
行
い
ま
し
た
が
、
そ
の
指

定
の
対
象
と
な
る
区
間
は
市
街
地
が
多
く
、
通
常
の

通
行
規
制
の
実
施
が
山
岳
地
の
降
雨
に
よ
る
事
前
通

行
規
制
区
間
で
あ
る
の
と
異
な
り
、
社
会
的
な
影
響

及
び
通
行
規
制
手
法
が
困
難
で
あ
る
と
の
結
論
で
し

た
。
た
だ
し
、
暴
風
警
報
発
令
時
で
、
老
木
の
サ
ク

ラ
の
区
間
で
過
去
に
落
枝
等
が
発
生
し
た
箇
所
に
つ

い
て
、
九
年
度
二
区
間
各
一
回
通
行
規
制
を
実
施
し

ま い ラ た
し て の o

た 、 × たたく段
0 九 間
年 で

倒
木
の
危
険
が
な
く
、
対
策
が
不
要
=
一
、
六
五

五
本
、
B
ラ
ン
ク
…
追
加
調
査
、
経
過
観
察
が
必

要
=
四
八
二
本
、
C
ラ
ン
ク
…
倒
木
の
危
険
が
あ

り
、
対
策
が
必
要
=
七
二
〇
本
の
三
区
分
に
分
類

し り 要 五 倒
な ま 、 lI 本 木
お し 対 四 、 の
、 た 策 八 B 危
B o が ニ ラ 険
フ 必 本 ン が
ン 、 ク な

つ が の 三 木 経 要
い 必 必 区 の 過 =
て 要 要 分 危 観 一
、 な な に 険 察 、

伐 樹 樹 分 が が 六

の た て 要 要 分 危 観 一
荊 o 、 な な に 険 察 、

伐 樹 樹 分 が が 六
に 採 木 木 類 あ 必 五

持
管
理
が
続
く
,

ま
す
。
い
う
ま
で
も
な
く
ハ
ー
ド
対
策
は
多
額
費
用

と
日
時
を
要
し
、
ま
た
、
新
し
い
施
設
も
日
時
を
経

れ
ば
老
朽
化
し
、気
象
状
況
に
よ
る
道
路
法
面
も
日
々

経
年
変
化
に
さ
ら
さ
れ
、
い
わ
ば
終
わ
り
の
な
い
維

と
に
な
り
ま
す

そ

ト
対
策
に
も
重
点
を
お
い
て
、
総
合
的
な
防
災
管
理

を
進
め
る
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
、
い
く
つ
か
の
取

しで
、
ソ
フ

表 3 ｢道路防災カルテパトロールマニュアル (案)｣ 抜粋

4 , パトロールの種類と時期

パトロールの種類と実施時期は下表に準じることとする。

パトロールの種類 頻 度 対象箇所 点検方法

①年次一斉道路防災
パトロール

2回 / 年 防災カルテ作成全箇所 S 1通常点検

②定期道路防災
パトロール

1回 / 4カ月
防災カルテで ｢ランク 1 J

に評価された箇所
S 1通常点検

③異常時パトロール
異常気象 ･地震

後の適切な時期

各土木事務所が選定した着

目全箇所
S 2簡易点検

- 解説-

点検対象と点検時期及び方法に関しては、 防災カルテの作成に際して、 専門技術者が適
切に設定している。 そのため、 本マニュアルにおいてはカルテの運用に際して、 神奈川県
としての道路防災管理の観点より、 以下のような点検とする。
①年次一斉道路防災パトロール (S 1通常点検)

防災カルテを作成した全箇所に対して、 その安定度の経年的変化を追跡するためのもの
で年 2回 (春季、 秋季) 期間を決めて通常点検を実施する。
点検は、 カルテに箇所毎の時期が示されているが、 道路管理者の防災意識の向上を図り、

また、 効率的に実施できるよう神奈川県下の土木事務所で同時期に一斉に行うものとし、
1週間の ｢道路防災パトロール週間｣ を設け、 その時期は以下のとおりとする。

春季パトロール

秋季パトロール

毎年 5月上旬 (梅雨シーズン前)

毎年 9月上旬 (台風シーズン前)
②定期道路防災パトロール (S 1通常点検)

4カ月に 1回程度の頻度で危険度の高い対象施設に対して定期的に通常点検を行うもの
であり、 防災カルテにおいて ｢被災ランク 1 ｣ に分類されたものについて実施する。 なお、
点検対象箇所も ｢ランク 2 ｣ の箇所まで点検を実施するのが望ましく、 各土木事務所の点
検対象箇所等により適切に設定する。

り
組
み
を
図
っ
て
い
ま
す
。

ま
だ
、
取
り
組
み
の
緒
に
つ
い
た
ば
か
り
の
も
の

も
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
内
容
の
主
な
も
の
と
し
て
、

の

｢災
害
を
未
然
に
防
ぎ
、
道
路
交
通
の
安
全
を

確
保
す
る
た
め
の
管
理
体
制
づ
く
り
｣

②

｢被
災
し
た
場
合
、
速
や
か
に
復
旧
す
る
た
め

の
関
係
機
関
の
連
携
体
制
づ
く
り
｣

浩行わ QO R こぐ



の
二
点
に
つ
い
て
、
以
下
、
そ
の
取
り
組
み
状
況
を

紹
介
し
ま
す
。

○

｢災
害
を
未
然
に
防
ぎ
、
道
路
交
通
の
安
全
を

確
保
す
る
た
め
の
管
理
体
制
づ
く
り
｣
に
つ
い
て

神
奈
川
県
で
は
、
平
成
八
年
の
道
路
防
災
総
点
検

を
受
け
、
昨
年
度
ま
で
に
必
要
な
箇
所
の

｢防
災
カ

ル
テ
｣
を
作
成
し
ま
し
た
。
こ
の
カ
ル
テ
に
基
づ
く

点
検
パ
ト
ロ
ー
ル
に
よ
り
、
災
害
に
至
る
可
能
性
の

あ
る
要
因
を
事
前
に
把
握
し
、
災
害
を
未
然
に
回
避

す
る
こ
と

(応
急
対
策
工
事
や
異
常
気
象
時
の
事
前

通
行
規
制
の
実
施
な
ど
)
目
標
に
お
い
て
、
本
年
度写真 1

か
ら
の
運
用
に
向
け
、
神
奈
川
県
版
の
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
作
成
を
進
め
て
い
ま
す
。

点
検
は
カ
ル
テ
に
箇
所
ご
と
に
そ
の
時
期
が
示
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
点
検
箇
所
が
多
い
の
で
効
率
的
に

実
施
で
き
る
よ
う
に
、
ま
た
、
道
路
に
携
わ
る
者
の

防
災
意
識
の
向
上
を
図
る
よ
う
県
下
の
土
木
事
務
所

を
挙
げ
て
体
制
を
整
え
、
時
期
を
定
め
、
一
斉
に
行

う
こ
と
を
基
本
に
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
作
業
中
で
す

(表
3
)。

こ
の
ほ
か
、
道
路
交
通
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め

の
工
夫
と
し
て
、
鉄
道
の
踏
切
遮
断
機
を
利
用
し
た

事
例
を
紹
介
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
過
去
に
崩
落
し
今

後
も
そ
の
前
後
で
崩
落
の
お
そ
れ
が
あ
る
と
さ
れ
、

対
策
規
模
が
大
き
く
完
了
ま
で
に
日
時
を
要
す
る
区

間
に
お
い
て
、
対
策
完
了
ま
で
の
間
、
道
路
交
通
の

安
全
確
保
の
た
め
に
、
斜
面
に
設
置
し
た
計
測
装
置

(伸
縮
計
)
の
変
状
と
連
動
さ
せ
、
警
告
灯
･
警
告

表
示
と
共
に
自
動
的
に
そ
の
区
間
に
進
入
す
る
片
車

線
分
に
遮
断
機
を
下
ろ
す
シ
ス
テ
ム
で
す
。
鉄
道
の

踏
切
遮
断
機
を
用
い
た
の
は
、
比
較
的
安
価
で
市
場

汎
用
性
が
あ
り
、
設
置
期
間
が
対
策
完
了
ま
で
の
い

わ
ば
暫
定
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
た
こ
と

に
よ
り
ま
す

(写
真
1
)。

②

｢被
災
し
た
場
合
、
速
や
か
に
復
旧
す
る
た
め

の
関
係
機
関
の
連
携
体
制
づ
く
り
｣
に
つ
い
て

阪
神
･
淡
路
大
震
災
の
教
訓
か
ら
、
道
路
啓
開
･

56 道行セ 99.6

応
急
復
旧
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
道
路
管
理
者
の
み

な
ら
ず
関
係
各
機
関
の
連
携
が
い
か
に
重
要
か
は
関

係
者
の
認
識
の
一
致
す
る
と
こ
ろ
で
す
。
そ
こ
で
、

具
体
的
に
な
す
べ
き
基
本
的
事
項
を
整
理
す
る
た
め
、

神
奈
川
県
で
は
、
県
内
の
各
道
路
管
理
者
、
港
湾
管

理
者
(臨
港
道
路
管
理
者
)、
警
察
、
自
衛
隊
、
県
市

の
防
災
部
局
な
ど
を
メ
ン
バ
!
と
す
る
協
議
会
を
設

置
し
、
こ
こ
で
議
論
を
重
ね
、
｢緊
急
輸
送
道
路
管
理

マ
ニ
ュ
ア
ル
｣
を
作
成
し
ま
し
た
。

こ
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
お
い
て
、
各
関
係
機
関
の
情

報
の
伝
達
･
一
元
化
･
共
有
の
シ
ス
テ
ム
、
道
路
啓

開
･
応
急
復
旧
の
優
先
順
位
の
策
定
体
制
、
道
路
啓

開
の
た
め
の
道
路

(港
湾
)
管
理
者
･
警
察
･
自
衛

隊
の
人
員
の
協
力
･
資
機
材
の
提
供
体
制
な
ど
を
定

め
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
付
図
と
し

て
、
官
公
署
･
ヘ
リ
ポ
!
ト
･
病
院
な
ど
の
防
災
拠

点
を
は
じ
め
、
耐
震
バ
ー
ス
の
位
置
･
諸
元
、
道
路

管
理
者
及
び
警
察
の
道
路

(交
通
)
情
報
板
の
位
置
、

主
要
交
差
点
名
な
ど
を
記
載
し
た

｢緊
急
輸
送
道
路

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
図
｣
を
作
成
し
、
役
立
て
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す

(図
2
)
。



図 2 ー 1 ｢緊急輸送道路管理マニュアル｣ 抜粋
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図 2 ー 3 道路啓開のシステム

緊急輸送道路 (緊急交通路) の啓開優先順位の整備

0 神奈川県土木部は、県警察警備本部交通管制班 (交通管制センター) から県公安委員
会による緊急交通路指定の情報を収集し、 各道路管理者に伝達する。

0 各道路管理者は、その機関の災害対策本部 (支部) の統制を担当する部門と連携して、
それぞれが管理する地域 ･区間及び隣接する他機関が管理する道路 ･港湾に関するす

べての被害状況及び道路の被災状況、 応急復旧の見込み、 緊急交通路指定状況等を考
慮 (港湾管理者は関係する道路管理者を介す) して、緊急輸送道路 (緊急交通路) の
啓開 ･復l日に関する優先順位の方針を策定し、神奈川県土木部へ連絡する。

0神奈川県土木部は、緊急輸送道路 (緊急交通路) の啓開 復 旧について各道路管理者
が策定した優先順位の方針を取りまとめ、 神奈川県災害対策本部統制部、県警察警備
本部交通管制班 (交通管制センター) 及び同交通規制班 (交通規制課) と、緊急輸送
道路の啓開 “刻日の優先順位、 緊急交通路の指定について調整する。

0 この調整を受け、 神奈川県土木部は各道路管理者にその結果を伝達し、 必要に応じ関

係機関で再調整を行ったうえ、 優先順位を策定する。
0 被害が甚大で広範囲に及び場合については、 神奈川県土木部は、

1)神奈川県災害対策本部統制部
2)各道路管理者 (港湾管理者は関係する道路管理者を介す)
3)県警察警備本部交通管制班 (交通管制センター)
4)県警察警備本部交通規制班 (交通規制課)

に対し、 緊急輸送道路 (緊急交通路) の啓開 作劇日等に関する関係者の召集を要請し、
県内の被災地域全体に関する緊急輸送道路の啓開 復旧の優先順位、緊急交通路の指
定について調整を行う。 (以下 ｢調整会議｣ という。)

0調整会議においては、必要に応じ、 建設省横浜国道工事事務所が、神奈川県周辺地域
を含めた広域的な見地から、 各道路管理者間の総合調整について助言する。

繊。
･麟
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宮
崎
県
に
お
け
る
『地
域
活
性
化
促
進
道
路
事
業
』

宮
崎
県
土
木
部
道
路
建
設
課

一
は
じ
め
に

宮
崎
県
は
九
州
の
東
南
端
を
占
め
、
北
は
大
分
県

に
、
西
は
九
州
山
地
を
挟
ん
で
熊
本
県
に
、
西
南
は

鹿
児
島
県
に
隣
接
し
、
東
方
一
体
は
太
平
洋
に
面
し

て
い
ま
す
。

本
県
は
約
七
、
七
三
四
孃
と
広
大
な
県
土
面
積
を

有
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
大
部
分
は
山
地
部
で
、
県

土
面
積
の
七
六
･
八
%
が
森
林
で
占
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
平
均
気
温
が
高
く
温
暖
な
気
候
に
恵
ま

れ
て
い
る
と
と
も
に
、
日
照
時
間
、
快
晴
日
数
は
全

国
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
に
あ
る
な
ど
、
優
れ
た
自
然

条
件
を
有
し
て
い
ま
す
。
降
水
量
も
多
く
、
県
北
の

祖
母
･
傾
連
山
や
国
見
岳
、
市
房
山
を
は
じ
め
南
北

に
走
る
九
州
山
地
、
そ
し
て
、
韓
国
岳
･
高
千
穂
峰

宮崎県の位置



新世紀み 謎 き創造主要ブ□ジエクトの祷嗣＼
＼

新ひおかづくり運動の推進 ノ　 　 　　　 　　 　　　　　　　 　　　　　　　

l県土に翁ナる各機能連携のイヌ三歩、}

等
の
霧
島
連
山
か
ら
流
れ
る
大
小
四
七
三
河
川
に
よ

り
、
豊
富
で
良
質
な
水
資
源
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。

県
の
人
ロ
は
一
一
七
万
六
千
人

(九
年
)
で
、
全

国
人
口
の
約
一
%
と
な

っ
て
お
り
、
そ
の
ほ
と
ん
ど

が
平
地
･
盆
地
部
に
居
住
し
て
お
り
、
中
山
間
地
で

ノノノたくましい地域産業づくり

煕葉の振興/林禁の振興/水産業の振興
工業と高梨サービス葉の振興
観光･リゾートの振興/流通対策の充実

、 臓用と労儀購隣の充実 ザ

ノ 魅力あるふるさと圏づくり
都合交通網の馨備/萬窟悩強化の推進/国際交流の椎進
遷疎地域等の活性化/交流･連携による地域づくりの促進
快適な生活硼睫づくりの推進/土地対策の推進
人と自然の共生する環境づくりの推進

、 災蜜に強い嬢土づくりの推進/自然･エネルギー対策の椎邁 ‐
　 　 　　 　　　　　　　　 　　　　　 　　　　　　　　　

　

生きがいのある長寿社会づくり
福祉社会づくりの推進/健康づくりの推進
生涯学習の鑿盤整備/教育の売薬
男女共同社会づくりの推進/轡少年の鯉全育成
藤るさと文化の高絹/生涯スポーツの推進
安心できるくらしの隣保/地域安全･交通安全対策の推進 ノ‐

　　　　　　　　　　

　　　

　　　　

＼

‘/

＼＼

‐!

＼
/き

県
土
の
均
衡
あ
る
発
、展

住
み
よ
い
ふ
る
さ
と
宮
崎
づ
く
り
~

は
過
疎
･
高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
豊
か
な
自
然
環
境
と
変
化
に
富
ん
だ
風
土

気
候
に
恵
ま
れ
た
宮
崎
県
に
は
、
国
立
公
園
と
し
て

霧
島
屋
久
国
立
公
園
、
ま
た
、
日
南
海
岸
国
定
公
園

な
ど
四
つ
の
国
定
公
園
、
六
箇
所
の
県
立
自
然
公
園

ア
ク
セ
ス
の
強
化

　　
　
　

　
　　
　　
　

き
u

　
　　

漿外･国外との連携･交流

が
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

目
前
に
せ
ま
っ
た
二
一
世
紀
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
メ

こ
の
よ
う
な
本
県
の
特
性
を
活
か
し
た
観
光
･交
通
･

農
林
水
産
業
や
観
光
な
ど
各
種
産
業
の
振
興
を
は
じ

め
健
康
･
ス
ポ
ー
ツ
･
福
祉
関
連
産
業
等
の
振
興
な

ど
、
自
立
性
の
高
い
産
業
構
造
の
確
立
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

一
一
住
み
よ
い
ふ
る
さ
と
宮
崎
づ
く
り
｢新

世
紀
み
や
ざ
き
の
シ
ナ
リ
オ
｣

平
成
八
年
四
月
に
第
四
次
宮
崎
県
総
合
長
期
計
画

｢新
世
紀
み
や
ざ
き
の
シ
ナ
リ
オ
｣
を
策
定
し
、
親

子
孫
三
世
代
が
豊
か
に
暮
ら
せ
る

｢住
み
よ
い
ふ
る

さ
と
宮
崎
づ
く
り
｣
を
基
本
理
念
に
掲
げ
、
そ
の
実

現
を
目
指
し
て
、
高
度
技
術
に
支
え
ら
れ
、
国
際
化

に
対
応
で
き
る

｢た
く
ま
し
い
地
域
産
業
づ
く
り
｣、

快
適
、
便
利
で
災
害
に
強
く
、
ふ
れ
あ
い
の
あ
る
｢魅

力
あ
る
ふ
る
さ
と
圏
づ
く
り
｣、
健
や
か
で
、
安
心
な

く
ら
し
の
で
き
る

｢生
き
が
い
の
あ
る
長
寿
社
会
づ

く
り
｣
を
三
つ
の
柱
に
し
て
、
三
四
の

｢新
世
紀
み

や
ざ
き
創
造
主
要
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
｣
を
中
心
に
、
各

部
門
別
施
策
を
重
点
的
に
展
開
し
て
い
く
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。



三

宮
崎
県
の
今
後
の
道
路
整
備
の
基
本

方
針

宮
崎
県
で
は
、
県
民
の
皆
様
か
ら
い
た
だ
い
た
意

見
、
要
望
を
踏
ま
え
、
｢地
域
の
連
携
･交
流
に
よ
る

“住
み
よ
い
ふ
る
さ
と
宮
崎
づ
く
り
"｣を
基
本
目
標

と
し
た
道
路
整
備
の
基
本
方
針
を
策
定
し
ま
し
た
。

ゆ

道
路
整
備
の
基
本
方
針

地
域
の
連
携
･
交
流
に
よ
る

“住
み
よ
い
ふ
る
さ

と
宮
崎
づ
く
り
“
を
目
標
に
、
県
内
一
時
間
構
想
の

実
現
を
図
る
と
と
も
に
、
人
々
が
安
定
し
た
生
活
を

営
む
た
め
の

｢産
業
経
済
の
活
性
化
を
促
す
道
づ
く

り
｣、
地
域
の
連
携
･交
流
に
よ
る
交
流
圏
拡
大
を
図

る
｢ふ
る
さ
と
交
流
圏
を
形
成
す
る
道
づ
く
り
｣、
さ

ら
に
は
人
々
が
安
全
か
つ
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
の

｢生
活
創
造
圏
を
支
援
す
る
道
づ
く
り
｣
を
進
め
ま

す
。ま

た
、
こ
れ
ら
の
実
現
の
た
め
、
｢
モ
ラ
ル
の
向
上
｣

｢部
局
間
の
連
携
促
進
｣
｢開
か
れ
た
道
路
行
政
｣な

ど
の
取
り
組
み
も
進
め
ま
す
。

②

道
路
整
備
の
基
本
目
標

【産
業
経
済
の
活
性
化
を
促
す
道
づ
く
り
】

①
産
業
の
活
性
化
を
支
え
る
道
づ
く
り

東
九
州
自
動
車
道
な
ど
の
高
規
格
幹
線
道
路
の

整
備
や
生
産
地
及
び
消
費
地
を
連
絡
す
る
高
速
道

路
、
ま
た
高
速
I
C
と
空
港
、
港
湾
な
ど
を
連
絡

ノ、桝町被錮爛
繃

幣
生

偽
0

胤

臥莉
棍

外
し

り

た
指
り
く

ま
目
く
づ

、を
づ
道

入
り
遁
な

る
く
る
全

れ
づ
え
安

リ
訪
道
支
ぐ

く
や
の
を
防

づ
人
心
会
を

遺
す
中
社
故

い
ら
人
餓
夢

し
呂
、地
の

饌
で
い
な
車
0

に
域
し
金
と
す

人
地
鯉
安
人
ま

◎

@

創郷報胱拗鰹
を

た

り

れ

く

訪

酌

砒

る

た

り
図

り
ま

く
を

<
、

づ
化

づ
く

道
性

通
す

る
活

る
や

え
や

え
れ

支
化

支
訪

を
域

を
を

化
広
oト
鱒

性
の
す
一
宮

活
動
ま
ゾ
が

の
活
し
リ
客

窯
業
指
光
光

蔑
産
目
観
観

e

e

　　　　　　 　 　　 　 　　 　ふるさと交流圏を形成する道づくり

の快適な都市づくりを支援する道づくり "自然頌頃に配題した道づくり
都市生活者が快適に覆らせる都市空間や環境 豊かな自然環境に配越した自然とふれあい･

の中山間城截を支える道づくり の自然災害に強い道づくり
過疎化,高齢化が進展する中山間地戴の活性 交通途絶のない地域づくりを支援するネット

,くり縦“‘“,くり郷線 到 麗
“‘‘“'g“■'-し‘,。

l

　
　

　

= j
化を困る道づくりを目指します。 ワークとしての道づくりを目指します。の歴史や文化を活かした逼づくり
増域で圀らす人と訪れる人がふれあい･交流
できる質の高い地域づくりを支援する道づく
りを目指します。

く
が
夢
み

づ
力
民
組

　
　
　
　

た
と
、取

し
解
り
た

摩
煙
く
け

配
の
づ
向

に
民
道
に

性
県
る
政

観
る
よ
行

落
す
に
路

･
対
開
通

性
に
公
た

朗
敵
掘
れ

還
行
情
が

や
路
、闘

資
進
め
、
0

敵
投
、た
と
す

行
点
は
の
方
ま

‐
朧
軍
に
そ
り
き

-

達
の
す
oく
い

た
備
指
す
づ
て

-
れ
離
目
で
進
め

ミ
k
か
路
を
要
の
逕

〆

開
迫
り
必
加
を

　　

　eモラルの向上 の部局間の連携促進
u住みよいふるさと宮崎=の実現に向けては、あらゆる 利便性の高い道づくりを目指すには、国県道や市町村道 道路離備の重点投資や還朗性･客観性に配摩した逼づく
人々 が、｢道路は利用者全てが共有する財産｣であると詔 ばかりでなく農林道も含めたネットワークづくりが必要 りを目指すには、道路行政に対する県民の理解と協力が
議することが重要です。そこで、道路の利用の仕方など、 です。そのため、部局岡さらには行政の粋を越えた蓮 必要ですoそのため、情報公開による道づくり･住民参
道路利用に当たってのモラルの向上に向けた取り稍みを 拂･協力による道づくりが重要であり、連携促進に向け 加の造づくりなど、開かれた道路行政に向けた取り組み
進めていきます。 た取り組みを進めていきます。 を進めていきます。

基 本 目 標
　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　 　　　 　 　

0県内l時間構想の実現
0都市部、地方部 (中山間地威を含む)の豊かな欝らしを支える道路網の実現
0県境を越えた広餓交通ネットワークの実現



す
る
ア
ク
セ
ス
道
路
の
改
善
な
ど
、
産
業
活
動
の

広
域
化
や
活
性
化
を
図
る
道
づ
く
り
を
目
指
し
ま

す
。

②
観
光
リ
ゾ
ー
ト
を
支
え
る
道
づ
く
り

観
光
地
の
景
観
と
調
和
し
た
連
絡
緑
化
や
沿
道

修
景
、
道
路
標
識
の
整
備
、
ま
た
、
観
光
地
と
高

速
I
C
の
ア
ク
セ
ス
改
善
な
ど
、
観
光
行
動
圏
の
.

拡
大
を
図
る
と
と
も
に
、
観
光
客
が
再
び
訪
れ
た

く
な
る
道
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

【ふ
る
さ
と
交
流
圏
を
形
成
す
る
道
づ
く
り
】

①
快
適
な
都
市
づ
く
り
を
支
援
す
る
道
づ
く
り

バ
イ
パ
ス
･
環
状
道
路
な
ど
の
ハ
ー
ド
対
策
に

加
え
、
時
差
出
勤
、
公
共
交
通
機
関
の
活
用
な
ど

の
ソ
フ
ト
対
策
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
都
市
内
の

交
通
渋
滞
を
解
消
す
る
と
と
も
に
、
電
線
類
の
地

中
化
、
道
路
緑
化
な
ど
都
市
生
活
者
が
快
適
に
暮

ら
せ
る
都
市
空
間
や
環
境
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

②
中
山
間
地
域
を
支
え
る
道
づ
く
り

中
山
間
地
域
の
日
常
的
な
交
流
を
支
え
る
橋
梁

や
ト
ン
ネ
ル
な
ど
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
地
域

情
報
の
発
信
拠
点
と
も
な
る

｢道
の
駅
｣
の
整
備

な
ど
、
過
疎
化
･
高
齢
化
が
進
展
す
る
中
山
間
地

域
の
活
性
化
を
図
る
道
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

③
歴
史
や
文
化
を
活
か
し
た
道
づ
く
り

地
方
部
に
残
る
歴
史
的
･
文
化
的
遺
産
や
景
観

と
調
和
す
る
道
路
緑
化
や
舗
装
材
の
採
用
な
ど
、

そ
こ
で
暮
ら
す
人
や
訪
れ
る
人
が
ふ
れ
あ
い
･
交

流
で
き
る
質
の
高
い
地
域
づ
く
り
を
支
援
す
る
道

づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

④
自
然
環
境
に
配
慮
し
た
道
づ
く
り

道
路
法
面
の
緑
化
や
自
然
へ
の
影
響
が
少
な
い

ト
ン
ネ
ル
や
橋
梁
を
採
用
す
る
な
ど
、
豊
か
な
自

然
環
境
に
配
慮
し
た
自
然
と
ふ
れ
あ
い
･
交
流
で

き
る
道
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

⑤
自
然
災
害
に
強
い
道
づ
く
り

集
中
豪
雨
時
の
災
害
に
強
い
規
格
の
高
い
道
路

を
整
備
し
、
交
通
途
絶
の
な
い
地
域
づ
く
り
を
支

援
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
の
道
づ
く
り
を
進

め
ま
す
。

【生
活
創
造
圏
を
支
援
す
る
道
づ
く
り
】

①
人
に
優
し
い
道
づ
く
り

歩
道
の
段
差
の
解
消
、
広
幅
員
歩
道
の
整
備
な

ど
高
齢
者
な
ど
が
歩
き
や
す
い
歩
道
の
整
備
を
目

指
す
と
と
も
に
、
シ
ン
ボ
ル
ロ
ー
ド
の
整
備
な
ど
、

地
域
で
暮
ら
す
人
々
や
そ
こ
を
訪
れ
る
人
々
、
さ

ら
に
は
、
外
国
人
に
も
優
し
い
、
人
中
心
の
道
づ

く
り
を
目
指
し
ま
す
。

②
安
全
な
地
域
社
会
を
支
え
る
道
づ
く
り

子
供
が
安
全
か
つ
安
心
し
て
通
学
で
き
る
歩
道

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

(通
学
路
)
の
整
備
を
図
る
と
と

も
に
、
自
動
車
の
流
入
を
制
限
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
道
路
の
整
備
を
図
り
、
人
と
車
の
事
故
を
防
ぐ

安
全
な
道
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

四

地
域
活
性
化
道
路
整
備
事
業

宮
崎
県
で
は
、
以
上
の
よ
う
な
観
点
か
ら
地
域
の

特
色
あ
る
発
展
を
目
指
し
、
以
下
の
よ
う
な
主
要
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
支
援
す
る
、
道
路
の
整
備
を
進
め
て

い
ま
す
。

1

宮
崎
県
北
地
方
拠
点
都
市
整
備

当
地
域
は
、
宮
崎
市
と
大
分
市
の
中
間
に
位
置
し
、

熊
本
市
と
も
直
結
す
る
位
置
に
あ
り
、
東
九
州
に
お

け
る
要
衝
と
な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
東
九
州
屈

指
の
工
業
集
積
地
で
あ
る
と
と
も
に
、
九
州
で
は
、

首
都
圏
と
の
最
短
航
路
を
持
つ
重
要
港
湾
細
島
港
を

擁
し
て
い
る
な
ど
、
産
業
･
物
流
の
拠
点
と
し
て
の

高
い
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
備
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
域
内
の
都
市
部
と
周
辺
町
村
部
は
、
就

業
･
就
学
関
係
を
は
じ
め
、
産
業
･
文
化
･
生
活
の

の
全
般
に
わ
た
っ
て
密
接
な
つ
な
が
り
を
有
し
て
お

り
、
地
域
の
一
体
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

一
方
、
当
地
域
は
、
若
者
の
流
出
等
に
起
因
す
る

人
口
の
逓
減
、
周
辺
町
村
部
に
お
け
る
過
疎
化
の
進

行
、
基
幹
産
業
た
る
第
二
次
産
業
に
お
け
る
構
造
変

動
、
高
速
道
路
が
未
整
備
で
あ
る
な
ど
の
課
題
を
抱

え
て
お
り
、
こ
れ
ら
へ
の
対
応
が
急
務
と
な
っ
て
い

ま
す
。



こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
平
成
六
年
九
月
に
地
方

及
び

『自
然
と
人
と
産
業
が
調
和
し
た
ハ
ー
ト
ラ
ン

一
村

拠
点
都
市
地
域
に
指
定
さ
れ
た
当
地
域
は
、
以
上
に

ド
｣
の
形
成
を
目
標
と
し
て
、
地
域
の
振
興
整
備
を

0
計
画
期
間

み
ら
れ
る
地
域
の
発
展
可
能
性
や
課
題
及
び
地
方
拠

図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

･
平
成
七
年
か
ら
概
ね
一
〇
年
間

点
法
の
主
旨
に
鑑
み
、｢高
度
な
産
業
集
積
に
立
脚
し

o
地
域
の
構
成

o
基
本
方
針

た
東
九
州
に
お
け
る
人
流
･物
流
･情
報
発
信
拠
占
巴

･
延
岡
市
、
日
向
市
を
中
心
都
市
と
す
る
二
市
五
町

①
高
速
道
路
等
広
域
交
通
体
系
や
情
報
通
信
基
盤

の
整
備

②
蓄
積
さ
れ
た
産
業
集
積
･
技
術
集
積
を
活
か
し

た
産
業
･
流
通
基
盤
の
一
層
の
強
化
と
先
端
産

業
の
育
成

③
高
次
都
市
機
能
の
増
進
と
快
適
な
居
住
環
境
の

点拠
備

方
塾

地
市
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羅
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ん

き
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市

⑥
県
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部
全
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に
資
す
る
交
流
ネ
ッ
ト
ワ

き
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ゞ
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延
岡
イ
ン
タ
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線
建
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事
業

他
五
路
線
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業
)



安
賀
田
通
線
道
路
改
良
事
業

他
九
路
線

2

都
城
地
方
拠
点
都
市
地
域
整
備

都
城
地
方
拠
点
と
市
地
域
は
、
宮
崎
県
南
西
部
に

位
置
し
、
霧
島
山
系
、
鰐
塚
山
系
に
囲
ま
れ
る
広
大

な
盆
地
の
内
側
に
存
し
て
お
り
、
県
内
最
大
の
河
川

で
あ
る
大
淀
川
の
上
流
部
に
位
置
す
る
な
ど
、
自
然

環
境
に
恵
ま
れ
た
地
域
で
す
。

ま
た
、
当
地
域
は
、
宮
崎
市
ま
で
五
○
如
、
鹿
児

島
市
ま
で
七
○
如
と
両
市
の
ほ
ぼ
中
間
点
に
位
置
し
、

宮
崎
空
港
、
鹿
児
島
空
港
、
宮
崎
港
、
油
津
港
の
交

通
拠
点
ま
で
の
所
要
時
間
が
一
時
間
以
内
で
あ
る
な

ど
、
恵
ま
れ
た
地
理
的
条
件
を
有
し
て
い
ま
す
。

当
地
域
は
、
県
内
第
二
の
都
市
で
あ
る
都
城
市
を

中
心
都
市
と
す
る
都
城
･
北
諸
県
地
方
生
活
圏
と
同

じ
エ
リ
ア
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
一
市
五
町
、
人
ロ

約
一
九
万
四
千
人
、
面
積
約
七
六
四
軸
を
有
し
て
い

ま
す
。
｢盆
地
は
ひ
と
つ
｣
と
い
う
共
通
意
識
の
も

と
、
歴
史
的
、
文
化
的
に
つ
な
が
り
の
強
い
地
域
で

あ
り
、
市
町
の
垣
根
を
越
え
た
生
活
圏
、
経
済
圏
を

構
成
し
て
い
ま
す
。

地
域
全
体
の
基
礎
的
産
業
は
、
我
が
国
有
数
の
畜

産
を
主
体
と
す
る
農
業
で
あ
り
、
林
業
も
県
下
第
一

の
生
産
量
を
有
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
工
業
は
、
都
城
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺

に
企
業
の
集
積
が
進
み
つ
つ
あ
り
、
製
造
品
出
荷
額

は
近
年
急
速
な
伸
び
を
示
し
て
い
ま
す
。

①
南
九
州
の
拠
点
都
市
に
ふ
さ
わ
し
い
高
次
都
市

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
当
地
域
は
、
今
後
さ
ら

能
の

責

に
、
広
域
的
な
交
通
網
が
整
備
さ
れ
る
に
つ
れ
、
宮

崎
、
熊
本
、
鹿
児
島
及
び
福
岡
等
に
通
じ
る
交
通
の

要
衝
と
し
て
、
ま
た
、
南
九
州
の
活
性
化
の
鍵
を
握

る
地
方
拠
点
都
市
と
し
て
、
一
層
の
発
展
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

o
地
域
の
構
成

･
県
内
第
二
の
都
市
で
あ
る
都
城
市
を
中
心
都
市
と

す
る
一
市
五
町

o
計
画
期
間

･
平
成
五
年
度
か
ら
概
ね
一
〇
年
間

o
基
本
方
針

都
城
地
方
拠
点
都
市
地
域
で
は
、
こ
れ
ら
の
整
備

の
基
本
的
方
向
に
基
づ
き
、
本
地
域
の
特
性
と
ポ
テ

ン
シ
ャ
ル
を
活
か
す
た
め
、
開
発
整
備
の
中
心
と
し

て
次
の
六
地
区
を
設
定
し
、
重
点
的
な
整
備
を
進
め

る
と
と
も
に
、
拠
点
地
区
外
に
お
い
て
も
、
積
極
的

な
社
会
資
本
の
整
備
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域

全
体
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

o
地
域
整
備
の
基
本
理
念
と
整
備
の
方
向

ア
メ
ニ
テ
ィ
ー

(快
適
性
)
、
モ
ビ
リ
テ
ィ
ー

(機

動
性
･利
便
性
)、
エ
コ
ロ
ジ
ー

(自
然
環
境
と
の
共

生
)
を
基
本
理
念
と
す
る
ウ
ェ
ル
ネ
ス
ラ
ン
ド

(元

気
都
市
地
域
)
を
目
指
し
て
、
次
の
基
本
的
方
向
に

基
づ
き
整
備
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

機
能
の
集
積

②
快
適
な
居
住
空
間
の
創
造

③
公
共
基
盤
の
充
実
と
広
域
交
通
･
情
報
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
確
立

④
第
二
次
、
第
三
次
産
業
の
高
度
化
と
多
角
化
の

推
進

⑤
先
進
的
農
業
の
創
出

⑥
魅
力
あ
る
広
域
観
光
拠
点
の
形
成

⑦
健
康
の
増
進
と
福
祉
の
充
実

⑧
う
る
お
い
と
生
き
が
い
の
創
出

⑨
自
然
と
共
生
す
る
快
適
な
環
境
の
創
造

特
に
、
③

｢公
共
基
盤
の
充
実
と
広
域
交
通
･
情

報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
確
立
｣
に
つ
い
て
は
、
安
全
性
、

利
便
性
、
快
適
性
を
実
現
す
る
公
共
基
盤
や
業
務
核

機
能
支
援
の
た
め
の
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
整
備
す

る
こ
と
に
よ
り
、
南
九
州
を
牽
引
す
る
都
市
地
域
と

し
て
の
役
割
を
実
現
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
地
域
内
は
も
と
よ
り
他
地
域
や
他
県
と
の
産
業

交
流
や
生
活
交
流
を
さ
ら
に
促
進
す
る
た
め
、
地
域

内
循
環
道
路
や
市
街
地
部
の
幹
線
街
路
を
は
じ
め
、

他
地
域
と
連
絡
す
る
各
主
要
道
路
、
高
速
交
通
拠
点

へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
及
び
広
域
交
通
拠
点
と
連
結
す

る
規
格
の
高
い
道
路
等
の
整
備
に
努
め
ま
す
。
さ
ら

に
、
都
城
市
と
五
町
及
び
地
域
内
外
聞
の
交
通
･
情

報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
の
確
立
を
図
り
ま
す
。



o
支
援
す
る
道
路
事
業

(国
道
事
業
)

国
道
二
六
九
号
道
路
整
備
事
業

他
八
事
業

(県
道
事
業
)

県
道
都
城
北
郷
線
道
路
改
良
事
業

他
三
路
線

(街
路
事
業
)

県
道
都
城
霧
島
公
園
線
シ
ン
ボ
ル
ロ
ー
ド
事
業

他
九
路
線

3

県
北
フ
ォ
レ
ス
ト
ビ
ア
構
想

フ
ォ
レ
ス
ト
ビ
ア
構
想
は
、
県
北
五
町
村
を
モ
デ

ル
圏
域
に
指
定
し
、
山
村
地
域
に
育
ま
れ
て
き
た
心

豊
か
な
人
間
性
、
生
活
文
化
な
ど
の
総
合
的
な
活
用

を
図
り
、
二
一
世
紀
に
向
け
て
圏
域
の
人
々
が
生
き

る
道
と
し
て
の
最
大
資
源
で
あ
る
森
林
を
切
り
ロ
と

し
た
、
新
た
な
山
村
社
会
の
建
設
を
目
指
す
も
の
で

す
。
近
年
、
人
々
は
都
会
の
過
密
か
ら
逃
れ
、
山
村

社
会
に
精
神
的
な

｢ゆ
と
り
｣
を
求
め
る
よ
う
に
な

っ
て
き
て
お
り
、
二
一
世
紀
に
は
森
林
が
人
間
の
生

活
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
よ
う
な
社
会

｢森
林

化
社
会
｣
が
訪
れ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
、
豊
か
な
森
林
資
源
と
伝
統
的
な
生
活
文
化
が
残

る
山
村
に
、
こ
れ
ら
資
源
を
地
域
の
創
意
と
工
夫
に

よ
り
上
手
に
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
都
市
と
の

交
流
や
産
業
な
ど
を
盛
ん
に
し
て
、
生
き
生
き
と
し

た
山
村
、
森
林
と
人
間
の
共
生
に
よ
る

｢森
と
む
ら

の
文
化
圏
｣
を
創
り
上
げ
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

昭
和
六
三
年
に

｢県
北
フ
ォ
レ
ス
ト
ビ
ア
整
備
基

本
方
針
｣が
つ
く
ら
れ
、
｢人
お
こ
し
｣、
｢交
流
の
促

進
｣、
｢産
業
振
興
｣
の
三
つ
の
推
進
方
策
と

｢基
盤

整
備
｣、
｢福
祉
の
増
進
｣
の
二
つ
の
支
援
方
策
が
掲

げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

｢基
本
整
備
｣
と
し
て
以

下
の
路
線
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

o
支
援
す
る
道
路
事
業

(直
轄
事
業
)

国
道
二
一
八
号

(高
千
穂
バ
イ
パ
ス
)

(補
助
事
業
)

国
道
二
六
五
号

(下
椎
葉
拡
幅
)

他
四
路
線

(地
方
道
事
業
)

日
之
影
宇
目
線

(湯
の
元
工
区
)

他
四
路
線

4

宮
崎
S
U
N
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
構
想

本
計
画
は
、
県
央
地
域
の
一
市
六
町
を
対
象
地
域

と
し
、
地
域
の
産
･
学
･
官
が
一
体
と
な
っ
て
高
度

技
術
に
立
脚
し
た
工
業
開
発
を
一
層
促
進
す
る
も
の

で
す
。
『人
と
産
業
と
自
然
を
融
合
さ
せ
た
、
人
々
を

魅
き
つ
け
る
活
動
空
間
を
創
成
し
、
二
一
世
紀
を
展

望
し
つ
つ
多
様
な
人
々
が
新
た
な

｢産
業
文
化
｣
を

創
出
す
る

“産
業
･
技
術
･
文
化
･
都
市
複
合
圏
“

の
形
成
｣
を
基
本
理
念
と
し
、
さ
ら
に
県
内
各
産
業

集
積
拠
点
間
の
連
携
に
よ
る
全
県
的
産
業
振
興
を
進

め
る
s
U
N
-
R
A
Y
構
想
推
進
の
先
導
的
役
割
を

担
う
と
同
時
に
本
県
の
進
め
る

｢住
み
よ
い
ふ
る
さ

と
宮
崎
づ
く
り
｣
に
大
き
く
貢
献
す
る
も
の
で
す
。

昭
和
五
九
年
三
月
に
高
度
技
術
工
業
集
積
地
域
の
指

定
を
受
け
た
宮
崎
S
U
N
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
は
、
こ
れ

ま
で
各
種
の
施
策
推
進
等
に
よ
り
大
き
な
成
果
を
上

げ
て
き
て
お
り
、
よ
り
一
層
高
度
技
術
の
開
発
定
着

へ
の
可
能
性
を
高
め
て
き
て
い
ま
す
。

交
通
体
系
は
、
本
圏
域
の
中
心
地
宮
崎
市
に
宮
崎

空
港
、
宮
崎
港
が
あ
り
、
ま
た
、
宮
崎
市
か
ら
放
射

状
に
九
州
縦
貫
自
動
車
道
、
国
県
道
、
鉄
道
が
延
び
、

周
辺
六
町
の
市
街
地
と
宮
崎
市
街
地
と
を
結
ん
で
い

ま
す
。
さ
ら
に
宮
崎
市
を
取
り
囲
む
環
状
線
の
う
ち
、

宮
崎
外
環
状
線
は
大
規
模
住
宅
団
地
を
結
ぶ
生
活
道

路
と
し
て
、
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
環
状
線
は
周
辺
各
町
市

街
地
の
連
携
と
学
園
都
市
、
空
港
と
を
結
ぶ
生
活
道

路
と
し
て
整
備
さ
れ
つ
つ
あ
り
、
こ
れ
ら
の
交
通
体

系
に
よ
り
本
圏
域
は
良
好
な
高
速
交
通
へ
の
ア
ク
セ

ス
条
件
を
有
し
一
体
的
に
結
ば
れ
る
地
域
で
す
。
先

行
し
て
、
着
々
と
整
備
が
進
む
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク

チ
ャ
ー

(産
業
･都
市
基
盤
)、
宮
崎
学
園
都
市
な
ど

を
活
用
し
、
地
場
企
業
の
技
術
先
端
化
と
、
先
端
技

術
の
導
入
を
重
点
的
に
す
す
め
、
美
し
い
自
然
の
中

に
先
端
技
術
の
開
花
す
る

“新
し
い
ま
ち
づ
く
り
“

を
行
い
ま
す
。さ
ら
に
、東
九
州
自
動
車
道
清
武
-
西

都
間
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
本
圏
域
の
交
通

体
系
は
今
後
一
層
充
実
し
ま
す
。
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藷

~

0
圏
域

･
宮
崎
市
を
中
心
と
す
る
一
市
六
町

o
指
定
年
月

･
昭
和
五
九
年
三
月

o
支
援
す
る
道
路
事
業

(平
成
九
-
一
二
)

以
下
の
放
射
状
道
路
、
環
状
道
路
意
外
に
も
、

一
般
県
道
"
福
王
子
佐
土
原
線
他
八
路
線
、
市
町

村
道
な
ど
、
圏
域
内
の
道
路
網
整
備
を
進
め
て
い

ま
す
。

(放
射
状
道
路
)

国
道
一
〇
号

愈
呂
崎
北
バ
イ
パ
ス
、
宮
崎
西
I
C

関
連
、
花
見
改
良
)

他
国
道
三
路
線

宮
崎
須
木
線
(森
永
、
大
田
原
橋
、
大
ロ
、
木
脇
)

他
県
道
二
路
線

(環
状
道
路
)

宮
崎
西
環
状
線
(浮
田
、
柏
田
、
生
目
、
宮
ノ
下
)

他
六
路
線

五

お
わ
り
に

本
県
で
は
、
県
民
生
活
･
産
業
経
済
の
広
域
的
な

展
開
を
支
え
、
県
土
の
均
衡
あ
る
発
展
を
図
る
た
め
、

東
九
州
自
動
車
道
を
は
じ
め
と
す
る
高
規
格
幹
線
道

路
や
国
県
道
等
の
整
備
を
促
進
す
る
な
ど
、
体
系
的

に
整
備
さ
れ
た
道
路
交
通
網
を
形
成
す
る
こ
と
に
よ

り
、
県
内
主
要
都
市
間
及
び
主
要
都
市
と
周
辺
市
町

村
を
概
ね
一
時
間
で
結
ぶ
こ
と
な
ど
を
目
指
し
た
｢県

内
一
時
間
構
想
｣
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

7
′

二
一
世
紀
を
迎
え
る
に
あ
た
り
県
民
一
人
ひ
と
り

6

が
真
の
豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
社
会
の
実
現
が
求
め

6

ら
れ
て
お
り
、
美
し
く
豊
か
な
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
、
9セ

リ
ソ
ー
ト
構
想
の
進
展
や
交
通
網
の
整
備
が
進
む
と

行道

同
時
に
産
業
の
集
積
が
図
ら
れ
つ
つ
あ
る
本
県
は
、

ゆ
と
り
と
生
き
が
い
を
も
っ
て
豊
か
に
自
己
実
現
を

図
る
こ
と
の
で
き
る
生
活
空
間
と
し
て
、
ど
こ
に
も

負
け
な
い
発
展
可
能
性
を
も
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
に
今
後
は
地
方
の
自
立
が
ま
す
ま
す
重
要
視
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
、
い
わ
ゆ
る

｢新
地
方
の
時
代
｣
と

し
て
、
本
県
も
地
域
的
特
性
を
活
か
し
た
個
性
あ
る

発
展
を
自
ら
の
意
思
で
築
き
上
げ
る
時
代
に
な
る
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
本
県
で
は
県
内
六
つ
の
広
域
行

政
ブ
ロ
ッ
ク
に
お
い
て
、
｢ひ
む
か
歴
史
ロ
マ
ン
街
道

形
成
構
想

(仮
称
)｣
を
共
通
の
コ
ン
セ
プ
ト
と
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
地
域
特
性
を
活
か
し
た
テ
ー
マ
に
基

づ
き
、
地
域
戦
略
プ
ラ
ン
の
策
定
を
行
っ
た
と
こ
ろ

で
あ
り
、
地
域
活
性
化
促
進
道
路
事
業
と
と
も
に
、

同
プ
ラ
ン
の
推
進
に
つ
い
て
も
積
極
的
に
支
援
し
て

い
き
ま
す
。

県内 1時間構想のイメージ

= =ニニニ 嬢都 (宮崎市) ~各拠点都市
圈総麟箋畿鳶各疑点都市~股接地iE緘の中心都市
~~ -{~、｢ 各地域内、中心都市まで
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郷
月
･
日

世
界
の
動

き

○
主
要
七
ヵ
国
蔵
相
･
中
央
銀
行
総
裁
会
議
が
共
同
声
明
を
発
表
。

日
本
経
済
に
つ
い
て

｢あ
ら
ゆ
る
景
気
刺
激
策
と
構
造
改
革
｣
を

進
め
、
一
九
九
九
年
度
の
政
府
経
済
見
通
し
の

｢○
･
五
%
の
プ

ラ
ス
成
長
｣
を
実
現
す
る
よ
う
求
め
た
。

○
ユ
ー
ゴ
の
首
都
ベ
オ
グ
ラ
ー
ド
の
中
国
大
使
館
が
、
北
大
西
洋

条
約
機
構

(N
A
T
O
)
の
空
爆
を
受
け
、
新
華
社
電
は
二
人
死

亡
、
二
人
不
明
、
二
〇
人
余
り
が
け
が
と
伝
え
た
。
翌
日
、
N
A

T
O
は
誤
爆
を
認
め
、
謝
罪
し
た
。

○
イ
ス
ラ
エ
ル
の
首
相
公
選
は
、
即
日
開
票
さ
れ
、
エ
フ
ド
･
バ

ラ
ク
労
働
党
首
が
現
職
の
ペ
ン
ヤ
ミ
ン
･
ネ
タ
ニ
ヤ
フ
氏

(右
派

リ
ク
ー
ド
)
を
破
っ
て
当
選
。

○
経
済
協
力
開
発
機
構

(O
E
C
D
)
が
加
盟
二
九
ヵ
国
の
経
済

見
通
し
を
発
表
。
日
本
経
済
に
つ
い
て
は
今
年
の
国
内
総
生
産
(G

D
P
)
の
実
質
成
長
率
を
マ
イ
ナ
ス
0
･九
%
と
前
回
見
通
し
(昨

年
三

月
)
の
プ
ラ
ス
○
･
二
%
か
ら
大
幅
に
下
方
修
正
し
た
。

○
ロ
シ
ア
下
院
は
エ
リ
ツ
ィ
ン
大
統
領
が
指
名
し
た
ス
テ
パ
シ
ン

首
相
代
行
に
対
す
る
首
相
承
認
投
票
を
行
い
、
可
決
し
た
。
プ
リ

マ
コ
フ
前
首
相
は
大
統
領
に
解
任
さ
れ
た
。

○
米
商
務
省
発
表
の
三
月
の
貿
易
統
計
に
よ
る
と
、
米
国
の
貿
易

赤
字
は
季
節
調
整
後
の
数
字
で
、
前
月
比
二
･
九
%
増
の
一
九
六

億
九
、
八
〇
〇
万
ド
ル
で
九
二
年
の
統
計
開
始
後
の
最
高
額
と
な

っ
た
。

事

項

月
･
日

国

内

の

動

き

○
政
府
は
閣
議
で
中
央
省
庁
改
革
関
連
一
七
法
案
を
決
定
し
た
。

今
国
会
中
の
成
立
を
目
指
す
。

○
小
渕
恵
三
首
相
が
二
〇
〇
〇
年
に
日
本
で
開
く
主
要
国
首
脳
会

議

(サ
ミ
ッ
ト
)
に
つ
い
て
各
国
首
脳
の
会
合
を
沖
縄
県
で
開
催

す
る
こ
と
を
決
定
。
蔵
相
、
外
相
の
会
合
は
福
岡
県
と
宮
崎
県
で

分
離
開
催
し
、
全
体
で

｢九
州
･
沖
縄
サ
ミ
ッ
ト
｣
と
名
付
け
る
。

○
総
務
庁
の
労
働
調
査
に
よ
る
と
、
三
月
の
完
全
失
業
率
は
四
･

八
%

(季
節
調
整
値
)
で
、
現
行
調
査
開
始
の
一
九
五
三
年
以
降

最
悪
の
前
月
よ
り
○
･
二
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
て
記
録
を
更
新
。
完

全
失
業
者
は
三
三
九
万
人
と
前
月
を
二
六
万
人
上
回
っ
た
。

○
総
務
庁
の
調
査

(四
月
一
日
現
在
)
で
、
一
五
歳
未
満
の
子
ど

も
の
人
ロ
が
、
昨
年
よ
り
三
一
万
人
減
っ
て
一
、
八
八
八
万
人
と

な
り
、
総
人
口
に
占
め
る
割
合
も
一
四
･
九
%
と
初
め
て
一
五
%

を
割
っ
た
。

○
大
蔵
省
の
一
九
九
八
年
度
の
国
際
収
支
に
よ
る
と
、
経
常
収
支

の
黒
字
額
は
前
年
度
比
一
七
･
六
%
増
の
一
五
兆
二
、
二
七
一
億

円
と
な
り
、
過
去
最
高
を
記
録
。
輸
入
額
が
内
需
低
迷
を
反
映
し

て
大
き
く
落
ち
込
ん
だ
。

○
国
税
庁
が
一
九
九
八
年
分
の
確
定
申
告
で
一
千
万
円
を
超
え
る

所
得
税
を
申
告
し
た
高
額
納
税
者
を
公
示
し
、
上
位
一
〇
〇
人
を

発
表
し
た
。
公
示
さ
れ
た
の
は
約
八
万
四
、
五
〇
〇
人
で
、
九
七

年
分
に
比
べ
る
と
、
約
九
、
五
〇
〇
人
の
減
。
史
上
最
多
の
九
一

年
分
に
比
べ
る
と
約
九
万
人
の
減
少
。

事

項

榊聯
月
･
日

道
路
行
政
の
動

き

○
中
部
縦
貫
自
動
車
道

油
坂
峠
道
路
の
白
鳥
西
I
C
か
ら
油
坂

峠
料
金
所
ま
で
の
六
･
三
虹
が
開
通
。

0
国
道
一
一
六
号
の
和
島
バ
イ
パ
ス
の
起
点
側
一
･
二
獅
が
開
通
。

○
尾
道
と
今
治
を
つ
な
ぐ
西
瀬
戸
自
動
車
道
が
開
通
。

○
上
信
越
自
動
車
道

八
嵐
山
ト
ン
ネ
ル
(延
長
四
、
四
六
0
m
)

が
貫
通
。

○
建
設
省
、
神
奈
川
県
、
藤
沢
市
、
湘
南
台
二
丁
目
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
で
構
成
さ
れ
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
街
づ
く
り
実
行
委
員
会
が

｢"
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
街
づ
く
り
“
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
｣
を
開
催
す

る
%

○
｢川
崎
公
害
訴
訟
｣
(
一
次
ー
四
次
)
の
控
訴
審
で
、
東
京
高
裁

が
原
告
の
川
崎
市
の
公
害
病
認
定
患
者
ら
と
被
告
の
国
と
首
都
高

速
道
路
公
団
に
和
解
を
勧
告
、
正
式
に
成
立
し
た
。

事

項
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も
んぜ
いし
や

の
で
あ
る
。
問
笙
者
の
中
に
は

｢何
が
出
た
｣
と
得

卦
だ
け
を
易
者
に
き
い
て
料
金
を
払
っ
て
行
く
人
も

い
る
。
あ
と
は
自
分
で
得
卦
を
解
釈
す
る
の
だ
ろ
う
。

易
者
の
く
ど
/
＼
し
た
説
明
よ
り
自
分
の
解
釈
の
方

が
ま
し
だ
と
思
っ
て
い
る
の
に
違
い
な
い
。
こ
の
よ

う
な
易
の
修
学
者
で
も
自
分
の
こ
と
に
な
る
と
迷
い

ちょうぜ
い

ぜ
いち
く

が
出
て
、
櫟
笙
と
い
う
易
占
い
で
一
番
大
事
な
笙
竹

の
操
作
段
階
は
第
三
者
の
易
者
に
ま
か
せ
て
し
ま
う

の
で
あ
る
。

　

　

六
四
卦
の
一
つ
に
八
卦
の
霊
と
霊
を
組
み
合
せ
た

ふう
たく
ちゆう
ふ

ふ

風
澤
中
孚
と
い
う
卦
が
あ
る
。
孚
の
字
は
鳥
の
爪
と

子

(卵
)
の
合
字
で
、
巣
の
中
で
鳥
が
卵
を
抱
い
て

き、いちゅう

ちゅう

い
る
文
字
で
あ
る
。
中
と
は
最
中
の
中
で
あ
る
。
こ

の
と
き
の
親
鳥
は
、
他
の
動
物
が
来
て
も
逃
げ
よ
う

と
し
な
い
。
ま
た
猫
が
ね
ず
み
を
狙
う
と
き
は
、
根　　　

気
よ
く
神
経
を
集
中
し
て
他
を
か
え
り
み
な
い
。
中

　孚
と
い
う
卦
名
は
一
つ
の
物
事
に
熱
中
と
か
夢
中
に

履
一帯"

かたち

な
る
こ
と
で
あ
る
。
一
方
、
霊
薑
中
孚
の
象
を
み
る

　

　　

と
、
上
の
翼
の
齢
を
下
を
向
い
た
親
鳥
の
ロ
、
下
の

澤"

…院…

ひなど
り

霊
の
M
を
上
に
向
け
て
開
い
て
い
る
雛
鳥
の
ロ
と
見

る
こ
と
が
出
来
る
。
こ
う
み
る
と
=謂
璽
中
孚
は
一
生

ひな

かたち

ふう

懸
命
雛
鳥
に
餌
を
や
っ
て
い
る
象
に
も
見
え
る
。
風

たくち9う
ふ

か
しよう

か
め
い

澤
中
孚
と
い
う
卦
は
卦
象
も
卦
名
も
、
一
つ
事
に
集

中
す
る
一
途
さ
を
い
･
更
に
発
展
し
て
信
ず
る
を
表

し
た
卦
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

陰

…陽…

m
と

囲
の
マ
ー
ク
三
本
を
組
み
合
わ
せ
る
と
八
つ

かたち

天

津

火

雷

凰

水

山

地

の
象
が
出
来
る
。霊
･薑
･霊
･間
霊
嘲･間
･罪
･雛
こ
れ

を
八
卦
と
い
う
。
八
卦
を
も
う
一
つ
重
ね
て
六
本
一

組
に
す
る
と
、
八
の
自
乗
で
六
四
卦
と
な
る
。
易
は

こ
れ
で
人
事
百
般
に
対
応
す
る
。
千
変
万
化
の
人
事

に
こ
れ
で
は
足
り
な
い
と
ば
か
り
に
、
更
に
六
四
卦

を
自
乗
す
る
と
“
×
“
=
鵬
卦
に
な
っ
て
し
ま
う
。

人
為
で
卦
を
自
由
に
操
作
す
る
の
は
六
四
卦
が
限
度

な
の
で
あ
る
。
で
、
六
四
卦
で
あ
ら
ゆ
る
事
象
に
対

も
んぜ
いし
や

ぜ
い

応
す
る
為
に
は
問
鱸
者

(笠
を
求
め
る
人
)
の
話
を

よ
く
き
＼

要
点
を
整
理
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ

ぜ
いぜ
ん

しん
じ

を

｢霊
前
の
審
事
｣
と
い
う
。
易
は
当
て
も
の
で
は

な
い
か
ら

"
黙
っ
て
座
れ
ば
ピ
タ
リ
と
当
た
る
"
と

い
う
訳
に
は
い
か
な
い
。
問
笙
者
自
身
が
真
剣
に
な

っ
て
迷
っ
て
い
る
こ
と
も
、
ポ
イ
ン
ト
は
案
外
と
単

言

な
こ
と
が
多
い
も
の
で
あ
る
。
そ
の
一
方
で
易
者

一
も
得
卦

(笙
し
て
得
た
卦
)
の
解
釈
を
こ
の
ポ
イ
ン

ト
に
合
わ
せ
な
く
て
は
回
答
に
な
ら
な
い
。
易
経
に

言
葉
少
な
に
書
い
て
あ
る
と
お
り
の
受
け
売
り
で
は

陰

陽…

か
しょう

か
め
い

困
る
。六
本
一
組
の
鞭
･
四
の
卦
象
を
見
た
り
卦
名
か

こう
へん

ら
考
え
た
り
、
そ
の
卦
の
変
化

(炎
変
)
を
見
た
り

し
て
、
得
卦
を
易
者
自
身
が
自
分
な
り
に
解
釈
す
る

せ
んてき

ふうたくも“う

占
的

(占
う
目
的
)
に
も
よ
る
が
占
っ
て
霊
蓋
中

ふ

おも
う
て
いち

孚
の
卦
が
出
た
と
き
は
、
｢思
ウ
テ
一
｣
の
よ
う
な
気

かな

持
で
物
事
に
集
中
す
れ
ば
、
願
い
事
は
叶
え
ら
れ
る

と
占
断
す
る
。
が
、
こ
の
よ
う
な
と
き
は
当
人
の
思

い
込
み
が
激
し
く
、
人
に
騙
さ
れ
や
す
い
か
ら
気
を

つ
け
る
よ
う
易
者
は
助
言
す
る
こ
と
を
忘
れ
な
い
だ

ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
暑
當
孚
の
初
交

凸
番
下
の

　　

　　　　　

　　

-
の
マ
ー
ク
)
と
、
上
炎
(
一
番
上
の
囲
の
マ
ー
ク
)

　　
　　
　

を
取
っ
て
し
ま
う
と
舵
曲
頤

(さ
ん
ら
い
い
)
の
卦

ちゆう
ふ

い

ひそ

に
な
る
。
中
孚
の
卦
の
中
に
は
頤
が
潜
ん
で
い
た
の

で
あ
る
。
頤
と
は
下
あ
ご
の
こ
と
で
、
口
を
大
き
く

開
け
て
食
べ
物
を
待

っ
て
い
る
象

(報じ

と
見
る
。

いをみてみずからこうじ
つをもとむ

頤
の
易
本
文
は
観
し頭
目
求
汽
ロ
実
…と
あ
る
。
口
実
と

は
口
の
中
の
果
実
、
即
ち
食
べ
物
の
こ
と
で
あ
る
。

風
澤
中
孚
と
山
雷
頤
の
両
卦
を
併
せ
考
え
る
と
、
物

事
を
信
用
し
目
的
に
向
っ
て
一
途
に
進
む
こ
と
は
良

い
が
、
そ
の
進
ん
だ
結
果
が
自
分
や
家
族
を
養
っ
て

い
け
る
口
実
の
頤
の
保
障
が
あ
る
か
ど
う
か
、
を
よ

く
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

最
近
、
自
立
の
た
め
の
資
格
取
得
が
流
行
し
て
い
る

よ
う
だ
が
、
そ
の
資
格
に
ふ
さ
わ
し
い
口
実
を
得
る

に
は
顧
客
獲
得
と
い
う
別
の
競
争
を
覚
悟
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

ー
山
水
蒙
-
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